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例　　　　言

 1　本書は , 新潟県新
し ば た し

発田市五
い じ み の

十公野字櫓
やぐらした

下 4859 ～ 4864・4871 番地に所在する五十公野館跡（いじみ

　のやかたあと）の発掘調査記録である。

 2　発掘調査は , 新発田市立東小学校建設に伴うもので , 新発田市教育委員会（以下 , 市教委）が調査主

　体となり平成 25 年 8 月と平成 26 年 8 月に確認調査を実施した。本調査は株式会社ノガミに業務を委

　託し , 平成 27 年 7 月 2 日～ 11 月 27 日に現地調査を , 同年 12 月～翌年 3 月まで基礎整理作業を実施

　した。本格整理は平成 28 年 6 月～平成 29 年 3 月まで行い , 調査報告書を刊行した。

 3　本発掘調査に要した経費は , 事業主体である新発田市が一般財源から支出した。

 4　遺物と記録類は , 新発田市教育委員会が一括して保管している。出土遺物の注記は「五十ヤ」とし , 

　グリッド・遺構・遺物番号・層位・日付を記し , 本書での掲載遺物については通し番号を橙色で追記した。

 5　調査成果の一部は , 現地説明会・平成 28 年度年報で記載しているが , 本報告書をもって正式な報告

　とする。

 6　遺構の実測は , 調査担当の福山俊彰の指示で調査員の湯原勝美と作業員が行なった。また , 遺構等の

　性格づけについては , 市教委の鶴巻康志監督員の指示を得た。遺構の撮影は福山・湯原である。

 7　遺物の接合・復元・実測・トレースは市教委の田中耕作監督員 , 株式会社ノガミの戸根与八郎の指

　示で整理作業員が行った。挿図と写真のレイアウト及び観察表の作成は , 戸根の指示のもと調査員の秋

　山泰利・大谷祐司と整理作業員が行った。遺物の撮影は , 観音立像と石製品を田中 , 他は大谷である。

 8　本書の執筆は , 第Ⅰ章 1・3・5 を田中 , 第Ⅰ章 2・4・第Ⅱ章・第Ⅲ章 1・2 を戸根 , 第Ⅲ章 3 ～ 6 を

　戸根・秋山・大谷 , 第Ⅳ章 1 ～ 3 を戸根・秋山 , 4 ～ 6 を戸根 , 第Ⅵ章 1 を田中 , 2 ～ 5 戸根が担当した。

　編集は戸根が行った。

 9　第Ⅴ章の自然科学分析のうち , 人骨に関しての所見は新潟医療福祉大学の奈良貴史・佐伯史子氏に ,

　観音立像の化学分析については , 株式会社第四紀地質研究所にそれぞれ業務を委託し , 分析結果を掲載

　した。

10　付編は , 新潟県内で長年日本中世史を研究している阿部洋輔氏に執筆を依頼し , 玉稿を頂いた。

11　巻頭図版の「華報寺墓跡出土観音立像」は新潟県指定文化財であり , 所有者の御厚意により撮影・計

　測・化学分析をさせていただいた。

12　第 1 図 歴代の校舎の写真は , 新発田市立五十公野小学校から提供を受けた。

13　発掘調査から本書の作成まで , 下記の諸氏・機関から多くの御協力・御支援を賜った。記して感謝の

　意を表します。（順不同・敬称略）

　　　阿部　聡　川上貞雄　久保智康　佐藤榮征　関　雅之　水澤幸一　村木二郎

　　　新発田市立五十公野小学校　新潟県教育庁文化行政課　公益財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団

　　　新潟県立文書館
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凡　　　　例

〈共　通〉

 1　土色と遺物の色調は , 『新版標準土色帖』（小山・竹原 1967）と『大辞泉（カラーチャート）』（小学

　館 1995）を参考とした。

 2　第Ⅴ章及び付編の図表・写真は , 各項の中でそれぞれ番号を付けた。

 3　引用・参考文献は巻末に一括して掲載し , 本文中では著者と発行年を括弧書きで示した。ただし , 第

　Ⅴ章については当該項の文末に示している。

〈遺　構〉

 1　本書に掲載の地形図は , 国土地理院発行 1/50,000 地形図「新発田」（平成 15 年）及び 1/25,000 地形

　図「新発田」（平成 22 年）を必要に応じ縮小して用いた。方位は , 第 1・2 図では天が真北を示す。

　その他の図面では , 記号の方向が磁北を示す。磁北は真北から西偏約 7°20′である。

 2　本書に掲載した遺構は , 竪穴建物・土坑・井戸・溝・ピット列・ピットに区別し , 遺構番号は , 整理

　作業時に振り直した。

 3　平面図のうち , 遺構は黒の実線で , 撹乱は破線で示した。

 4　断面図の位置を示す平面図上のポイントは , 各部分図ごとにアルファベットで示した。

 5　遺構図の縮尺は 1/40 ～ 1/200 で , 挿図中に縮尺とスケールで示した。

 6　遺構写真にスケールとして写し込んだピンポールは , 直線部分が 50㎝である。

〈遺　物〉

 1　遺物実測図は基本的に遺構ごとに掲載し , 遺物写真は材質・産地・種別で配列した。各遺物に付した

　番号は挿図・図版とも同一の通し番号である。

 2　遺物実測図の縮尺は 1/3 を基本としたが , 大型および小型の遺物は縮尺を適宜変え , 各挿図中に縮尺

　とスケールで示した。

 3　遺物写真は , 主要な遺物について縮尺不同で掲載した。ただし , 陶磁器類は約 50% である。

 4　土器・陶磁器の器種分類 ･ 年代観については , 青磁は［上田 1982］, 白磁は［森田 1982］, 青花は［小

　野 1982］, 瀬戸美濃焼は［藤澤 2008］·［愛知県史編さん委員会 2007］, 珠洲焼は［吉岡 1994］, 越前

　焼は［田中 ･ 木村 2005］, 五頭山麓窯址笹神支群は［鶴巻 2005］, 中世の土師質土器は［鶴巻 2004］·［水

　澤 2007］, 瓦器は［立石 1995］, 古代の土師器は［春日 1999］を参考にした。なお , 五頭山麓窯址笹

　神支群は本文・観察表で笹神窯と略記する。



1

ᇹ⃽ᇘ　ႆ੐ᛦ௹↝ಒᙲ

１　調査に至る経緯

ａ 統合小学校の建設計画

新発田市は , 平成 15 年 7 月に๛Ӝொと , 平成 17 年 5 月にはࢵӢ寺ொ・Ճ࣏川村と合ซした͜とで , 市内の小学

校の数は 26 校となった。しかし , গ子化にىҼするࣇಐ数のݮগが続き , 当市においても 1 校 11 学ڃ以下の小ن

模校が , 平成 20 年には小学校શ校の 6 割にୡする状況となった。

͜うした現状を౿まえ , 子Ͳもたちにとっての「๬ましい教育環境」を中৺ςーϚとする「新発田市教育制౓等

委員会」が౼ݕ , 平成 20 年 9 月に設置された。新発田市教育委員会（以下 , 市教委）では , そのݕ౼委員会報告

を基に , 「新発田市立小・中学校の๬ましい教育環境に関する基本方਑」を平成 22 年 3 月にࡦ定し , ͜の基本方਑

に基づいて通学区Ҭの࠶編成（学区࠶編）を実施する͜ととなった。

その基本方਑の中で示された小学校౷合のকདྷύλーン図には , 東中学校の校区にؚまれる五十公野小学校・দ

Ӝ小学校・ถ૔小学校・੺谷小学校の 4 校の౷合Ҋもあった。市教委では͜れに基づき , 東中学校にྡ接する五十

公野小学校の校舎をվஙして౷合校とするҊを作成し , 平成 22 年 10 月から 4 校のࣇಐの保ޢ者と各自࣏会の代

表者をަえて協ٞを行った。しかし , ͜の協ٞの結果 , 新たな学校用地を東中学校に近い৔所にٻめる͜ととなり , 

平成 24 年 3 月に各自࣏会が中৺となって「東中学区内 4 小学校関܎者合同会ٞ」が設立され , 地元આ໌会も実施

された。しかし合意には至らͣ , 各区長会長・各小学校の 15A 会長・各保育Ԃの保育会長 , そして地元બ出市ٞ

会ٞ員により構成された「東中学校౷合小学校建設ީิ地બ考委員会」が平成 25 年 5 月に立ち上がり , ީิ地の

が行Θれる͜ととなった。͜のબ考委員会では౼ݕ࠶ , 東中学校から൒ܘ 1 Ωϩϝートルఔ౓の範囲でީิ地のݕ

౼を行い , 学区内શ戸΁の意見公ืも実施した。その結果 , 五十公野小学校ෑ地を౷合校の用地として校舎を建て

ସえる͜とが , 平成 25 年 7 月に内定した。平成 25 年 11 月 , ͜のબ考委員会に４校の各小学校長と東中学校長を

Ճえた「東中学校区౷合小学校։校準උ協ٞ会」が設立され , より۩体的な౷合校։校΁向けての準උが࢝まった。

のちに , 地元での公ืにより౷合小学校の໊称は「東小学校」とܾまった。

ｂ 校舎建設と発掘調査の調整

五十公野小学校地は五十公野館跡として遺跡地図に周知されており , 平成 25 年౓になり発掘調査が現実ຯをଳ

びてくると , 調査期ؒが։校までのλイϜスケδϡールに大きく影ڹする͜とが໌らかとなった。

校舎建設計ըは市教委教育૯務課が担当しており , 校舎建設޻事の施޻監理については新発田市建設課΁の委託

である。また , 発掘調査は市教委ੜ֔学श課（のちの文化行政課）が担当し , 調整をऔりながら作業をਐめてΏく

͜ととなった。

五十公野小学校には , 現在 3 代໨となるమےίンΫリート作りの校舎が建っているが , ౓ॏなる建てସえで遺物

แؚ層や遺構がͲのఔ౓遺ଘしているのか೺Ѳする確認調査が必要であり , そ͜に޻事で掘࡟される範囲が定まっ

て , ࢝めて本調査の調査面ੵ・調査期ؒと経費のੵࢉがՄೳとなる。

平成 25 年 7 月 , 教育૯務課から平成 26 年౓にグランドにԾ設校舎を建設したいので , 平成 25 年 8 月の小学校

Նٳق業中に確認調査を実施してཉしいࢫの要੥がੜ֔学श課にあった。しかし , 発掘調査を担当するઐ໳৬員は , 

શ員がすでに他の発掘調査΁のै事が༧定されていたため きΐ新潟県教育委員会（以下ٸ , , 県教委）文化行政課

に৬員の೿ݣを依頼し , 確認調査を実施した。

平成 26 年 4 月から関܎部ॺにおいて޻ఔの調整を行った結果 , 平成 26 年 8 月後൒に校舎ෑ地の確認調査を実
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໌࣏ 6 年 6 月 北ו原܊五十公野村 188 番地白࿇寺にてԾ։学

໌࣏ 9 年 5 月 北ו原܊五十公野村 4862 番地΁Ҡる
校舎のॡ޻（ॳ代校舎）

໌࣏ 44 年 12 月 ॳ代校舎૿վஙॡ޻

ত࿨ 10 年 12 月 新校舎のॡ2）޻ 代໨校舎）

ত࿨ 24 年 6 月 表ݰ関・όルίχーվ૷

ত࿨ 30 年 3 月 新発田市に合ซ　市立五十公野小学校とվ称

ত࿨ 39 年 8 月 校舎վஙの地௟ࡇをڍ行（3 代໨校舎）グランド用地のొ記
北西۱石仏҇（大ྣ҇）の墓地のങऩ

ত࿨ 40 年 4 月
　～ 42 年 3 月 2 代໨校舎の北・ೆ・ਖ਼面校舎のղ体

ত࿨ 44 年 3 月 新校舎のॡ3）޻ 代໨校舎）・ϓールのॡ޻

ত࿨ 46 年 7 月 校地内の石仏（近世ऍᷟ೗དྷ࠲৅）をࣣݢொ墓地΁స࠲

ত࿨ 47 年 2 月～ 11 月 水ચトイレ޻事・ガス配管޻事ॡ޻

ত࿨ 48 年 3 月 五十公野小学校૑立ඦ年記೦式యをڍ行

ত࿨ 52 年 10 月 新体育館のॡ޻

ত࿨ 52 年 11 月 ৯ηンλー（調理৔）։࢝څ

ত࿨ 58 年 2 月 ೆଆίンピϡーλー౩のॡ޻

平成 27 年 4 月
　～ 28 年 3 月 3 代໨校舎のղ体

施し , 平成 27 年 4 ～ 6 月に校舎上԰のղ体޻事 , 6 ～ 12 月に本発掘調査 , 平成 28 年 1 ～ 3 月に基礎ղ体޻事 , そ

して平成 28 ～ 29 年౓に校舎建設޻事 , 平成 30 年 4 月։校と計ըされた。

なお , 平成 27 年౓の本調査にあたっては , 市教委に調査要๬が多く , ઐ໳৬員を長期にΘたって五十公野館跡

の調査にै事させる͜とが೉しかったため , ຽؒ調査会社΁の発掘調査委託をಋೖする͜とで庁内関܎部ॺの合意

を得た。ただし , 県教委の指ಋに基づき , 市教委ઐ໳৬員が監督員として現地指ಋを行う体制をとった。本調査の

ର৅地は , 体育館トイレ૿ங޻事（চ面ੵ 45�57ᶷ）と新校舎建設޻事（চ面ੵ 1986�37ᶷ）範囲であり , 平成 27

年 6 月 4 日付け教૯第 403 号 - 2 で文化財保ޢ法第 94 ৚第 1 項による「埋蔵文化財発掘の通知」を新発田市長か

ら県教委教育長΁提出した。県教育長は , 平成 28 年 6 月 18 日付け教文第 310 号の 2 で「周知の埋蔵文化財แ蔵

地における土木޻事等について（通知）で , 市長にରして޻事ணख前に発掘調査を実施するよう通知した。

そして , 平成 27 年 5 月 27 日付けで , 株式会社ノガミと「五十公野館跡発掘調査業務委託」をక結し , 平成 27

年 6 月 24 日付け文行第 369 号で文化財保ޢ法第 99 ৚第 1 項のن定による発掘調査のணख「埋蔵文化財発掘調査

の報告について」を市教委教育長から県教委教育長΁提出し , 平成 27 年 7 月 2 日に現地調査を։࢝した。ऴྃは

同年 11 月 27 日で , 県教委΁の調査ऴྃ報告は同年 12 月 17 日付け文行第 942 号の「埋蔵文化財発掘調査の報告

について」である。また , 出土した遺物の文化財認定は , 平成 27 年 12 月 14 日付け教文第 983 号の 10 での県教

委教育長通知による。

なお , 株式会社ノガミから基礎整理作業をऴえての業務ྃ׬ಧが平成 28 年 3 月 18 日に提出され , 遺物と図面等

の記録類が市教委΁引き౉された。

２　発掘調査地点の土地履歴と小学校の沿革

発掘調査地点は ͹れた԰ෑ地にؚまれていた。͜͜はݺと「Ӵ໳ヤγΩࠨՃ」戸時代（天໌年ؒ）においてはߐ , , 

໌࣏時代になると学校の૑設に伴って五十公野小学校の沿革とඇৗにਂい関܎をもつようになった。໌࣏ 6 年 6

月白࿇寺にてԾ։学した五十公野小学校は , ໌࣏ 9 年 5 月に新校舎（ॳ代校舎）のॡ޻に伴い , 現在地΁Ҡసして

くる。グランド等はなく , 校舎の前面やཪ面を԰外޿৔として利用していたらしい。໌࣏ 44 年にはੜె数も૿Ճ

表 1　五十公野小学校の沿革したためॳ代校舎の૿վங޻事が行なΘれ , 同年 12

月にॡ޻した。ত࿨ 10 年 12 月には , 校舎新ங޻事（2

代໨校舎）がॡ޻した。2 代໨校舎はਖ਼面 2 ֊にό

ルίχーをඋえた洋෩のݰ関を࣋つ。͜の表ݰ関を

ί字状に囲Ήように , 北ଆとೆଆには校舎が , 東ଆ

には体育館が配置されている。͜の体育館はত࿨ 52

年に新体育館がॡ޻するまで利用されていた。なお , 

ত࿨ 24 年の建設ল地理調査所によるۭߤ写真では , 

校舎のೆଆにすでにグランドが写っている。ত࿨ 44

年 3 月に 3 代໨の新校舎がॡ޻した。మےίンΫリー

ト製の校舎で , その࢟は木଄校舎から一変している。

校舎は 3 代にΘたって同一ෑ地の中で建てସえられ

てきた。平成 30 年 4 月に։校する東小学校の校舎

も同ෑ地の中にॡ޻する༧定になっている。
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第 1 図　歴代の校舎
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第 2 図　確認調査トレンチ位置図

３　確認調査の概要

ａ グランド部分の確認調査（第 2 図）

平成 25 年 8 月 21 日（水）～ 27 日（Ր）の実質 4 日ؒで , 県教委文化行政課 埋蔵文化財܎ 小野本主೚調査員

を担当者として , グランドでの確認調査を実施した。調査は , Ծ設校舎建設（第 4 図）にઌ立って実施したもので , 

グランドのೆ北方向に 4 Օ所のトレンチを設定した（第 2 図）。掘࡟は , 0�25ὗڃόッΫϗーに 1�5N ෯のノリόケッ

トを૷ணして行い , શ体の調査面ੵは 211�5ᶷである。

基本層序は, Ⅰ・Ⅱ層がグランドの٬土, Ⅲ層は׊փ色土（چ水田耕土）, Ⅳ層がԫ׊色࠭質γルト～࠭層～᛽層で, 
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Ⅳ層がいΘΏる地山に૬当する。遺構はݕ出されなかった。なお, 校舎ෑ地地上面と比΂て, グランドは標ߴが1�4N

΄Ͳ௿く , 1 トレンチ北୺の地山では , 校舎ෑ地との比ࠩߴは 2�1N ΄Ͳとなる。

調査で出土した遺物の΄とんͲが , 中・近世陶磁器のࡉ片で , Ⅲ層から出土している。遺物แؚ層と൑断できる

土層のଯੵは認められなかった。

調査に܎Θる文書は , 平成 25 年 8 月 6 日付け文行第 332 号で文化財保ޢ法第 99 ৚第 1 項のن定による発掘調

査のணख「埋蔵文化財発掘調査の報告について」を市教委教育長から県教委教育長΁報告し , 調査ऴྃの報告「埋

蔵文化財発掘調査の報告について」は平成 25 年 11 月 12 日付け文行第 534 号で提出した。

ｂ 校舎敷地の確認調査（第 2 図）

平成 26 年 8 月 18 日（月）～ 27 日（水）の実質 7 日ؒで , 市教委が直Ӧで実施した。調査ର৅地は校舎ෑ地શ体で , 

17 Օ所のトレンチ（ᶃ～ᶓ）を設定した（第 2 図）。掘࡟は 0�2ὗڃのόッΫϗーで行ったが , 中ఉ部分については , 

0�1ὗڃのόッΫϗーを࢖用した。各トレンチの長さは 3�0 ～ 11�6N で , શ体の調査面ੵは 141�6ᶷである。トレン

チの埋໭しにࡍしては , 適宜సѹ機を࢖用し , またࡅ石をෑいてཆੜした。

基本層序は , 表土・撹乱層の直下がԫ׊色・փΦリーϒ色࠭ࡉのいΘΏる地山である。໌確な遺物แؚ層は認め

られなかった。遺構は , 前ఉのᶃ②ᶆᶇトレンチ , 中ఉのᶍᶏトレンチ , 体育館東ଆのᶓトレンチで , 溝・土坑・

ப穴をݕ出し , ಛに中ఉは遺構の遺ଘ状ଶが良޷であった。体育館東ଆのᶒトレンチでは , 上෯ 2�2N 以上 , 確認

面からのਂさ 45㎝の東西方向にԆびる溝एしくはງの一部を確認した。遺物は , 撹乱層や遺構の埋土から中世後

期の土師質土器や陶磁器が出土した。以上の結果 , 校舎ෑ地には遺跡が遺ଘしている͜とが໌らかとなった。

文書は , 平成 26 年 7 月 15 日付け文行第 237 号で文化財保ޢ法第 99 ৚第 1 項のن定による発掘調査のணख「埋

蔵文化財発掘調査の報告について」を市教委教育長から県教委教育長΁報告し , 調査ऴྃの報告「埋蔵文化財発掘

調査の報告について」は平成 26 年 9 月 9 日付け文行第 340 号で提出した。出土遺物の文化財認定は県教委教育長

からの平成 26 年 10 月 2 日付け教文第 851 号 - 3 による。

ｃ 確認調査の遺物（第 3 図）

グランドからは , 青磁࿸ , 珠洲焼片口鉢 , 越前焼擂鉢 , 土師質土器ࡼ・小ࡼ , 近世陶磁器 , 石臼が出土し , 校舎ෑ

地からは白磁࿸・ࡼ , 青磁࿸ , 青花࿸ , 志野࿸ , 越前焼大甕 , 土師質土器ࡼ , 古代の土師器ഋ , 近世陶磁器が出土し

ている。陶磁器は , ᶎトレンチの越前焼大甕以外は小片・ࡉ片が΄とんͲである。

1 は白磁の୺൓りࡼで , ᶐトレンチから , 2 は白磁ࡼで , ᶎトレンチから出土した。ともにߴ୆৞付以外は , 内外

第 3 図　確認調査の遺物
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શ面に白磁ᬵがֻけられ , 2 のߴ୆ࡍではᬵ੾れが見られる。15 世紀後൒から 16 世紀前൒に比定される。

3 は白磁࿸のఈ部で , ᶆトレンチから出土した。見込みはऄノ໨状にᬵṞ͗され ୆内はແᬵである。15ߴ , 世紀

代と考えられる。

4・5 は越前焼の大甕で , ᶎトレンチから出土した。同一ݸ体である。4 はݞ部で , 外面に自然ᬵがֻかり , 内面

上൒に成形時の指頭ѹࠟが認められる。5 は口ԑ～ݞ部で , 濃྘色の自然ᬵがֻかり , Θͣかに߱りものが付ணす

る。内面下部に , 成形時の指頭ѹࠟが認められ , 内面くびれの下に , 内༰物と考えられる黒色のӍਨれ状付ண物が

見られる。15 世紀後൒に比定される。

6 ～ 8 は土師質土器である。6・7 はࡼで , ᶍトレンチから出土した。7 のఈ部はճసϔラ੾りである。いͣれも

15 世紀前൒に比定される。8 は小ࡼで , ᶃトレンチから出土した。ఈ部はճసϔラ੾りである。13 ～ 14 世紀に比

定される。9 は古代の土師器ഋで , ᶆトレンチから出土した。

４　本調査と整理作業の経過

ａ 発掘作業の経過（平成 27 年౓）

6 月末日～ 7 月 14 日　Ծ設ϋウス・Ծ設トイレ等のൖೖを 6 月下०にྃ׬し , 調査区のグリッド設定を行う。7

月2日から発掘作業を։࢝する。調査区ᶃ・ᶆ～ᶊでは校舎のίンΫリート基礎࢒ଘ部（地中ྊ）内の土࠭をਂさ1�5N

以上ॏ機で掘り下͛たが , 撹乱により遺構の遺ଘ状況はඇৗにѱい。調査区⑥で溝 2 に੾られた竪穴建物 1 と , DG

グリッドの一֯で土坑・ピットが数基ݕ出されたにす͗ない。調査区②は 3 日にணखし , 東西に૸る溝を 1 ৚ݕ出

した。7 月 10 日から 15 日に調査区ᶌの調査を行った。13 日には調査区ᶃ・ᶆ・ᶇ・ᶉ・ᶊ・ᶌでは遺構を確認

できͣ , 写真撮影をして調査をྃ׬した。

7 月 15 日～ 7 月 31 日　調査区⑥の調査を継続しつつ , 15 日から調査区③の表土আڈをॏ機で։࢝した。17 日

に調査区②を׬掘し溝 1 の平面実測と写真撮影を行い , ͜の区の作業をྃ׬する。同日 , 調査区⑥の竪穴建物 1 を

掘し図化・写真撮影を行い׬ , 作業をྃ׬する。21 日から調査区③の遺構確認を行い , ͜の調査区に作業を集中さ

せる。遺構は表土直下のԫ׊色࠭ࡉ上面で確認した。撹乱の範囲が޿く , 東西・ೆ北に 5 本のトレンチをೖれてそ

の範囲を೺Ѳした。ݕ出した遺構は井戸 3 基 , 土坑 10 基 , ピット 5 基である。

8 月 3 日～ 8 月 20 日　3 日から , 調査区③の井戸・土坑等の掘࡟を։࢝する。井戸からは中世の土器類（珠洲焼・

越前焼・古瀬戸・土師質土器）や᭲ވأが出土したが , 土坑からの遺物の出土はۃめてগない。

8 月 21 日～ 9 月 15 日　24 日に調査区⑨の北ଆから表土আڈを։࢝する。調査区③の土坑等の調査は΄΅ऴྃし , 

井戸を集中的に調査する。井戸 2 からమುが出土する。8 月末には井戸 1 ～ 3 の上部を׬掘し写真撮影を行う。調

査区⑨の表土আڈが 7 日に概Ͷྃ׬する。ೆଆに比して北ଆは撹乱の範囲が޿く , 遺構の遺ଘ状況はඇৗにѱい。

調査区⑨の遺構確認を行い , 井戸・土坑・溝を確認した。調査区⑨のೆଆの地山がࣼ܏ٸするため , トレンチをೖ

れて確認する。10 日には土坑 12 から珠洲焼の大甕が௵れた状ଶで出土した。

9 月 16 日～ 9 月 30 日　調査区⑨の遺構の掘り下͛を土坑を中৺に։࢝する。16 日に北ଆの撹乱坑から小型の

青銅製観音立像が出土する。͜の付近より銅製仏۩の֖も出土した。24 日に土坑 14 から骨蔵器が出土する。ૉ焼

きの土師質土器で , 近世後期以߱のものである。

10 月 1 日～ 10 月 30 日　調査区⑨の土坑・溝に調査の中৺をҠす。土坑や溝からは珠洲焼・越前焼・瀬戸美濃焼・

青花の΄か石臼も出土した。大型の土坑は井戸と൑໌し , 20 日には井戸 4 ～ 6 の上部の調査をऴえた。また , 8 ～

22 日にೆ୺ࣼ面の調査を行った。22・23・26 日に , 五十公野小学校と東中学校のࣇಐ・ੜెର৅の現地આ໌を実

施した。24 日には一般市ຽର৅の現地આ໌会を։࠵し , 参Ճ人員 262 ໊を数えた。27 日 , 調査区શ景と遺跡遠景

のۭ撮を実施した。28 日には , 井戸下部調査のためόッΫϗーでその周りの掘࡟を։࢝した。



7

第 4 図　本調査区割位置図

11 月 4 日～ 11 月 30 日　4 日に調査区③で井戸 1 ～ 3 下部の平面形を確認し , 11 日に׬掘した。また調査区⑨

の井戸 4 ～ 6 は , 10 日に下部の遺構のݕ出を行い , 井戸 6 よりも井戸 4 が新しい͜とを確認した。4 ～ 13 日は , 

調査区ೆ୺ࣼ面の下部掘࡟と土層断面図の作成を行った。14 日から調査区⑨のิ଍調査を行い , 18 日には井戸を

ؚΉશての遺構調査をྃ׬した。なお , 6・10 日には , ドϩーンによる遺構撮影を実施した。19 日には器材・ࢿ材

のఫऩを行い , 井戸周辺のਂ掘りの埋໭しを։࢝した。27 日に市教委の教育૯務課・文化行政課 , 市建ங課が立会

いのもと , 現地の引き౉しを行い , 現地調査は׬શにऴྃした。

12 月 1 日～ 3 月 18 日　株式会社ノガミ埋蔵文化財調査ࣨで図面点ݕとमਖ਼ , 写真の整理等の基礎整理を行った。

なお , 遺物の水ચい・注記は現地の発掘にฒ行して実施した。

Ծઃ校ࣷ

①①

②②

③③

⑩⑩

④④

⑤⑤

⑥⑥

⑦⑦

⑧⑧

⑨⑨

� 2�N（1ɿ1,���）

ମҭ館

調ཧ৔

ϓʔϧ

Իָࣨ
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ａ 平成 25 年度（グランド部分確認調査）

 監　理 大山　康一 （教育長）

  ધ山　 ོ （ੜ֔学श課長）

 ૯　括 田中　耕作 （ੜ֔学श課文化行政ࣨ長）

b 平成 26 年度（校舎ෑ地確認調査）

 監　理 大山　康一 （教育長）

  ધ山　ོ （ੜ֔学श課長）

 ૯　括 田中　耕作 （ੜ֔学श課文化行政ࣨ長）

c 平成 27 年度（本調査）

 監　理 大山　康一 （教育長）

 ૯　括 田中　耕作 （文化行政課長）

 監督員 鶴巻　康志 （文化行政課 埋蔵文化財܎長）

 事務ہ ౉ᬑ美ึ子 （　　ʏ　　主೚）

d 平成 28 年度（整理・報告）

 監　理 大山　康一 （教育長）

 ૯　括 平山　　真 （文化行政課長）

 監督員 田中　耕作 （文化行政課 文化財ٕ師）

 事務ہ ౉ᬑ美ึ子 （　　ʏ　　 埋蔵文化財܎長）

調査担当　小野本　ರ（新潟県教育委員会文化行政課埋蔵文化財܎ 主೚調査員）

調 査 員　鶴巻　康志（ੜ֔学श課文化行政ࣨ 埋蔵文化財܎長）

事 務  （ੜ֔学श課文化行政ࣨ 主೚）ڿ　　木ླ　ہ

調査担当　௡田　ݑ司（ੜ֔学श課文化行政ࣨ 主೚）

調 査 員　田中　耕作（　　ʏ　　　　ʏ　　 ࣨ長）

事 務  （ʏ　　　　ʏ　　 主೚　　）ڿ　　木ླ　ہ

調査指ಋ　戸根与八郎（株式会社ノガミ 埋蔵文化財調査部  調査ࣨ長）

調査担当　福山　俊彰（　　　ʏ　　　　　ʏ　　　　　　調査員）

調 査 員　湯原　勝美（　　　ʏ　　　　　ʏ　　　　　　調査員）

調査指ಋ　戸根与八郎（株式会社ノガミ 埋蔵文化財調査部 調査ࣨ長）

調査担当　金内　　元（　　　ʏ　　　　　ʏ　　　　　  調査員）～ 8 月

調査担当（代行）戸根与八郎（　ʏ　　　　ʏ　　　　　  調査ࣨ長）9 月～

調 査 員　秋山　泰利（　　　ʏ　　　　　ʏ　　　　　  調査員）

調 査 員　大谷　祐司（　　　ʏ　　　　　ʏ　　　　　  調査員）

５　調　査　体　制

ｂ 整理作業の経過（平成 28 年౓）

6 月 13 日に , 市教委埋蔵文化財整理ࣨから株式会社ノガミ埋蔵文化財調査ࣨに遺物等をൖೖし , 本格整理作業に

ணखする。遺物の接合・復元を行った後 , 市教委監督員と協ٞして実測ݸ体のબ別を行う。また人骨のؑ定 , 仏像

の成分分析について業務委託を行う。7 月から出土遺物の実測図の作成 , 遺物観察表の作成を行う。その後 12 月

までトレースを行うとともに , 遺構及び遺物図版・写真図版のレイアウトを作成する。1 月には原稿の執筆を本格

化し , 報告書の編集作業を行う。2 月には報告書のҹ࡮・製本の発注を行い , 3 月に報告書を刊行した。3 月 31 日に , 

報告書および遺物・図面・୆ா類・写真σーλを新発田市教育委員会にೲ品し , 整理作業をྃ׬した。
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１　遺跡の位置と立地

新潟県新発田市は , 新潟市֗地の東方約 25LN に位置する人口約 10 ສ人の地方౎市である。૯面ੵ 532�82ὕの

うち東دりの約 7 割は൧๛連ๆ・ᷱ形山຺・二Ԧ子ַ・五頭連ๆによる山地である。二Ԧ子ַの西方に位置する中

৺市֗地付近は , ൧๛連ๆからྲྀれるՃ࣏川によって形成されたઔ状地のઔ୺部にあたり , 新発田ൡの城下ொをچ

基礎としている。周囲にはҴ作を主体とする೶村地ଳが޿がっている。現在のՃ࣏川はɺ五十公野ٰྕの東ଆをྲྀれ, 

ඣ田川と合ྲྀして北ྲྀするが , 古くは五十公野ٰྕのೆଆをྲྀれ , 現在の新発田市֗地のあるઔ状地を形成したと

考えられる（Ԯ野 1980・国土地理院 1993）。そのࠟ跡はɺଠ田川周辺のچՏಓや͜れに面する自然అ๷の地形に

認められる。さらに古くはےزのྲྀࡉとなってྲྀれ , その中ԝをྲྀれるものが現在の新発田川にあたるという（大

Ո 1997）。

五十公野館跡（市遺跡ᶺ 116）は , 新発田市五十公野字櫓下に所在し , 現在は市立五十公野小学校ෑ地である。

標ߴ 18N 前後の୆地上にあって , 「఼༷の԰ෑ」であったとの఻ঝから五十公野城に関連する館跡といΘれている。

小学校ෑ地からָ҆寺・ઍޫ寺付近が五十公野城の根小԰であったともいΘれている（ҏ藤 1980）。また , 周辺の

字໊には櫓下 , 外城なͲ城館に関連する地໊も見られる。

第 5 図　五十公野地区周辺の中世遺跡分布
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第 6 図　五十公野城跡略測図

２　五十公野地区の遺跡

五十公野地区は新発田市֗地のೆ東約 4LN に位置する。近世には , 五十公野ٰྕ୺を૸るࡾ国֗ಓ中通りと新

発田城下を東ਐした会௡֗ಓが村中ԝ部で連結するަ通の要地となり , 追分の॓৔としてӫえた。地区内の中ԝ部

は上ொ , ಓ࿏沿いの北部に下ொ , ೆ部に外城村 , 上ொの西ଆに小࿏村に分かれていた。集落の東ଆにはೆ北 2�5LN, 

所ߴ࠷ 86N の五十公野ٰྕがあり , ೆ西ଆのٰྕ上（通称「御城山」）に五十公野城跡が立地する。元࿣年ؒに成

立したとされる『管Ӑ෢ؑ』等の記載からɺ中世後期に͜の地を࣏めていた新発田氏の一଒である五十公野氏の

城と఻えられډ , 土ྥ・ۭງ・ֲなͲの遺構が࢒っている。標ߴ 50N 模نのඌ根ઌ୺部を利用してஙかれた小ڧ

な要֐で , 主ֲは東西 100N, ෯は޿い所で 25N の「く」の字状で , その中ԝ部にある小土ྥによって二ֲに分か

れている。主ֲの東ଆには , ඌ根のくびれを利用した二ॏのۭງがある。主ֲの西ଆにはɺかつて土ڮを伴ったۭ

ງと長ܘ 15N ఔの長ପԁ形のֲがあったが , ত࿨ 45 年に新発田市立東中学校建設に伴って࡟平された（第６図）。

主ֲのೆଆ及び北ଆにはֲࠊがあり, ಛにೆଆに設けられたࡾஈのֲࠊは, 大खのދ口の一部をなすものであΖう。

本城跡の東ೆ約 200N, 標ߴ 60N のඌ根平֞面には , 天ਖ਼ 15 年（1587）上ਿ੎が五十公野城をแ囲ܸ߈したࡍ , 上

ਿ景勝のਞ所であったと఻Θる土ஃと࡟平地が࢒り , 「上ਿ景勝ਞ所跡」ないしは「景勝公御立୆」なͲとݺ͹れ

ている。土ஃはߴさ 3N, ܘ約 9N のԁ形で , ͜͜からはೆଆの谷ؒや五十公野城跡もؒ近に見下Ζす͜とができる。

͜の他に , 五十公野ٰྕ上には金谷城跡・ঋ潟山城跡がある。五十公野城๷Ӵのために構ஙされたࡆであΖう（ҏ

藤・੪藤 1980）。

փ௩　新発田ൡのॳ代ൡ主ޚ , 溝口伯ᠺकल勝はܚ長 15 年 9 月 28 日に 63 ڈࢮでࡀ , その遺֚は「五十公野ಢ山」

ά ϥ ϯ υ

౦ த 学 校

五 十 公 野 小 学 校

ॅ ୐ ஂ 地

҆ ָ ࣉ

དྷ ܴ ࣉ

ༀ ࢣ ࣉ

ࢸ 新 発 田

五 十 公 野

ܠ উ 公 ޚ 立 ୆

（ چ ઍ 年 ࣉ ）
؍ Ի ಊ

でՐ૴されたと఻（な位置は不໌ࡉৄ）

Θり , その৔所に , փを集めて௩を作り

石仏を建て「御փ௩」とݺんだという。

その๣らに一Ӊの҇を結び , 石仏҇（後

に大ྣ҇とվ称）と称し 戸・吉঵寺ߐ ,

の末寺となった。໌࣏ 44 年 , 五十公野

小学校૿ஙのため , ಊӉはऔりյされ小

学校ෑ地の北西۱にҠஙしたという（૬

അ 1952）。ত࿨ 46 年にҠங৔所΁ಓ࿏

がෑ設され , 現在位置（第５図）に࠶Ҡ

సされた。

　஡԰ఉԂ（国指定໊勝）ޚ໺ެेޒ

五十公野ٰྕの西麓にあり , 新発田ൡ主

溝口氏の別ఛであった。໌ྐྵ元年（1655）

３代ൡ主એ直が面ੵ 34, 000 ௶の別ఛを

構えた。４代ൡ主ॏ雄の時にນ෎の஡ಓ

方で遠भྲྀの஡人 , ០फ知をটいてఉを

作り , 別ఛを஡ྈとした。כ෪・数د԰

଄りの؆ૉな建物と৺字஑を中৺とした

ճ༡式ఉԂである。

ਆࣾɾ෹ֳ　古四Ԧ神社・๛田神社・

（ҏ藤 1980）

（大Ո 1997）
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日ࢬ神社なͲがあり , 古四Ԧ神社は大඙໋を᛾る。「古四Ԧ神社」は , 新潟県の阿լ野川ྲྀҬをೆݶとし , 東北地

方の日本ւଆに集中的に分布する。๛田神社はɺ歴代の新発田ൡ主を᛾るไઌಊを , ഇൡに伴って新発田城本ؙか

ら五十公野御஡԰ఉԂにભٶし , ໌࣏ 10 年（1877）に社格を得た。 大ਖ਼ 8 年（1919）に現在地の通称「勝ख山」

΁とҠஙされた（新発田市 1980）。仏ֳにはདྷܴ寺・ઍޫ寺・ָ҆寺・ཾণ寺なͲがあり , ָ҆寺は五十公野城主

の฾అ寺と఻えられている。また , ָ҆寺・ཾ ণ寺・ઍޫ寺・ༀ師寺の境内地 ொの墓地なͲには中世（ࣨொ期）ݢࣣ ,

の൘ൾや石仏が数多くある。付近の岡田の大日ಊには源頼ேの供ཆౝと఻えられる五ྠౝの΄か多数の石଄物がଘ

在する。新発田市内では൘ൾ・石仏の所在地数は 140 ϲ所近くあり , 県内でも有数の集中区の一つである。

３　周 辺 の 遺 跡

新発田市をؚΉچ北ו原܊Ҭは , 古代（奈良・平҆時代）においては越後国পਨ܊であったといΘれている。10

世紀に成立した「࿨໊類ᡉঞ」ではপਨ܊にはপਨ・լ地・଍Ӌのڷが所在し , 現在の新発田市付近は後に立૳さ

れるՃ地૳との地໊的類ࣅからおおΉͶլ地ڷに属していたと考えられている（܂原 1980）が , ͜れら３ڷの位

置や範囲はਪ測のҬを出ないのが現状である。

૔にນ෎を։いた源頼ேはח , උ前ࣇౡの藤戸のઓいでޭがあった佐ʑ木੝ߝを越後Ճ地૳の地頭に೚じてい

る。その子ଙはՃ地氏として在地ྖ主化していく。所ྖは分割૬続されるようになり , 一଒から新発田・竹ມなͲ

の諸氏が೿ੜした。૜ྖՈはՃ地氏であるが , 同଒の新発田氏・竹ມ氏らが࣍第に有力化し , ࣨொ時代ॳ期からઓ

国期にはՃ地૳の国人としてฒび立つଘ在となっていた͜とが古文書からうかがい知る͜とができる。市内には中

世城館跡が多く分布するが（第̓図）, 古文書の記ड़や఻ঝ , 地໊から , 主にՃ地氏が現在のՃ࣏川ӈ؛の北西部 , 

竹ມ氏がՃ࣏川ӈ؛のೆ東部 , 新発田氏がՃ࣏川؛ࠨをྖしていたと考えられている（ҏ藤 1980）。

Ճ地氏の本ڌとされるՃ࣏城跡（市指定史跡）はᷱ形山຺のೆ୺に位置し , 標ߴ 165N の山頂から 3 方向にのび

るඌ根にはそれぞれのֲ群が認められる。ᷱ 形山຺の主ྏ線には数多くの山城が分布し , Ճ࣏城跡の北には麓城跡・

ୌ城跡・ௗ԰็城跡・ࣣۂ城跡・ੁ谷城跡・水ノඌ城跡が続いている。竹ມ氏の本ڌと考えられるޫࡾ川؛ࠨのࡾ

ޫ地区にはๅੵ寺館跡・ޫࡾ館跡・岡௩館跡・東城館跡なͲの館跡と竹ມ城跡・竹ມ新城跡なͲの山城が分布して

いる。ޫࡾ館跡・岡௩館跡は , いͣれも小ن模な発掘調査のため不໌な点も多いが , 15 世紀から 16 世紀の遺物が

得られている。ๅੵ寺館跡は , 発掘調査の結果 , 一辺 200N を越す大ن模な方形ډ館跡である͜とがΘかった。૯

ப建物・掘立ப建物なͲがݕ出され , 出土遺物から 15 世紀が主体といΘれている（田中・鶴巻 1990）。なお , 竹

ມ氏は , ઓ国時代には同଒のՃ地氏・新発田氏とฒび越後有数の国人層に成長したが , やがて上ਿ氏に෰属してݠ

৴・景勝に࢓えて数多くの܉஧をॏͶ , 上ਿ氏の会௡΁の国ସえのࡍには͜れにैった。現在のՃ࣏川؛ࠨには新

発田城跡・Ԑڮ館跡・஑ノ୺館跡なͲの館跡とӜ城跡なͲの山城がある。͜の地Ҭは新発田氏の所ྖと考えられ , 

城館跡の分布もՃ地氏・竹ມ氏のਪ定ྖҬに比して濃い。また , 中世の集落跡やࢄ布地も濃ີで , 出土遺物から見

ても։発が古くから行Θれたと考えられる。標ߴ約 8N のඍߴ地にஙかれた新発田城跡は 長ܚ , 3 年（1598）にՃ

լ大੟寺からೖ෧した溝口ल勝によってங城され , ໌࣏ҡ新をܴえるまで溝口氏のډ城であったが , 中世において

は新発田氏のډ館が置かれていたと考えられている。چ二ノؙ（通称「古ؙ」）からは 14 世紀代のງ跡 , 土坑 , 溝

なͲの遺構と 14 世紀から 15 世紀のڃߴ磁器や土師器ࡼの一括出土品がある（鶴巻΄か 1997）。஑ノ୺館跡は新

発田城跡からೆ約 3�7LN, ଠ田川ྲྀҬの自然అ๷上にあって , 東の五十公野城跡とともに新発田城跡のॏ要な支城

である。館跡の範囲は東西 360N, ೆ北 270N に及び , 本ֲの周囲にはງ跡が࢒っている。
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第 7 図　主な中世城館跡・集落遺跡の分布図

新発田৓੻

Լதϊ໨館੻

஑ϊ୺館੻

๏正館੻

Ե࣍館੻

ଜ԰ෑ館੻ࢤ

小ࡔ館੻

੺ڮ館੻

ീ഼新田館੻

ീ഼৓੻
Ӝ館੻

ീ഼館੻

ถ૔館੻

ถ૔৓੻

൘ࢁ館੻

઒Լ館੻ߥ ઒্館੻ߥ

Ԭ԰ෑ館੻

五十公野館੻

五十公野৓੻

ଠࡈ館੻

ঋ潟ࢁ৓੻

େ༑館੻

ೇ઒館੻

館੻ޫࡾ

ๅੵࣉ館੻

ଂޫ館੻

館੻ࣉࢁߴ

઒館੻ݹ

Ԑڮ館੻

ਫϊඌ৓੻

ੁ୩৓੻
ॅ田৓੻

१館੻ݹ

৓੻ۂࣣ

ௗ԰็৓੻

ୌ৓੻

࿢৓੻Ճ࣏৓੻

ۚ୩৓੻

ശ館੻

Ճ࣏館੻

্ਿܠউਞॴ੻

Ӝ৓੻

ᣕՙ୩৓੻

新発田৓੻

Լதϊ໨館੻

஑ϊ୺館੻

๏正館੻

Ե࣍館੻

ଜ԰ෑ館੻ࢤ

小ࡔ館੻

੺ڮ館੻

ീ഼新田館੻

ീ഼৓੻
Ӝ館੻

ീ഼館੻

ถ૔館੻

ถ૔৓੻

൘ࢁ館੻

઒Լ館੻ߥ ઒্館੻ߥ

Ԭ԰ෑ館੻

五十公野館੻

五十公野৓੻

ଠࡈ館੻

ঋ潟ࢁ৓੻

େ༑館੻

ೇ઒館੻

館੻ޫࡾ

ๅੵࣉ館੻

ଂޫ館੻

館੻ࣉࢁߴ

઒館੻ݹ

Ԑڮ館੻

ਫϊඌ৓੻

ੁ୩৓੻
ॅ田৓੻

१館੻ݹ

৓੻ۂࣣ

ௗ԰็৓੻

ୌ৓੻

࿢৓੻Ճ࣏৓੻

ۚ୩৓੻

ശ館੻

Ճ࣏館੻

্ਿܠউਞॴ੻

Ӝ৓੻

ᣕՙ୩৓੻

˕̞

���,���図ʮ新発田ʯ1ܗ౔地ཧӃ地ࠃ） をվม）

●  ＝  集落遺跡及び散布地
　＝ 城館跡　

�LN� （1ɿ��,���）

新発田市
新潟市



13

ᇹ⃿ᇘ　ᢡನ↗ؕஜࡀޖ

１　調査区とグリッドの設定

発掘調査に当っては した状ଶでղ体業者から引き継いで発掘調࢒校舎のίンΫリート基礎部分（地中ྊ）をچ ,

査を実施した。調査区ᶃ・ᶆ～ᶊについては建物の基礎部分をආけてॏ機で掘࡟し , 遺物แؚ層や遺構がଘ在して

第 8 図　調査区・グリッドの設定と基本層序の位置
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いた৔合は人力でର応する͜ととした。調査区②・③についてはো֐物がଘ在しないが , 調査区⑨のೆଆ # ・$ ̷

付近には数本のদथ大木根があった。

グリッドは調査区શ体をおおう形で設定した。グリッドは国Ո࠲標࣠ 9 ࣠ �214375（北緯 37°55′40 ）˅, : ࣠

�74725（東経 139°21′00 ）˅のަ点である調査区北西を基点（#C1）として一辺 10N 四方の大グリッドを方؟に૊み , 

西から東΁大文字のアルファベットで #・$・D・E・・・とし , ೆ北は北からೆ΁小文字のアルファベット C・D・E・

F・・・とし , ྆者を૊み合せて表示した。さらに大グリッドをೆ北と東西に五等分して一辺 2N の小グリッドとし , 

数字の࠲標でݺ称した。

２　基 本 層 序（第 8 図～第 10 図）

基本層序は調査区ごとにҟなるために調査区ごとに記載する。調査区ᶃ・ᶆ～ᶊについては 校舎のίンΫリーچ ,

ト基礎部分（地中ྊ）の上面にあるচスラϒを破ࡅして 1�5 ～ 2N までॏ機で掘࡟した。調査区⑥では竪穴建物の

一部がݕ出されたが , ͜れ以外はچ校舎の基礎部分保શのためのൖೖ੝土で , 遺構・遺物はશくଘ在しない。

基本層序を第 9 図・第 10 図 , その位置を第 8 図に示す。基本層序̖は調査区② (E グリッド北น , 基本層序 #

は調査区⑨ #D グリッド西น , 基本層序 $ は調査区③ 'H グリッド北น , 基本層序 D は調査区⑨ #G グリッドの西น , 

そして基本層序 E は調査区⑨ #J グリッド西นの測図である。

基本層序 A では表土下はઙԫ色࠭ࡉ , ԫ色࠭ࡉ , ԫ׊色࠭ࡉの੝土整地層でその下がԫ׊色土 , ԫ׊色࠭質土の

地山となる。上部 2 枚の੝土整地層は比較的ݻくしまっており , 層中に୸化木片をएؚׯΉϒϩッΫや真࠭土をෑ

きつめた範囲も見られる。

基本層序 # でも表土下にԫ׊色࠭質土・҉׊色࠭質土が੝土整地層で基本層序 A と同༷ , 層中に୸化木片をؚ

ΉϒϩッΫやԫ׊色࠭ࡉϒϩッΫをؚんでいる。そして地山のԫ׊色࠭質土となる。基本層序 A・# では遺物แؚ

層は認められͣ , 遺物は表土及び੝土整地層から出土している。੝土整地層の範囲はೆ北ラインの C・D・E 以北を

઎めるものとࢥΘれる。

基本層序 $・D では表土の厚さはόラπΩがあり , 一཯ではないが΄΅平ୱで水平になっている。表土下には地

山のԫ׊色࠭ࡉ , փΦリーϒ࠭ࡉ , ԫ׊色࠭ࡉ , ࠭᛽と 4 ࣝ別される。͜れらの地山の厚さは一཯ではないが表土

と΄΅ฒ行している。地山ᶃ層のԫ׊色࠭ࡉは表土の整地で上部が࡟られたՄೳ性がある。地山ᶃ・②層のԫ׊色

は撹乱を大ʑ的に受けている。遺構の確認面は表土直下の地山上面であるが࠭ࡉփΦリーϒ・࠭ࡉ , 地山が大෯に

平されている͜とから࡟ , 現地表面からのਂさは 20㎝～ 140㎝で৔所によって大きくҟなっている。શてではない

がカΫランと表示したカΫラン穴からは , 木୸・ガラス・瓦・਑金なͲ近現代の遺物が出土し , 不用物のॲ理に掘

られたものもগなからͣある。

また , 地山直上の表土の中にも真࠭土をෑいた範囲も見られ , ੝土整地と認められよう。遺物は遺構内及びカΫ

ランの一部から出土しているが , 一括遺物は΄とんͲない。

基本層序 E では約 30 ౓の֯౓を࣋って地山ᶇ層の׊色粗࠭がೆଆにࣼ܏している。1 層のにͿいԫ׊色࠭質土

がچ表土 , 6・7・8・10 層はࣼ面ଯੵである。10 層がࣼ面ଯੵの࠷下層となる。表土下層にある 3・4・5 層は چ ,

水田等のଯੵ土で水平ଯੵをし , 5 層はچ耕土と考えられる。6・7・8 層はچ耕土で 7・9 層からは珠洲焼・越前焼・

瀬戸美濃焼・青磁なͲが出土しているが , ͜れらの遺物にࠞじって 17 世紀末から 18 世紀の౜௡焼・ං前焼の破片

も出土している。珠洲焼等の日本製陶磁器は破片が多いが , 接合するものは΄とんͲない。1 層のچ表土上の੝土

は҉փ色೪質土でグラウンド整උに伴う੝土であり , ೆଆ΁行くにैって厚く੝られている。また , ੝土を約 2N

近くਂく掘り下͛たカΫランはত࿨ 47 年に行った水ચトイレ設උ޻事に伴うもので西ଆ΁続く。
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第 � 図　基本層序 A ～ D
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3　遺構の概要

遺構は調査区② ･ ③ ･ ⑥ ･ ⑨から , 竪穴建物 2 ౩ , 土坑 22 基 , 井戸 6 基 , 溝 10 ৚ , ピット列 2 列 , ピット 22 基

をݕ出した。各遺構のઆ໌は調査区ごとに記ड़するが , 溝 2 は調査区を௒えてԆびている͜とから , 調査区⑥・⑨

をแ括して記載した。

Ҫށの調査ํ๏

調査区の地山は࠭質土を主体とするが , 厚さ 15 ～ 60DN の࠭層が確認面からのਂさ約 1�8 ～ 2�1N 以下にあり , 

調査掘࡟中に土層の่落が༧૝された。そのため , ࠭層上面までを調査・記録したのち , 井戸周辺の࠭層をॏ機で

掘࡟আڈし（図版 13）, վめて平面ϓランのݕ出を行って調査した。本報告では , 遺構ݕ出面から࠭層上面までを「上

部」, ࠭層আڈ以下を「下部」とݺ称する。上部と下部のつながりが不໌なものは , 掘方をਪ定破線で示した。

第 1� 図　基本層序 D・E
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̍૚ 1�:3��� ʹͿいԫ׊৭࣭࠭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。ૈ࠭ओମ。П1� ʙ 11�NN େͷԁ᛽をগྔؚΉ。چද౔。
2 ૚ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉ　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。П2� ʙ 2��NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをਫ平ʹෑ͖ݻΊる。
� ૚ 1�:3��2 �৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。П׊ࠇ ʙ 2�NN େͷԁ᛽をগྔؚΉ。ߞچ౔。
� ૚ 1�:3��2 փԫ׊৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。
� ૚ 1�:3��2 。౔ߞچ。৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ׊ࠇ
� ૚ 1�:3��� �৭࣭࠭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。ૈ࠭ओମ。П1׊҉ ʙ 11�NN େͷԁ᛽をগྔؚΉ。
� ૚ 1�:32�2 �৭࣭࠭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。ૈ࠭ओମ。П1׊ࠇ ʙ ��NN େͷԁ᛽をগྔؚΉ。
8 ૚ 1�:3��� �৭࣭࠭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。ૈ࠭ओମ。П1׊҉ ʙ ��NN େͷԁ᛽をগྔؚΉ。
� ૚ 1�:32�2 �৭࣭࠭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。П1׊ࠇ ʙ 2�NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをগྔɺ1�:3��2 փԫ׊৭౔をগྔؚΉ。
1� ૚ 2��:��� ʹͿいԫ৭࣭࠭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。ૈ࠭ओମ。П� ʙ 1�NN େͷԁ᛽をগྔɺ1�:3��2 。৭౔をগྔؚΉ׊ࠇ
地ࢁᶃ૚ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉ　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。
地ࢁᶄ૚ 2��:��� ʹͿいԫ৭த࠭　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。
地ࢁᶅ૚ ࠭᛽　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。ૈ࠭૚とП1� ʙ ��NN େͷԁ᛽૚がޓ૚をなす。
地ࢁᶆ૚ 1�:��1 փ৭த࠭　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。
地ࢁᶇ૚ 1�:3��� �৭ૈ࠭　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。П1׊ ʙ ��NN େͷԁ᛽をগྔؚΉ。

本૚ংج &　౦͔Βج本૚ং %　౦͔Β

基本層序 E　調査区⑨南側斜面（Bi グリッド）

� �N（1ɿ��）
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4　調査区②

調査区②は , 調査ର৅範囲の北東部 (E・)E グリッドに位置する。遺構は͜のງないしは溝のみである。性格は

൑断し得がたいが , น面の立ち上がりには؛ޢ施設であるߌ・土ཹめなͲは見られない。

第）̍ߔ 11・12 図）

長さ 9�86N, 上෯ 5�05N 確認面からのਂさは 0�74N の溝である。東西方向に直線的にԆび , 西୺が立ち上がり , 

東ଆは調査区外΁Ԇびる。ఈ面は΄΅平ୱで , น面の立ち上がりは؇やかである。主࣠方向は / � 89°� E で , 調査

区⑨の溝２･3 と΄΅同じである。埋土はԫ׊色土・҉փԫ色土・Φリーϒ׊色土を主体とし , ５層に分けられる。

いͣれの層にもԫ׊色࠭ࡉϒϩッΫをؚみ , 1･2･4 層には୸化木片がඍྔؚまれる。

遺物はશて近世以߱の੝土整地層からの出土であり , 溝の埋土からは出土していない。

( )

E
溝1 B

B'

A
A'

C

C
'

� （1ɿ2��） 1�N

溝 1
੝౔੔地 1 ૚　2��:��� ઙԫ࠭ࡉ　೪ੑなし。し·Γ΍΍͋Γ。
੝౔੔地 2 ૚　2��:��� ʹͿいԫ৭࠭ࡉ　೪ੑなし。し·Γ΍΍͋Γ。

П2� ʙ ��NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをগྔؚΉ。
੝౔੔地 � ૚　2��:��2 ҉փԫ৭౔　೪ੑなし。し·Γ΍΍͋Γ。

П2� ʙ ��NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをଟྔɺ
П1 ʙ 2NN େͷ୸Խ໦ยをඍྔؚΉ。

1 ૚　2��:��� ԫ׊৭౔　೪ੑ΍΍͋Γ。し·Γ΍΍͋Γ。
П1� ʙ 2�NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをগྔɺ
П2 ʙ �NN େͷ୸Խ໦ยをඍྔؚΉ。

2 ૚　2��:��2 ҉փԫ৭౔　೪ੑ΍΍͋Γ。し·Γ΍΍͋Γ。
П1� ʙ ��NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをগྔɺ
П1 ʙ 2NN େͷ୸Խ໦ยをඍྔؚΉ。

� ૚　2��:��� 明ԫ׊৭౔　೪ੑなし。し·Γ΍΍͋Γ。
П1� ʙ ��NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをଟྔؚΉ。

� ૚　2��:��� ΦϦʔϒ׊৭౔　೪ੑ΍΍͋Γ。し·Γ΍΍͋Γ。
П1� ʙ ��NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをগྔɺ
П1 ʙ 2NN େͷ୸Խ໦ยをඍྔؚΉ。

� ૚　2��:��� ԫ׊৭౔　೪ੑ͋Γ。し·Γ͋Γ。
П� ʙ 2�NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをগྔؚΉ。

੝౔੔地 1

2

੝౔੔地 2

੝౔੔地 �
1 �

� �

�

22
1

��
�

A 1����NA'

B 1����NB'

� 2N（1ɿ��）

第 11 図　調査区② 平面図・溝 1
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5　調査区③

調査区③は , 調査ର৅範囲の中ԝೆدり , EH・EJ・(J グリッドに位置する。

遺構は土坑 10 基 , 井戸 3 基 , ピット 6 基をݕ出した。

౔޵ 2（第 14 図）

'I5 � 2 グリッドに位置する。ن模は長࣠ 124DN, ୹࣠ 85DN, 確認面からのਂさは 47DN である。平面はପԁ形で , 

น面の立ち上がりは西ଆが؇やかでઙいஈを有するのにରし , 東ଆは΄΅ਨ直である。埋土は黒׊色土が主体であ

り , ୸化木片のؚ有から 2 層に分けた。

遺物は , 1 層から 13 世紀ࠒの珠洲焼片口鉢が出土している。

౔޵ 3（第 14 図）

(I3 � 4･4 � 4 グリッドに位置する。ن模は長࣠ 157DN, ୹࣠ 148DN, 確認面からのਂさは 72DN である。平面はԁ

形で , น面は̫字状に立ち上がるが , 東ଆではྏを࣋つ。埋土は҉׊色土と׊色土が主体であり , ԫ׊色࠭ࡉϒϩッ

Ϋのؚ有ྔによって 4 層に分けた。1 層は୸化木片とԁ᛽をগྔؚΉ。

遺物は 2 層から越前焼擂鉢と 17 世紀後൒～ 18 世紀ࠒのං前焼磁器瓶が出土している。

౔޵ 4（第 14 図）

(I4 � 1 グリッドに位置する。ن模は長࣠ 87DN, ୹࣠ 71DN, 確認面からのਂさは 68DN である。平面はԁ形で , น

面の立ち上がりはٸである。埋土は 色土が主体であり׊҉ , , 2 層に分けられる。ଯੵ状況から１層がபࠟ , 2 層

は掘方とも考えられる。土坑 8・9 と共にப穴列になるՄೳ性もある。遺物は出土していない。

౔޵ 5（第 14 図）

'H5 � 5, (H1 � 5 グリッドに位置する。北ଆが調査区外となるためશ体の形状は不໌であるが , 平面は۱ؙ方形と

ਪ定される。࢒ଘن模は東西 114DN, 確認面からのਂさは 52DN である。น面の立ち上がりは西ଆが؇やかなのに

ରし , 東ଆはかなりٸで , ఈ面ೆ۱にପԁ形でਂさ 10DN ΄Ͳの落ち込みがある͜とから , பࠟのՄೳ性が࢒る。

埋土は黒׊色土が主体で , ҉փԫ色・ԫ׊色࠭ࡉϒϩッΫ , ୸化木片 , 焼土ཻ子のؚ有ྔにより４層に区分した。

遺物は出土していない。

౔޵ 6（第 14 図）

'I2 � 1･2 グリッドに位置する。ೆ東部は本遺構よりも新しい時期のピット 18 とॏෳする（図版 模は長ن。（4

࣠ 132DN, ୹࣠ 98DN, 確認面からのਂさは 47DN である。平面は不整なԁ形で , 北൒にஈを࣋つ。ఈ面は平ୱで , 

น面は؇やかに立ち上がる。埋土は҉׊色土の୯層で , ԫ׊色࠭ࡉϒϩッΫを多ྔにؚΉ。遺物は出土していない。

౔̓޵（第 14 図）

'I5 � 1 グリッドに位置する。ೆ西ଆは撹乱を受けているが , 平面はԁ形かପԁ形になるとࢥΘれる。࢒ଘن模

はೆ北 80DN, 確認面からのਂさは 39DN である。ఈ面は平ୱで , น面の立ち上がりはٸである。埋土は҉׊色土の

第 12 図　調査区② 溝 1 断面図

C 1����NC'

� 2N（1ɿ��）
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୯層で , ԫ׊色࠭ࡉϒϩッΫを多ྔに , ୸化木片と焼土ཻ子をগྔؚΉ。

遺物は元๛通ሟ（第 42 図 189）とߖ૙通ሟ（190）が出土しており , 墓坑のՄೳ性がある。

౔޵ 8（第 14 図）

(I3 � 3･4 グリッドに位置する。範囲は長࣠ 116DN, ୹࣠ 75DN, 確認面からのਂさは 70DN である。平面は۱ؙ長

方形で , ఈ面は平ୱである。น面の立ち上がりはٸで , 北ଆの上部には平ୱ面がある。埋土 1 層は写真図版 4 のと

おりபࠟのՄೳ性があり , 埋土２層は掘方で , ԫ׊色࠭ࡉϒϩッΫを多ྔにؚΉ҉׊色土である。遺物は出土して

いない。

౔޵ �（第 14 図）

(I3 � 2･3 グリッドに位置する。ن模は長࣠ 108DN, ୹࣠ 90DN, 確認面からのਂさは 56DN である。平面は۱ؙ方

形で , ఈ面はΏるいؙఈである。น面の立ち上がりはややٸである。埋土は҉׊色土の୯層で , ԫ׊色࠭ࡉϒϩッ

第 13 図　調査区③ 平面図
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第 14 図　調査区③ 土坑
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౔޵ 11
1 ૚　1�:3��� 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ׊҉

П2 ʙ �NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭ࢠཻ࠭ࡉをগྔɺ
П� ʙ 1�NN େͷ୸Խ໦ยをগྔؚΉ。

2 ૚　1�:3��2 փԫ׊৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。
П2 ʙ �NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭ࢠཻ࠭ࡉをগྔɺ
П� ʙ 1�NN େͷ୸Խ໦ยをগྔؚΉ。

� ૚　1�:3��� 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ׊҉
П2 ʙ �NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭ࢠཻ࠭ࡉをগྔؚΉ。

౔޵ �
1 ૚　1�:3��� 。৭౔　೪ੑなし׊҉

し·Γ͋Γ。П� ʙ ��NN େͷ
2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをଟྔؚΉ。

౔޵ 8
1 ૚　1�:3��� 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ׊҉

П� ʙ 1�NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをগྔؚΉ。
2 ૚　1�:3��� 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ׊҉

П� ʙ ��NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをଟྔɺ
П� ʙ ��NN େͷ୸Խ໦ยをগྔؚΉ。

౔޵ �
1 ૚　1�:3��� 。৭౔　೪ੑなし׊҉

し·Γ͋Γ。П� ʙ 2�NN େͷ
2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをଟྔɺ
П� ʙ 1�NN େͷ୸Խ໦ยをগྔɺ
П� ʙ �NN େͷম౔ཻࢠをগྔؚΉ。

౔޵ �
1 ૚　1�:3��� 。৭౔　೪ੑなし׊҉

し·Γ͋Γ。П1� ʙ 1��NN େͷ 2��:���
ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをଟྔؚΉ。

౔޵ �
1 ૚　2��:��2 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ׊ࠇ

П1� ʙ 1�NN େͷ 2��:��2 ҉փԫ৭࠭ࡉ
ϒϩοΫをଟྔɺП�NN େͷ୸Խ໦ยをগྔɺ
П� ʙ �NN େͷম౔ཻࢠをগྔؚΉ。

2 ૚　2��:��2 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ΍΍͋Γ׊ࠇ
� ૚　2��:��2 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ׊ࠇ

П2� ʙ ��NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをଟྔؚΉ。
� ૚　2��:��2 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ΍΍͋Γ׊ࠇ

П1� ʙ ��NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをଟྔؚΉ。

౔޵ �
1 ૚　1�:3��� 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ׊҉

П1� ʙ 2�NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉ
ϒϩοΫをগྔɺП� ʙ 1�NN େͷ୸Խ໦ยを
গྔɺП2��NN େͷԁ᛽をগྔؚΉ。

2 ૚　1�:3��� 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ׊҉
П1� ʙ ��NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉ
ϒϩοΫをଟྔؚΉ。

౔޵ �
1 ૚　1�:3��� �৭౔　೪ੑなし。し·Γ΍΍͋Γ。П׊҉ ʙ 1�NN

େͷ୸Խ໦ยをগྔɺП2� ʙ 8�NN େͷԁ᛽をগྔؚΉ。
2 ૚　1�:3��� �৭౔　೪ੑなし。し·Γ΍΍͋Γ。П׊ ʙ ��NN

େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをଟྔؚΉ。
� ૚　1�:3��� �৭౔　೪ੑなし。し·Γ΍΍͋Γ。П1׊ ʙ ��NN

େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをଟྔؚΉ。
� ૚　1�:3��� �৭౔　೪ੑなし。し·Γ΍΍͋Γ。П׊ ʙ 1�NN

େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをগྔؚΉ。

౔޵ 2
1 ૚　1�:3��2 。৭౔　೪ੑなし׊ࠇ

し·Γ΍΍͋Γ。П� ʙ 2�NN େͷ
2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをগྔɺ
П� ʙ 1�NN େͷ୸Խ໦ยをগྔؚΉ。

2 ૚　1�:3��2 。৭౔　೪ੑなし׊ࠇ
し·Γ΍΍͋Γ。П� ʙ 2�NN େͷ
2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをগྔؚΉ。

� 2N（1ɿ��）
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Ϋを多ྔにؚΉ。遺物は出土していない。

౔޵ 1�（第 14 図）

(I1 � 3 グリッドに位置する。井戸 1 とॏෳするが , 新چ関܎は不໌である。2 基のピットのॏෳのՄೳ性がߴく , 

確認面でのن模は長࣠82DN, ୹࣠45DN, น面の立ち上がりはٸである。確認面からのਂさはピット19が74DN, ピッ

ト 20 が 78DN である。遺物は出土していない。

౔޵ 11（第 14 図）

'I1 � 5･2 � 5 グリッドに位置する。ن模は長࣠ 118DN, ୹࣠ 88DN, 確認面からのਂさは 40DN である。平面はପԁ

形で , ఈ面は平ୱ , น面の立ち上がりはٸである。埋土は , 1・3 層が҉׊色土 , ２層がփԫ׊色土の 3 層に分けら

れる。

遺物は 3 層から砥石（第 47 図 217）が出土している。

Ҫށ 1（第 13・15 図）

(I グリッドに位置する。北ଆで井戸２の掘方とॏෳし , ͜れを੾っている。ೆଆでは土坑 10 とॏෳするが , 新

は不໌である。掘方の平面は不整なପԁ形で܎関چ , 北ଆから西ଆにかけてςラス状のஈを有している。͜の部分

の断面は࿙ే状で , 井戸掘࡟時の掘方である。ن模はೆ北方向が 3�45N 以上 , 東西方向は 3�1N, 確認面からのਂさ

3�16N を測り , ఈ面標ߴ 15�68N である。井戸本体はܘ 70DN のԁ形をఄし , 水ཷ直上の井戸ଆน面にԳのࠟ跡を確

認した（図版５）。水ཷはܘ 50㎝で , ࠭᛽層にୡする水ཷఈ面は , మ分の௜ணによる੺化が観察された。埋土は 8

層に分層した。1 ～ 4 層が井戸本体の埋土で , 1・４層はకまりがऑく , ２～ 4 層は೪性がڧい。4 層は黒色の෗২

土層で , 井戸本体࠷下層の水ཷとの境にੜじた୨状のஈにബくଯੵしていた。井戸の࢖用時にଯੵした有機質の層

と考えられる。5 ～ 8 層は掘方の埋土で , 井戸構ங時に井戸本体の周囲にཪ込めされたもので , 北ଆでは概Ͷ水平

にଯੵしている。ԫ׊色࠭ࡉϒϩッΫを多ྔにؚみ , 井戸本体の埋土に比΂て೪性がऑく , కまる。井戸本体内部

からの᛽の出土状況は , １層から͜Ϳし大の᛽がগྔ , ２層からඍྔ 下層の３層からは͜Ϳし大～人頭大がগ࠷ ,

ྔ出土している。掘方埋土からは , 本体埋土に比΂て出土ྔがগなく , ５・̓層から͜Ϳし大の石がগྔ出土して

いるのみである。

遺物は , 井戸本体࠷下層の水ཷ（３層）から越前焼壺（第 33 図 18）・擂鉢（19）, 図示していないが青花࿸ E

群が出土しており , 18 が 15 世紀後൒～ 16 世紀 , 19・青磁࿸が 16 世紀後൒ࠒに比定される。

Ҫށ 2（第 13・16 図）

(H・(Iグリッドに位置する。ೆ ଆで井戸1とॏෳし, ͜れに੾られる。掘方の平面はԁ形で, 断面は࿙ే状である。

模はೆ北方向ن 3�52N, 東西方向 3�84N, 確認面からఈ面までのਂさ 3�5N を測り , ఈ面標ߴ 15�32N である。井戸本

体は一辺約 80㎝の方形で , 水ཷはܘ 60㎝のԁ形の掘り込みの下部にܘ 46㎝の掘り込みがあり 物のࠟ跡がΘͣۂ ,

かに観察された。埋土は 10 層に分層される。1 ～ 5 層が井戸本体の埋土で , 掘方の埋土に比΂てకまりがऑく , 3

層には୸化木片が多くؚまれる。水ཷの࠷下層の 5 層には͜Ϳし大～人頭大の多ྔの᛽がࠞೖしており（図版 6）, 

井戸ഇغ時に౤͛込まれたものと考えられる。2 層から人頭大 , 3・4 層から͜Ϳし大がそれぞれগྔ出土している。

6 ～ 10 層はにͿいԫ׊色土を主体とする掘方埋土である。埋土からは , 井戸本体に比΂て᛽の出土ྔはগない。

遺物は井戸本体から , 古瀬戸瓶子（第 33 図 22）, 珠洲焼壺（24）, మ製ވأ （᭲第 42 図 163）, ࿨ఝ（166）, మು（174）, 

࿶形ᕥ（第 43 図 193）, మᕥ（196）, 砥石（第 46 図 214・216）, 他に珠洲焼大甕が出土しており , 22 は古瀬戸中

期～後Ⅰ期（14 世紀）に比定される。掘方埋土からは , 青磁࿸（第 33 図 21）, 珠洲焼壺（23）・片口鉢（25）, 瓦

器の෩࿍（29）, 土師質土器（27・26）ࡼ, ਢܙ器ແ୆ഋ（28）, ࢭ金۩（第 42 図 178）, 砥石（第 46 図 210）が

出土しており , 21 が 14 ～ 15 世紀 , 25 が珠洲Ⅳ～Ⅴ期（14 ～ 15 世紀前൒）に比定される。
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第 15 図　調査区③ 井戸 1
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井戸1

井戸2

A 1����NA'
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Ҫށ 1
1 ૚　1�:3��� 。৭౔　೪ੑなし。し·Γऑい׊҉

П� ʙ 2�NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをগྔɺ
П�� ʙ ��NN େͷԁ᛽をগྔɺૈ࠭をগྔؚΉ。

2 ૚　2��:��2 փԫ৭౔　೪ੑ΍΍͋Γ。し·Γ΍΍͋Γ。
П1� ʙ ��NN େͷԁ᛽をඍྔؚΉ。

� ૚　1�:3��1 。փ৭౔　೪ੑ΍΍͋Γ。し·Γ΍΍͋Γ׊
П12� ʙ 1��NN େͷԁ᛽をগྔؚΉ。

� ૚　1�:32�1 。৭෗২౔　೪ੑ΍΍͋Γ。し·Γऑいࠇ
� ૚　1�:3��2 փԫ׊৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。

П� ʙ 2�NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをଟྔɺ
П1� ʙ ��NN େͷԁ᛽をগྔؚΉ。

� ૚　1�:3��� ʹͿいԫ׊৭த࠭　೪ੑなし。
し·Γ΍΍͋Γ。П1� ʙ 2�N େͷ 2��:���
ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをগྔؚΉ。

� ૚　1�:3��2 փԫ׊৭౔　೪ੑなし。し·Γ΍΍͋Γ。
П� ʙ ��NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをଟྔɺ
П2� ʙ 8�NN େͷԁ᛽をগྔؚΉ。

8 ૚　1�:3��2 փԫ׊৭౔　೪ੑなし。し·Γ΍΍͋Γ。
П� ʙ 2�NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをଟྔؚΉ。

� 2N（1ɿ��）

ੴ
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19

Ҫށ 3（第 13・17 図）

'I・(I グリッドに位置し , ೆ北方向に 3 基ฒͿ井戸のೆ୺にあたる。掘方の平面ϓランݕ出当ॳに設定した位

置で൒ፊしたと͜Ζ（第 17 図 A � A`）, 井戸本体の中৺が設定したラインよりೆଆに位置する͜とが൑໌した。ま

た , 井戸中位の地山が࠭質であり , 調査中に井戸掘方の่落が༧૝されたため , 確認面からのਂさ約 1�8N まで（上

部）を調査・記録したのちに , 上部をॏ機で掘࡟আڈし , վめて平面ϓラン（下部）のݕ出を行い , 第 17 図 # � #`

を設定した。掘方の平面は不整なପԁ形で, 断面は࿙ే状である。ن模はೆ北方向3�12N, 東西方向2�42 N, ਂさ3�52 

N を測り , ఈ面標ߴは 15�3 N である。井戸本体はೆ北方向 84㎝ , 東西方向 90㎝の方形をఄする。東ଆの۱部に۱

பのࠟ跡が確認され , ॎ൘૊۱பԣཹࢅであったとࢥΘれる。水ཷは֊ஈ状に掘り込まれ , 上部にܘ 50㎝のۂ物 , 

下部にはܘ 34㎝のۂ物が埋置されていた。ۂ物の遺ଘ状ଶはѱく , ともに木質のણҡしか࢒っておらͣ , 水分を多

ྔにؚみϒϤϒϤしている。埋土は 15 層に分層した。1 ～ 7 層が井戸本体の埋土で , ೪性がڧく , కまりがऑい。
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A 1����NA'
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Ҫށ 2
 1 ૚　1�:3��� �৭౔　೪ੑなし。し·Γ΍΍͋Γ。П׊҉ ʙ 8NN େͷ୸Խ໦ยをগྔؚΉ。
 2 ૚　1�:3��� �৭౔　೪ੑなし。し·Γऑい。П1׊҉ ʙ ��NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをଟྔɺП�� ʙ 22�NN େͷԁ᛽をগྔؚΉ。
 � ૚　1�:3��� �৭౔　೪ੑ΍΍͋Γ。し·Γ΍΍͋Γ。П1׊҉ ʙ ��NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをଟྔɺП1� ʙ ��NN େͷ୸Խ໦ยをଟྔɺП�� ʙ 1��NN େͷԁ᛽をগྔؚΉ。
 � ૚　1�:3��� �৭౔　೪ੑ΍΍͋Γ。し·Γ΍΍͋Γ。П1׊҉ ʙ ��NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをগྔɺП1� ʙ ��NN େͷ୸Խ໦ยをগྔɺП2� ʙ ��NN େͷԁ᛽をগྔؚΉ。
 � ૚　2��:��1 ��৭౔　೪ੑ΍΍͋Γ。し·Γऑい。П׊ࠇ ʙ 22�NN େͷԁ᛽をଟྔؚΉ。 
 � ૚　1�:3��2 փԫ׊৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。П� ʙ 1�NN େͷ୸Խ໦ยをগྔɺП2� ʙ ��NN େͷԁ᛽をগྔɺૈ࠭をগྔؚΉ。
 � ૚　1�:3��� ʹͿいԫ׊৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。П� ʙ 1�NN େͷ୸Խ໦ยをগྔɺП�� ʙ ��NN େͷԁ᛽をগྔؚΉ。
 8 ૚　1�:3��� ʹͿいԫ׊৭౔　೪ੑなし。し·Γ΍΍͋Γ。П1� ʙ 2�NN େͷ୸Խ໦ยをগྔɺП�� ʙ 1��NN େͷԁ᛽をগྔɺૈ࠭をগྔؚΉ。
 � ૚　1�:3��� ʹͿいԫ׊৭౔　೪ੑなし。し·Γ΍΍͋Γ。П� ʙ 1�NN େͷ୸Խ໦ยをগྔɺૈ࠭をগྔؚΉ。
1� ૚　2��:��1 ��փ৭౔　೪ੑ΍΍͋Γ。し·Γऑい。П׊ ʙ 1��NN େͷԁ᛽をগྔؚΉ。

� 2N（1ɿ��）
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第 16 図　調査区③ 井戸 2
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第 17 図　調査区③ 井戸 3

᛽は , 1・2 層（上位）から͜Ϳし大～人頭大が多ྔに出土しており , 3 層（中位）から人頭大がগྔ , 5 層（下位）

からは͜Ϳし大がগྔ出土している。上位と中位から多く出土しており , ᛽のܘも大きい。掘方からは , 井戸本体

の埋土に比΂て᛽の出土ྔはۃめてগない。1 層には᛽・୸化木片が多ྔにؚまれる。8 ～ 15 層は҉׊色土を主

体とする掘方の埋土で , 井戸本体の埋土とはରর的に೪性がなく , కまりがڧい。13 ～ 15 層は概Ͷ水平にଯੵし

ている。

遺物は , 井戸本体の埋土から珠洲焼壺（第 33 図 30）・甕（31 ～ 33）･ 片口鉢（34）, ͜の他にۂ物ଆ൘ , ൘状

木製品が出土しており , 30 ～ 33 は珠洲Ⅳ～Ⅴ期（14 ～ 15 世紀前൒）に比定される。掘方埋土からは , 珠洲焼片

口鉢（第 33 図 35）, ౛子（第 42 図 161）, ࿨ఝ（170）, ᭬（177）, మᕥ（第 43 図 194）, ͜の他に土師質土器 , 
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35

Ҫށ �
 1 ૚ 1�:3��� 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ׊҉
 П� ʙ ��NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをগྔɺ
 П� ʙ 1�NN େͷ୸Խ໦ยをଟྔɺ
 П�� ʙ 22�NN େͷԁ᛽をଟྔؚΉ。
 2 ૚　1�:3��� 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ΍΍͋Γ׊҉
 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉをଟྔɺ
 П� ʙ ��NN େͷ୸Խ໦ยをগྔɺ
 П�� ʙ ��NN େͷԁ᛽をগྔؚΉ。
 � ૚　1�:3��� 。৭౔　೪ੑなし。し·Γऑい׊
 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉをଟྔɺП1��NN େͷԁ᛽をগྔؚΉ。
 � ૚　1�:3��� 。৭࣭࠭౔　೪ੑ΍΍͋Γ。し·Γऑい׊
 2��:��2 փԫ৭த࠭をগྔɺ
 П� ʙ 1�NN େͷ୸Խ໦ยをগྔؚΉ。
 � ૚　1�:3��� 。৭࣭࠭౔　೪ੑ΍΍͋Γ。し·Γऑい׊
 2��:��2 փԫ৭த࠭をଟྔɺ
 П�� ʙ ��NN େͷ᛽をগྔؚΉ。
 � ૚　2��:��1 ԫփ৭࣭࠭౔　೪ੑ΍΍͋Γ。し·Γऑい。
 ૈ࠭をগྔؚΉ。
 � ૚　2��:��2 。৭࣭࠭౔　೪ੑ΍΍͋Γ。し·Γऑい׊
 ૈ࠭をଟྔؚΉ。
 8 ૚　1�:3��� 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ׊҉
 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉをଟྔؚΉ。
 � ૚　1�:3��� 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ΍΍͋Γ׊
 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉをଟྔɺ
 П1� ʙ 2�NN େͷ 1�:3��� 。৭౔ϒϩοΫをগྔؚΉ׊҉
1� ૚　1�:3��� 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ΍΍͋Γ׊
 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉと 1�:3��� 。૚をなすޓ৭౔が׊҉
11 ૚　2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉ　೪ੑなし。し·Γ΍΍͋Γ。
 П1� ʙ ��NN େͷ 1�:3��� 。৭౔ϒϩοΫをগྔؚΉ׊҉
12 ૚　1�:3��� 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ΍΍͋Γ׊҉
 П1� ʙ ��NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをଟྔɺ
 П2� ʙ ��NN େͷԁ᛽をগྔؚΉ。
1� ૚　1�:3��� 。৭࣭࠭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ׊
 П� ʙ ��NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをଟྔɺ
 П1� ʙ ��NN େͷ 1�:3��2 ৭౔ϒϩοΫをଟྔɺ׊ࠇ
 П� ʙ �NN େͷ୸Խ໦ยをগྔؚΉ。
1� ૚　2��:��� ΦϦʔϒ׊৭࠭ࡉ　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。
 П2 ʙ �NN େͷ୸Խ໦ยをগྔؚΉ。
1� ૚　2��:��� ԫ׊৭ૈ࠭　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。
 П1� ʙ 2�NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをগྔؚΉ。



25

๮状木製品なͲが出土しており , 35 は珠洲Ⅳ～Ⅴ期（14 ～ 15 世紀前൒）に比定される。

ϐοτ（第 18 図）

ϐοτ 4　　(I3 � 1 グリッドに位置する。ピット 5 とॏෳし , ピット４の方が古い。ن模は長࣠ 56DN, ୹࣠

44DN, 確認面からのਂさは 47DN である。平面は不整形 , ఈ面は΄΅平ୱである。น面の立ち上がりはٸである。

埋土はԫ׊色࠭ࡉϒϩッΫをؚΉ҉׊色土が主体で 2 層に分けられる。遺物は出土していない。

ϐοτ 5　　(I3 � 1 グリッドに位置する。ピット 4･6 とॏෳし , ピット 5 が新しい。ن模は長࣠ 44DN, ୹࣠

42DN, 確認面からのਂさは 36DN である。平面はପԁ形で , 断面は 7 字状で؇やかに立ち上がる。埋土は҉׊色土

の୯層で , ԫ׊色࠭ࡉϒϩッΫを多ྔに , ୸化木片をগྔؚΉ。遺物は出土していない。

ϐοτ 6　　(I3 � 1･4 � 1 グリッドに位置する。ピット 5 に北୺がյされる。ن模は長࣠ 57DN, ୹࣠ 40DN, 確認

面からのਂさは 48DN である。平面はପԁ形で , ఈ面は平ୱである。น面の立ち上がりはٸである。埋土は҉׊色

土の୯層で , ԫ׊色࠭ࡉϒϩッΫを多ྔに , ୸化木片をগྔؚΉ。遺物は出土していない。

ϐοτ̓　　(I3 � 3･4 グリッドに位置する。ن模は長࣠ 47DN, ୹࣠ 40DN, 確認面からのਂさは 31DN である。

平面は不整形で , ఈ面はؙఈである。น面の立ち上がりはٸである。埋土は҉׊色土の୯層で , ԫ׊色࠭ࡉϒϩッ

Ϋを多ྔに , ୸化木片をগྔؚΉ。遺物は出土していない。

ϐοτ 8　　(J4 � 1 グリッドに位置する。ن模は長࣠ 79DN, ୹࣠ 62DN, 確認面からのਂさは 76DN である。平面

は۱ؙ長方形で , ఈ面は平ୱである。น面の立ち上がりはٸである。埋土はփԫ׊色土の୯層である。遺物は出土

第 18 図　調査区③ ピット
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していない。

6　調査区⑥・⑨

調査区⑥は調査ର৅範囲の中ԝ部の DF・DG・EF・EG グリッドに位置し , 校舎地下の基礎掘࡟ㅷݸ分である。調

査区⑨は西ଆの #C ～ #K, $C ～ $K, DD ～ DK グリッドに位置する。چ校舎西ଆの前ఉ部分にあたる。
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第 1� 図　調査区⑥・⑨ 平面図（1）
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遺構は竪穴建物ㅷ౩ , 土坑 15 基 , 井戸ㅸ基 , 溝ㅾ৚ , ピット列２列 , ピット 12 基をݕ出した。

୦݀建物 1（第 21 図）

DG ～ EG グリッドに位置する。ೆ西ଆが溝 2 にյされているためશ体の形状は不໌であるが , 平面は۱ؙ方形

または۱ؙ長方形とਪ定される。চ面は平ୱで , น面の立ち上がりはやや؇やかである。ن模は東西 420DN, ೆ北

166DN, ࢒ଘするนߴは 50DN である。埋土はԫ׊色࠭ࡉϒϩッΫをؚΉ҉׊色土が主体であり , 2 層に分けられる。

ப穴はนࡍに４基確認できた。ப穴の大きさは長࣠16～32DN, ୹࣠13～27DN, চ面からのਂさ13～27DNである。

ப穴の埋土は̥ 1･2 と̥ 3･4 ではҟなる。চ面や埋土には焼土・୸化物層なͲは認められない。

遺物は瀬戸美濃焼ؙࡼ（第 34 図 36）, 越前焼甕（37）が出土しており , 36 は大窯第 1 ஈ֊（1480 ～ 1530 年ࠒ）, 

37 は 16 世紀前൒に比定される。

୦݀建物 2（第 22 図）

$E ～ $F グリッドに位置する。北西۱で溝 8 とॏෳするが , その範囲がڱ小であったため新چ関܎をࣝ別する

͜とがࠔ೉であった。中ԝ付近ではೆ北にԆびる෯ 55 ～ 80DN の撹乱溝によってյされている。平面は方形に近

い長方形で 模はن , , 長࣠ 307DN, ୹࣠ 265DN, ਪ定されるচ面ੵは 6�8ᶷである。長࣠方位は / � 1° � E で΄΅真

北を示す。চ面はややತԜするものの΄΅平ୱで はߴଘするน࢒ , 35DN である。น面の立ち上がりはややٸであ

る。埋土は , にͿいԫ׊色土の୯層で , ԫ׊色࠭ࡉϒϩッΫを多ྔに , ԁ᛽と焼土ཻ子と୸化木片をগྔؚΉ。北

西۱付近で長࣠ 63DN, ୹࣠ 59㎝ , ਂさ 26DN のԁ形の落ち込みをݕ出した。竪穴建物のচ下のଯੵと൑断され , 竪

穴建物の࠷ऴ機ೳ時には埋まっていたと考えられる。ப穴は 6 基で , 東西のนࡍに 3 基ͣつฒͿ。ப穴のن模は長

第 21 図　調査区⑥ 竪穴建物 1

̏
̏

̐
̐

̍

̍̎

ΧΫϥϯΧ
Ϋ
ϥ
ϯ

Χ Ϋ ϥ ϯ
P3

P4

P2

P1

P1 P2 P4P3

B
1�

�1
�N

B'

B
B'

A

C 18���NC' D 18���ND' E 18���NE' F 18���NF'

1��1�NA'

A

C

C'

D
D
'

E

E'

F

F'

A'

୦݀ݐ෺ 1
1 ૚　1�:3��� �৭౔　೪ੑなし。し·Γ΍΍͋Γ。П׊҉ ʙ 2�NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをগྔɺП1� ʙ ��NN େͷԁ᛽をগྔؚΉ。
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第 22 図　調査区⑨ 竪穴建物 2

࣠ 16 ～ 35DN, ୹࣠ 13 ～ 29DN, চ面からのਂさ 17 ～ 40DN である。பؒੇ法は 11 ～ 12 が 118DN, 12 ～ 13 が

90DN, 1３～ 1４が 213DN, 1４～ 1５が 100DN, 1５～ 1６が 108DN, 1６～ 1１が 206DN, 1２～ 1５が 217DN である。

竪穴建物１と同༷に , চ面や埋土には焼土・୸化物層なͲは認められͣ , 遺物も出土していない。

౔޵ 1（第 23 図）

DF4 � 5 グリッドに位置する。ن模は長࣠ 68DN, ୹࣠ 57DN, 確認面からのਂさは 30DN である。平面は۱ؙ方形で , 

ఈ面は平ୱである。น面の立ち上がりはٸである。埋土は҉׊色土の୯層で , ԫ׊色࠭ࡉϒϩッΫをগྔؚΉ。遺

物は出土していない。

౔޵ 12（第 23 図）

$F2 � 5, $G2 � 1 グリッドに位置する。溝 7 とピット 13 とॏෳし , ͜れらよりも新しい。ن模は長࣠ 157DN, ୹࣠

142DN, 確認面からのਂさは 25DN である。平面は不整な୆形状で , น面は؇やかに立ち上がる。ఈ面は平ୱながら , 

ೆから北に向かって௿くࣼ܏する。埋土は҉׊色࠭質土の୯層で , ԫ׊色࠭ࡉϒϩッΫを多ྔに , ୸化木片をগྔ

ؚΉ。ೆ西部から珠洲焼大甕（第 35 図 47C）がਾえ置かれた状ଶで出土した。体部上൒は後世の撹乱を受け , か

なりࣦܽしているが , 同一ݸ体の口ԑ部（47B）が࢒る。珠洲焼Ⅲ期（13 世紀後൒）に比定される。͜の他に , ࿨

ఝ（第 42 図 168）が出土している。

౔޵ 13（第 23 図）

$J2 � 3･4, $J3 � 3･4 グリッドに位置する。ن模は長࣠ 246DN, ୹࣠ 175DN, 確認面からのਂさは 46DN である。平

面は不整なପԁ形で , ఈ面は平ୱであるが , ೆଆがややߴくなり , น面は؇やかに立ち上がる。埋土はԁ᛽をগྔ
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ؚΉ黒׊色࠭質土の୯層である。遺物は珠洲焼甕 ･ 片口鉢 , 土師質土器ࡼが出土している。

౔޵ 14（第 23 図）

#C4 � 4 グリッドに位置する。ن模はೆ北 104DN, 東西の࢒ଘ 43DN, 確認面からのਂさは 26DN である。西ଆが調

査区外となるためશ体の形状は不໌であるが , 平面はԁ形またはପԁ形とਪ定される。ఈ面は平ୱで , น面はやや

に立ち上がる。埋土はٸ , にͿいԫ׊色࠭質土の୯層で , ԁ᛽を多数ؚΉ。土坑の中ԝఈ面から 6DN ුいてਖ਼位に

置かれた近世後期～近代ॳ頭の土師質֖付骨蔵器（第 34 図 48・49）が出土している。骨蔵器の中に人の焼骨が確

認できた。土坑西ଆの調査区土層断面を見ると , 1・2 層とも撹乱層（整地層）で , ͜の土坑の上部構଄は不໌であ

る。また , 骨蔵器の上部も࠷ऴ的に撹乱を受けている。骨蔵器の上൒部と֖は破片となって骨蔵器中に落ち込んで

いた。口ԑの大部分や֖がଘ在する͜とから , 人骨は埋ೲされた時点でのશྔが࢒っていると考えられる。

౔޵ 15（第 23 図）

$E4 � 1 グリッドに位置する。東ଆの一部が撹乱を受ける。平面はପԁ形で , ఈ面は平ୱで , น面は؇やかに立ち

上がる。ن模は長࣠ 110DN, ୹࣠ 74DN, 確認面からのਂさは 28DN である。埋土は҉׊色土の୯層で , ԫ׊色࠭ࡉ

ϒϩッΫと୸化木片をগྔؚΉ。遺物は出土していない。

౔޵ 16（第 23 図）

調査区⑨の $F4 � 2 グリッドに位置する。平面はପԁ形で , ఈ面はややؙく , น面の立ち上がりはٸである。ن

模は長࣠ 75DN, ୹࣠ 48DN, 確認面からのਂさは 46DN である。埋土は黒׊色土の୯層で , ԫ׊色࠭ࡉϒϩッΫを多

ྔに , ୸化木片をগྔؚΉ。遺物は出土していない。

౔޵ 17（第 23 図）

$F4 � 3 グリッドに位置する。平面はପԁ形で , ఈ面は平ୱで , น面は؇やかに立ち上がる。埋土は҉׊色土の୯

層で , ԫ׊色࠭ࡉϒϩッΫを多ྔに , ୸化木片をগྔؚΉ。なお , ఈ面ೆ۱にはচ面からのਂさ 13㎝のԁ形のۼみ

がある（1１）。土坑とのઌ後関܎は不໌である。ن模は長࣠ 177DN, ୹࣠ 98DN, 確認面からのਂさは 24DN である。

遺物は瓦質߳࿍（第 34 図 38）が出土している。

౔޵ 18（第 23 図）

#E5 � 5, #F5 � 1 グリッドに位置する。西ଆが調査区外となるためશ体の形状は不໌であるが , 平面は۱ؙ方形と

ਪ定され , ఈ面は平ୱである。น面の立ち上がりはかなりٸである。ن模はೆ北 102DN, 確認面からのਂさは 94DN

である。埋土は҉׊色土の୯層で , ԫ׊色࠭ࡉϒϩッΫ , 焼土ϒϩッΫ , ୸化木材 , ԁ᛽をগྔؚΉ。遺物は出土

していない。

౔޵ 1�（第 24 図）

$H1 � 2･3 グリッドに位置する。平面はପԁ形で , ఈ面は平ୱである。น面の立ち上がりはかなりٸである。ن

模は長࣠ 140DN, ୹࣠ 134DN, 確認面からのਂさは 92DN である。埋土はにͿいԫ׊色土 , 黒׊色土 色土が主׊҉ ,

体の 5 層に分けられ , レンζ状にଯੵする。1 層はԫ׊色࠭ࡉ , ԁ᛽ , ୸化木片をগྔؚΉ。2 層は୸化木片をগྔ , 

ԫ׊色࠭ࡉを多ྔؚΉ。3 層は焼土ϒϩッΫとԫ׊色࠭ࡉをগྔ , ୸化木材を多ྔにؚΉ。遺物は࿨ఝ（第 42 図

169）, ௏番（176）, 元ූ通ሟ（191）, 他に越前焼の擂鉢小片が出土している。

౔޵ 2�（第 24 図）

$F4 � 2 グリッドに位置する。ن模は長࣠ 117DN, ୹࣠ 109DN, 確認面からのਂさは 36DN である。平面はԁ形で , 

ఈ面は平ୱで , น面は؇やかに立ち上がる。埋土は҉׊色土が主体の 2 層に分けられる。1 層はԫ׊色࠭ࡉϒϩッ

Ϋを多ྔにؚみ , 2 層はԁ᛽と୸化木片をগྔؚΉ。遺物は出土していない。

౔޵ 21（第 25 図）

$G4 � 1 グリッドに位置する。東ଆは撹乱を受けておりશ体の形状は不໌であるが , 平面は۱ؙ長方形とਪ定され
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第 23 図　調査区⑨ 土坑（1）
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౔޵ 1�
1 ૚　1�:3��� 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ׊҉

П� ʙ 1�NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫを
গྔɺП2 ʙ �NN େͷ୸Խ໦ยをগྔؚΉ。

౔޵ 1�
1 ૚　ΧΫϥϯ
2 ૚　ΧΫϥϯ
� ૚　1�:3��� ʹͿいԫ׊৭࣭࠭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。
　　　П�� ʙ ��NN େͷԁ᛽をଟྔؚΉ。
地ࢁᶆ　1�:3��� ʹͿいԫ׊৭࣭࠭౔

౔޵ 18
1 ૚　1�:3��� 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ׊҉

П2� ʙ ��NN େͷԁ᛽をগྔɺП� ʙ 2�NN େͷ
2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをগྔɺП� ʙ �NN େͷ
ম౔ϒϩοΫをগྔɺП� ʙ �NN େͷ୸Խ໦ยをগྔؚΉ。

౔޵ 1
1 ૚　1�:3��� 。৭౔　೪ੑなし׊҉

し·Γ΍΍͋Γ。П1� ʙ ��NN େͷ
2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをগྔؚΉ。

౔޵ 1�
1 ૚　1�:32�� �৭࣭࠭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。П1׊ࠇ ʙ ��NN େͷԁ᛽をগྔؚΉ。

౔޵ 12
1 ૚　1�:3��� �い。Пڧ৭࣭࠭౔　೪ੑ΍΍͋Γ。し·Γ׊҉ ʙ 2�NN େͷ

2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをଟྔɺП� ʙ �NN େͷ୸Խ໦ยをগྔؚΉ。

� 2N（1ɿ��）
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る。ݕ出されたن模はೆ北 80DN, 東西の࢒ଘは 73DN, 確認面からのਂさは 40DN である。ఈ面は平ୱで , น面の立

ち上がりはٸである。黒׊色土が主体の 2 層に分けられ , 1 層にはԫ׊色࠭ࡉϒϩッΫと୸化木片を多ྔにؚΉ。

２層は黒色土をগྔؚΉ。

遺物は越前焼擂鉢（第34図39B）が出土している。同一ݸ体と考えられるఈ部片（39C）が土坑26から出土している。

他に小᭬が出土している。越前焼擂鉢は越前Ⅴ � 3 期（16 世紀後༿ࠒ）に比定される。

౔޵ 22（第 25 図）

$F4 � 5 グリッドに位置する。ن模は長࣠ 93DN, ୹࣠ 78DN, 確認面からのਂさは 30DN である。平面は不整ԁ形で , 

ఈ面は平ୱで , น面の立ち上がりはٸである。埋土は҉׊色土の୯層で , ԁ᛽ , ୸化木片 , ԫ׊色࠭ࡉをগྔؚΉ。

遺物は出土していない。

౔޵ 23（第 25 図）

$D3 � 4･5 グリッドに位置する。溝 4 に上部をյされ 模は長࣠نଘの࢒ , 125DN, ୹࣠ 108DN, 確認面からఈ面ま

でのਂさは 64DN である。平面は不整ԁ形で , ఈ面は平ୱで , น面はやや؇やかに立ち上がる。埋土は黒׊色土の

୯層で , 遺物は出土していない。

౔޵ 24（第 25 図）

$J3 � 1･2 グリッドに位置する。ن模は長࣠ 161DN, ୹࣠ 150DN, 確認面からのਂさは 54DN である。平面は不整

ԁ形で , ఈ面は平ୱで , น面の立ち上がりはややٸである。埋土は黒׊色࠭質土が主体で 3 層に分けた。1 層はԫ

ϒϩッΫ・ԁ᛽・粗࠭をগྔؚΉ。2࠭ࡉ色׊ 層はԁ᛽・粗࠭をগྔؚΉ。3 層は࠭が主体となる。遺物は出土し

ていない。

౔޵ 25（第 25 図）

$J2 � 2･3, 3 � 3 グリッドに位置する。ن模は長࣠ 93DN, ୹࣠ 78DN, 確認面からのਂさは 45DN である。平面は長

ପԁ形で , ఈ面はؙく , น面の立ち上がりはਨ直に近い。埋土は黒׊色࠭質土の୯層で , ԫ׊色࠭ࡉϒϩッΫと黒

色土ϒϩッΫをগྔؚΉ。遺物は出土していない。

౔޵ 26（第 25・29 図）

$H3 � 3, 4 � 3 グリッドに位置する。ೆଆを溝 3 にյされશ体の形状は不໌であるが , 平面はପԁ形または۱ؙ長

方形とਪ定される。ن模は長࣠ 3�45N, ೆ北の࢒ଘ長は 1�3N , 確認面からのਂさは 1�12N である。ఈ面は中ԝ付近

がややԜΉが概Ͷ平ୱで , น面はやや؇やかである。埋土は҉׊色土 , 黒׊色土が主体の 9 層に分けられ , 1･3 層

第 24 図　調査区⑨ 土坑（2）
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土坑20土坑19

A 18���NA'

A 18���NA'
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౔޵ 1�
1 ૚　1�:3��� ʹͿいԫ׊৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。

П�� ʙ 1��NN େͷԁ᛽をগྔɺП� ʙ 1�NN େͷ
୸Խ໦ยをগྔɺ2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉをগྔؚΉ。

2 ૚　1�:3��� ʹͿいԫ׊৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。
П� ʙ 1�NN େͷ୸Խ໦ยをগྔɺ2��:���
ԫ׊৭࠭ࡉをଟྔؚΉ。

� ૚　1�:32�2 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ׊ࠇ
П1� ʙ 1�NN େͷম౔ϒϩοΫをগྔɺ
П� ʙ 1�NN େͷ୸Խ໦ยをଟྔɺ2��:���
ԫ׊৭࠭ࡉをগྔؚΉ。

� ૚　1�:3��� 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ׊
П� ʙ 2�NN େͷ୸Խ໦ยをগྔɺ2��:���
ԫ׊৭࠭ࡉをଟྔؚΉ。

� ૚　1�:3��� 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ׊҉
П1� ʙ ��NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫを
গྔؚΉ。

౔޵ 2�
1 ૚　1�:3��� 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ׊҉

П� ʙ ��NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫを
ଟྔؚΉ。

2 ૚　1�:3��� 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ׊҉
П1� ʙ ��NN େͷԁ᛽をগྔɺП� ʙ �NN େͷ
୸Խ໦ยをগྔؚΉ。

� 2N（1ɿ��）
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第 25 図　調査区⑨ 土坑（3）
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̏̐

̑̒

�

�8

土坑21

土坑22

土坑24

土坑25

土坑23

土坑26

A 18���NA'

A 18���NA'

A 18���NA'
A 18�8�NA'

A 18�8�NA'

A A'

A A'

A A'
A A'

A A'

A 18�8�NA'

A A'

౔޵ 2�
1 ૚　1�:3��� 。৭౔　೪ੑなし׊҉

し·Γ͋Γ。П� ʙ 1�NN େͷ୸Խ໦ยをগྔؚΉ。
2 ૚　1�:3��� 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ׊҉

П1� ʙ ��NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫを
ଟྔؚΉ。

� ૚　1�:32�� 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ׊ࠇ
П� ʙ 8NN େͷ୸Խ໦ยをগྔؚΉ。

� ૚　1�:3��� 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ׊҉
П1� ʙ ��NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫを
গྔɺП2 ʙ �NN େͷ୸Խ໦ยをগྔؚΉ。

� ૚　1�:32�� 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ׊ࠇ
П1� ʙ 2�NN େͷԁ᛽をগྔؚΉ。

� ૚　1�:31���1 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γࠇ
୸Խ໦ยとփをଟྔؚΉ。

� ૚　1�:3��� ʹͿいԫ׊৭౔　೪ੑなし。し·Γऑい。
ૈ࠭ओମ。П1� ʙ ��NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉ
ϒϩοΫをଟྔɺ1�:3��2 。৭౔をগྔؚΉ׊ࠇ

8 ૚　1�:3��� 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ׊҉
� ૚　1�:32�2 。৭౔　೪ੑなし。し·Γऑい׊ࠇ

ૈ࠭ओମ。П1� ʙ 1��NN େͷԁ᛽をগྔɺ
෗২౔をଟྔؚΉ。

౔޵ 21
1 ૚　1�:32�2 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ׊ࠇ

П1� ʙ ��NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをଟྔɺ
П� ʙ �NN େͷ୸Խ໦ยをଟྔؚΉ。

2 ૚　1�:32�2 �৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。П1׊ࠇ ʙ ��NN
େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをগྔɺП� ʙ 1�NN େͷ
୸Խ໦ยをগྔɺ1�:32�1 。৭౔をগྔؚΉࠇ

౔޵ 22
1 ૚　1�:3��� 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ׊҉

П�� ʙ ��NN େͷԁ᛽をগྔɺП� ʙ 1�NN
େͷ୸Խ໦ยをগྔɺ2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉをগྔؚΉ。

౔޵ 2�
1 ૚　1�:3��2 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ׊ࠇ

౔޵ 2�
1 ૚　1�:32�� 。৭࣭࠭౔　೪ੑなし׊ࠇ

し·Γ͋Γ。П2� ʙ ��NN େͷ
2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをগྔɺ
П2� ʙ ��NN େͷ 1�:32�1
。৭౔ϒϩοΫをগྔؚΉࠇ

౔޵ 2�
1 ૚　1�:32�� �৭࣭࠭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。П2׊ࠇ ʙ ��NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをগྔɺ

П�� ʙ ��NN େͷԁ᛽をগྔɺૈ࠭をগྔؚΉ。
2 ૚　1�:32�� ��৭࣭࠭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。П׊ࠇ ʙ ��NN େͷԁ᛽をগྔɺૈ࠭をগྔؚΉ。
� ૚　1�:32�� 。৭࣭࠭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。࠭ओମ׊ࠇ

� 2N（1ɿ��）
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は୸化木片をগྔ , 2 層はԫ׊色࠭ࡉϒϩッΫを多ྔ , 4 層はԫ׊色࠭ࡉϒϩッΫと୸化木片をগྔ , 5 層はԁ᛽を

গྔ , 6 層は୸化木片とփが多ྔにؚまれる。7 層はԫ׊色࠭ࡉϒϩッΫを多ྔにؚΉにͿいԫ׊色土が໨立つ。

遺物は青花࿸（第 34 図 40･41）, 瀬戸美濃焼ؙ（42）ࡼ, 珠洲焼甕（43･44）･ 片口鉢（45）, 越前焼擂鉢（39C・

46）, ౛子（第 42 図 160）, 他に土師質土器ࡼ , ൘状木製品 , ๮状木製品 , ੺࣫金ഩԡし木製品とࢥΘれる破片が

出土しているが図示できる大きさではない。越前焼擂鉢（39C）は , 同一ݸ体と考えられる口ԑ部片（39B）が土坑

21 から出土しており , 越前Ⅴ � 3 期（16 世紀後༿ࠒ）に比定される。࠷も新しい遺物は , 16 世紀末～ 17 世紀ॳ頭

に比定される青花࿸（40）である。

Ҫށ 4（第 20・26 図）

$G・$H・DG・DH グリッドに位置し , 北西۱で井戸 5 をյす。掘方の平面ݕ出ϓランは , やや不整であるが概Ͷ

۱ؙ方形で, ݕ出時の本体がԁ形である͜とから, 第26図A � A`に断面観察位置を設定して上部の調査を։࢝した。

北東からೆ東部にはςラス状のஈを有している。断面は࿙ే状で, 掘方のن模はೆ北方向5�6N, 東西方向5�1～5�9N

である。ਂさ 3�4N を測り , ఈ面標ߴは 15�04N である。上部の記録後 , ॏ機による掘࡟を行い , 下部のݕ出時には , 

本遺構とॏෳするϓラン（井戸 6）をݕ出し , 新چ関܎や断面観察なͲを行うため , վめて第 26 図 # � #` を設定し

た。井戸 4 は井戸 6 よりも新しい。井戸 4 の本体はܘ 66 ～ 80DN のԁ形で , 水ཷは断面が֊ஈ状である。水ཷ上

部のน面にܘ 66DN のԳのࠟ跡が確認され（図版 13）, 水ཷ下部にܘ 52DN のԳが埋置されていた。埋土は , 9 層

に分層される。1 ～ 3 層は本体の埋土で , ೪性があり , కまりがऑい。井戸ഇઈ後に౤غされたとࢥΘれる多ྔの

ԁ᛽やඃ೤した石臼がؚまれる。なお , 本遺構の石臼はす΂て本体の埋土中から出土しており , 第 43 図 200 は溝

2 から出土した破片と接合する。2 層には有機質のものも౤غされたのだΖうか , 埋土内にはۭಎとなる部分が確

認された。4 ～ 9 層は掘方埋土で や粗࠭がؚまれ࠭ࡉ , , ೪性がなく , కまりがڧい。̔層には , ԫ׊色࠭ࡉと粗

࠭が多ྔにؚまれ , ॏෳする井戸 6 の埋土 4 層と近ࣅする。本遺構は埋土 8 層までを調査掘࡟したのちॏ機で周辺

を޿く掘ったࡍに井戸 6 をݕ出したため , ໌確でないが , 埋土のଯੵ状況なͲから井戸 4 の埋土 8 層の一部は , 井

戸 6 の埋土 4 層と同じՄೳ性がある。1 層と࠷下層の 3 層下部から , ͜Ϳし大～人頭大の᛽が多ྔに出土している。

掘方の埋土からは , ᛽が΄とんͲ出土していない。

遺物は白磁୺൓ࡼ（第 36 図 50）, 青花࿸（51）, 瀬戸美濃焼ؙ（52）ࡼ, 珠洲焼壺（53）･ 片口鉢（54）, 越前焼壺（55）

･ 甕（56・57）･ 擂鉢（58･59）, 土師質土器（60）ࡼ, 土師器小甕（61）, మು湯口（第 42 図 175）, 石臼（第 44

図 200 ～ 203）, 砥石（第 46 図 213）, 他に白磁ࡼ 物ଆ൘ۂ , , 井戸ଆ材 , ൘材 , ࿨ఝが出土している。木製品は෗

৯が著しく , Ճࠟ޻の確認はできない。越前焼甕（57）は 1 層と井戸 5 の埋土出土のものと接合し , 同一ݸ体とお

もΘれる破片が溝 3・土坑 13・19 から出土している。白磁୺൓（50）ࡼは 15 世紀後൒～ 16 世紀 , 青花࿸（51）・

越前焼（58・59）は 16 世紀後൒にそれぞれ比定される。

Ҫށ 5（第 20・27 図）

$G・$H グリッドに位置する。ೆ東۱で井戸 4 とॏෳし , ͜れにյされる。本遺構における下部の調査では , ่

れやすい地山の࠭層をॏ機でআڈしたため , 2 層と 3・4 層の層քは不໌である。掘方の平面はやや不整なԁ形で , 

模はೆ北方向ن 3�96N, 東西方向 4�54N, ਂさ 3�04N を測り , ఈ面標ߴ 15�45N である。井戸本体はೆ北方向 86DN, 

東西方向 96DN のやや࿪んだ方形で , 水ཷは֊ஈ状である。水ཷ上部にܘ 72DN のۂ物 , 下部にはܘ 40DN のۂ物が

埋置されていた。埋土は 11 層に分層した。1 ～ 7 層は本体の埋土で , ೪性がある。1・2 層は҉׊色土で , 2 層の

層厚は約 1�5N を測り , ୹期的に埋め໭されたと考えられる。2 層と 3 層の層քは不໌であるが , 2 層とはରর的に

3 ～ 6 層はബく , 概Ͷレンζ状にଯੵしており , গྔͣつଯੵした༷૬をఄしている。7 層は , 有機質のものがഇ

Θれるۭಎが確認されࢥされたࠟ跡とغ , શ体的にϘιϘιとした土質である。8 ～ 11 層は掘方の埋土で と࠭ࡉ ,

粗࠭が多くؚまれ , ೪性がなく , కまりがある。



35

��

̍

̎

̏

̐
̐

̑

̒

̓̓
̔

（Ҫށ �）

̕ ̕

Χ
Ϋ
ϥ
ϯ

1
2

�

�

� �

� �

��

࠭૚

井戸4

井戸4

井戸6

井戸6

井戸4・6

A 18���NA'

B 1����NB'

A A'

B B'

B

B'

Ҫށ �
1 ૚　1�:32�2 �৭౔　೪ੑ΍΍͋Γ。し·Γऑい。П8׊ࠇ ʙ ���NN େͷ᛽（ੴӓยؚΉ）をଟྔɺ

ম౔をগྔɺП1� ʙ ��NN େͷ୸Խ໦ยをগྔؚΉ。
2 ૚　1�:32�2 ��৭౔　೪ੑ΍΍͋Γ。し·Γऑい。П׊ࠇ ʙ 2��NN େͷ᛽（ੴӓยؚΉ）をগྔɺ

П1� ʙ ��NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをগྔɺ
П1� ʙ 1��NN େͷ୸Խ໦ยをগྔؚΉ。༗࣭ػͷҨ෺が౤͞غΕͨもͷ͔Ұ෦ʹܘ ��DN ΄Ͳͷۭಎ͋Γ。

� ૚　1�:3��2 。૚をなす。᛽をଟྔؚΉޓ৭౔　೪ੑ΍΍͋Γ。し·Γ͋Γ。ૈ࠭૚がബ͘׊ࠇ
� ૚　1�:3��� �い。П2ڧ৭࣭࠭౔　೪ੑなし。し·Γ׊҉ ʙ ��NN େͷԁ᛽をগྔɺП1� ʙ ��NN େͷ

2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをଟྔؚΉ。
� ૚　1�:3��2 �৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。П2׊ࠇ ʙ ��NN େͷԁ᛽をগྔɺП�� ʙ ��NN େͷ

2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをଟྔؚΉ。
� ૚　1�:3��� �৭࣭࠭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。П2׊҉ ʙ ��NN େͷԁ᛽をগྔɺП1� ʙ 1��NN େͷ

2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをଟྔɺૈ࠭をগྔؚΉ。
� ૚　2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉ　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。ԫ׊৭࠭ࡉ͸ϒϩοΫঢ়をఄしɺૈ࠭がଟྔʹࠞೖする。
8 ૚　1�:3��� ���:��৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。2׊҉ ԫ׊৭࠭ࡉとૈ࠭をଟྔؚΉ。
� ૚　1�:3��� �৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。ૈ࠭ओମ。П1׊ ʙ 1��NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをଟྔɺ

П�� ʙ 11�NN େͷԁ᛽をগྔؚΉ。

Ҫށ �
1 ૚　1�:3��2 。৭౔　೪ੑ΍΍͋Γ。し·Γ͋Γ׊ࠇ
2 ૚　1�:3��� 。৭౔　೪ੑ΍΍͋Γ。し·Γ͋Γ׊
� ૚　1�:3��1 。৭౔　೪ੑ΍΍͋Γ。し·Γ͋Γ。ૈ࠭をগྔؚΉ׊ࠇ
� ૚　1�:3��� ԫ׊৭࣭࠭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。ૈ࠭ओମ。
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遺物は珠洲焼瓶子（第 36 図 62）･ 片口鉢（63･64）, 土師質土器小（65）ࡼ･ 66）ࡼ ～ 物ఈ൘（第ۂ ,（68 41

図 152）, 元๛通ሟ（第 42 図 188）, 他に青磁࿸ , 白磁ࡼ , 珠洲焼壺 , 越前焼甕 物ଆ൘ۂ , , ൘状木製品 が出土ߌ ,

している。越前焼甕（57）は埋土と井戸 4 の埋土出土のものと接合し , 同一ݸ体と考えられる破片が溝 3・土坑

13・19 から出土している。井戸本体埋土の࠷下層である 7 層出土の土師質土器小（65）ࡼは 13 ～ 14 世紀 , 10 層

の掘方出土の片口鉢（63）は珠洲Ⅱ期（13 世紀前൒）にそれぞれ比定される。井戸ഇઈ時期を示す遺物は出土し

ていない。

Ҫށ 6（第 20・26 図）

$H グリッドに位置する。井戸 4 下部の平面ϓラン確認時に , 標ߴ約 16�5N で井戸 4 とॏෳする遺構をݕ出した。

出したਂさݕ , 平面がやや不整な方形の掘方で , さらにその内ଆは井戸本体とࢥΘれる埋土であった͜とから井戸

6 とした。ݕ出時 , 本遺構が井戸 4 にյされている͜とが໌ྎであった。断面を観察する໨的で # � #` を設定した

と͜Ζ , গなくても井戸 6 の埋土 1 層がଯੵしたのちに井戸 4 が構ஙされている͜とが確認された。掘方の平面お

よび断面の形状は , 井戸 4 にյされ不໌である。遺ଘする掘方の 1 辺は 1�5N の۱ؙ方形で , 井戸 4 の確認面から

のਂさは 3�2N を測り , ఈ面標ߴは 15�24N である。井戸本体の平面は , ೆ北 100DN, 東西 94DN の方形で , 水ཷは

֊ஈ状である。水ཷ上部にܘ 74DN のۂ物 , 下部にはܘ 54DN のۂ物が埋置されていた（図版 13）。埋土は 4 層に

分層される。1 ～ 3 層が本体の埋土で , 黒׊色土および҉׊色土がଯੵしており , ೪性がある。4 層は掘方の埋土で , 

粗࠭が主体となり , ೪性がなく , కまる。

̍

̎

̏̐ ̑
̒

̓

̔

̕

1�11

࠭૚

井戸5

（井戸4）

A 18���NA'

A A'

Ҫށ �
 1 ૚　1�:3��� �৭౔　೪ੑ΍΍͋Γ。し·Γऑい。П׊҉ ʙ 2�NN େͷ 2��:���

ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをগྔɺП� ʙ ��NN େͷ୸Խ໦ยをଟྔؚΉ。
 2 ૚　1�:3��� �৭౔　೪ੑ΍΍͋Γ。し·Γऑい。П1׊҉ ʙ ��NN େͷ 2��:���

ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをগྔɺૈ࠭をগྔؚΉ。
 � ૚　1�:3��2 �৭౔　೪ੑ΍΍͋Γ。し·Γ΍΍͋Γ。П1׊ࠇ ʙ 2�NN େͷ 2��:���

ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをগྔؚΉ。
 � ૚　1�:3��2 փԫ׊৭౔　೪ੑ΍΍͋Γ。し·Γ΍΍͋Γ。П� ʙ 1�NN େͷ 2��:���

ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをগྔؚΉ。
 � ૚　1�:3��2 փԫ׊৭౔　೪ੑ΍΍͋Γ。し·Γ΍΍͋Γ。ૈ࠭૚がബ͘ޓ૚をなす。
 � ૚　1�:3��2 փԫ׊৭౔　೪ੑ΍΍͋Γ。し·Γ΍΍͋Γ。
 � ૚　1�:3��2 փԫ׊৭౔　೪ੑ΍΍͋Γ。し·Γऑい。П� ʙ 2�NN େͷ 2��:���

ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをଟྔؚΉ。Ұ෦ʹۭಎが͋ΓશମʹϘιϘιする。
 8 ૚　1�:3��� �৭࣭࠭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。П׊҉ ʙ 2�NN େͷ 2��:���

ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをଟྔɺП� ʙ 1�NN େͷ୸Խ໦ยをগྔؚΉ。
 � ૚　1�:3��� 。৭࣭࠭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。ૈ࠭ओମ׊
1� ૚　1�:32�2 �৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。П1׊ࠇ ʙ 12�NN େͷ 2��:���

ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをଟྔؚΉ。
11 ૚　1�:3��� �৭࣭࠭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。ૈ࠭ओମ。П1׊ ʙ 1��NN େͷ

2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをଟྔɺП1� ʙ ��NN େͷ 1�:32�2 ৭౔׊ࠇ
ϒϩοΫをগྔؚΉ。

� �N（1ɿ��）

67

15265

63

67

65

152

63

第 27 図　調査区⑨ 井戸 5



37

遺物の出土はશて 3 層からで , 珠洲焼片口鉢（第 36 図 69）, ࣫器小ࡼ（第 41 図 148）, ṟ（149 ～ 物ۂ ,（151

ఈ൘（153 ～ 155）, ંෑఈ൘（156）, ൘状木製品（157･158）, ๮状木製品（159）, 他にۂ物ଆ൘ が出土してߌ ,

いる。࣫器小（148）ࡼは井戸ఈ面に෬せられた状ଶで出土した。࠷下層の 3 層出土の珠洲焼片口鉢（69）は珠洲

Ⅱ期（13 世紀前൒）で , ࣫器小（148）ࡼは 13 ～ 14 世紀に比定される。

ߔ 2（第 20・29 図）

調査区⑨ #G5 � 2, 5 � 3 ～調査区⑥ EG2 � 3, 2 � 4 グリッドに位置する。東西方向にԆび , 東ଆは調査区⑥の外に , 西

ଆは調査区⑨の外にԆびる。ఈ面の標ߴは西ଆが東ଆよりやや௿くなる。現状のن模は , 東西長が調査区⑥と⑨の

ؒのະ調査部分をؚめて 23�1N, ෯ 1�7 ～ 2�86N, 確認面からのਂさは 0�84 ～ 1�0N である。ఈ面はΏるくؙຯをも

ち中ԝ付近がややۼΉ。น面の立ち上がりは直線的で؇やかに։く。溝ఈは東から西΁ࣼ܏する。埋土はྲྀれ込

み状のଯੵを示し 色土が主体の׊色土と黒׊҉ , 4 層に分けられる。1 層はԫ׊色࠭ࡉを多ྔに , 3・4 層には長さ

10 ～ 20NN の୸化木片をগྔؚΉ。石臼の上臼（第 44 図 200）が出土しており , 井戸 4 から出土した破片と接合

する。

遺物は青花࿸（第 37 図 70･71）･ ･珠洲焼壺（75・76） ,（74）ࡼ瀬戸美濃焼ؙ ,（73）ࡼ白磁୺൓ ,（72）ࡼ 甕（77）

･ 片口鉢（78・79）, 越前焼擂鉢（80）, 笹神窯鉢（81）, 土師質土器（82）ࡼ・小（83）ࡼ, మᕥ（第 43 図 195）, 

他に瓦器 , 古代のਢܙ器甕と土師器ುが出土している。70 ～ 74 の年代から , 16 世紀中ࠒ以߱の埋຅となΖう。

ߔ 3（第 20・29 図）

調査区⑨ #H5 � 3, 5 � 4 ～調査区ᶇ DH4 � 3 グリッドに位置し , 東西྆୺は調査区の外にԆびる。北ଆで土坑 26 を

յしている。溝 2 とฒ૸し , ͜の 2 本の溝のؒに井戸 4 ～ 6 がऩまる。調査区ᶇは撹乱が著しく , 西୺では溝の北

นが 70DN ఔ౓確認できるだけである。現ଘن模は , 東西長がະ調査区Ҭをؚめ 17�8N, ෯ 1�68 ～ 2�36N, 確認面か

らのਂさは0�94Nである。断面は7字状で直線的に立ち上がる。埋土は׊色や҉׊色࠭質土が主体の5層に分けられ, 

΄΅水平にଯੵする。2・3 層には 5 ～ 10NN の୸化木片をগྔؚΉ。遺物は瓦器の奈良Ր鉢（第 37 図 84）, ൘状

మ製品（第 42 図 181・182）, 他に青花ࡼと越前焼擂鉢の小片 , ࿨ఝが出土している。

ߔ 4（第 19・29 図）

#D5 � 5 ～ DD2 � 4 グリッドに位置する。東西方向にԆび , ྆୺は調査区外΁続く。ೆଆで溝 5 とॏෳし , ͜れよ

りも新しい。中ԝ部付近の溝ఈで土坑 23 をݕ出した（第 25 図）。ن模は , 東西 13�21N, ෯ 1�08 ～ 1�62N, 確認面

からのਂさは 0�54N である。断面は概Ͷ൒ԁ形である。ఈ面の標ߴは東ଆが西ଆよりやや௿くなる。埋土はレン

ζ状にଯੵし 色土が主体の׊҉ , 3 層に分けられる。

遺物は , 白磁୺൓ࡼ（第 37 図 85）, 青磁（86）ࡼ, 青花࿸（87）, 瀬戸美濃焼ؙ（88）ࡼ, 珠洲焼壺（89）･ 甕

（90）, 越前焼擂鉢（91）, 石臼（第 44 図 204･ 第 45 図 205）が出土している。85・87・88 から , 遺構のഇغ時期

は 16 世紀後൒以߱である。また , 溝 4 あるいは溝 5 からమ製᭯（第 42 図 180）が出土している。

ߔ 5（第 19・29 図）

#D5 � 5 ～ DD2 � 5 グリッドに位置する。東西方向にԆび , ྆୺は調査区外΁続く。北ଆで溝 4 とॏෳし , ͜れに

൒分以上がյされ , 北ଆの立ち上がりは࢒っていない。࢒ଘن模は , 東西 13�16N, 確認面からのਂさは 0�46N であ

る。断面は൒ԁ形で , 上෯は 1�5N ΄Ͳとਪ定できる。ఈ面は , 溝 4 とରর的に西ଆが東ଆよりやや௿い。埋土は

レンζ状にଯੵし, ҉׊色土が主体の3層に分けられる。1層と3層には୸化木片がগྔؚまれる。遺物は青花ࡼ（第

37 図 92）, 瀬戸美濃焼ؙ（93）ࡼが出土している。遺構のഇغ時期は , 93 から 16 世紀中ࠒ以߱である。

ߔ 6（第 20・29 図）

#I3 � 5 ～ $J5 � 3 グリッドに位置する。調査区ೆ୺のࣼ面に沿って西北西～東ೆ東にԆびる。྆୺ともに撹乱を

受け 模はن出したݕ , , 長さ 15�32N, ෯ 0�98 ～ 1�8N, 確認面からのਂさは 0�38N である。埋土は҉׊色࠭質土の୯
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層で , ୸化木片が多ྔにؚまれる。遺物は出土していない。

第）̓ߔ 19・29 図）

#F5 � 4～$G3 � 1グリッドに位置する。土坑12にյされ, ピット13･14を溝ఈでݕ出した。北西～ೆ東方向にԆび, 

北西ଆは調査区外΁続く。ೆ東୺は؇やかに立ち上がる。ن模は , 長さ 7�41N, ෯ 0�43 ～ 1�44N, 確認面からのਂ

さは 0�23N で , ఈ面は平ୱである。埋土は҉׊色土の୯層である。遺物は引金۩（第 42 図 179）が出土している。

ߔ 8（第 28・29 図）

$E2 � 4 ～ 4 � 4 グリッドに位置する。東西方向にԆび , 溝 10 と平・断面のن模や埋土のಛ௃が近ࣅしている͜と

から同一遺構のՄೳ性がある。ݕ出したن模は , 長さ 4�30N, ෯ 0�28 ～ 0�38N, 確認面からのਂさは 0�15N で , ఈ面

は平ୱである。埋土は҉׊色土の୯層で , 遺物は出土していない。

ߔ �（第 28・29 図）

$E5 � 4 ～ DE2 � 4 グリッドに位置する。溝 10 からೆ΁約 1N ཭れて東西方向にฒ૸し , 東ଆは調査区外΁Ԇび , 

西ଆは撹乱を受けているが , 直͙に末୺となΖう。ݕ出したن模は , 長さ 2�70N, ෯ 0�23 ～ 0�35N, 確認面からのਂ

さは 0�14N で , ఈ面は平ୱである。埋土は҉׊色土の୯層で , 遺物は

出土していない。

ߔ 1�（第 28・29 図）

$E5 �4 ～ DE2 �4 グリッドに位置する。溝 9 から北ଆ΁約 1N ཭れ

てฒ૸する。東ଆは調査区外΁Ԇび , 西ଆは撹乱を受けて໌確ではな

いが , 溝 8 につながる同一遺構のՄೳ性がある。ݕ出したن模は , 長

さ 2�71N, ෯ 0�26 ～ 0�35N, 確認面からのਂさは 0�2N でఈ面は平ୱで

ある。埋土は҉׊色土の୯層で , 遺物は出土していない。溝 9 と΄΅同

じن模の小溝で , 埋土が同じ͜とから同時期に埋຅したՄೳ性がߴい。

ϐοτྻ 1（第 20・30 図）

$H2 � 5 ～ $I2 � 3 グリッドに位置する。ピット 4 基からなる長さ

5�37N のピット列で , 主࣠は΄΅ೆ北方向で , 東に 3°偏る。பؒੇ法

は 11 ～ 12 が 1�72N, 12 ～ 13 が 1�68N, 13 ～ 14 が 1�97N である。

ピットのن模は長࣠ 29 ～ 37DN, ୹࣠ 25 ～ 33DN, 確認面からのਂさ

は 9 ～ 26DN, ఈ面の標ߴは 18�38 ～ 18�62N である。平面はす΂てԁ

形で , ఈ面は 11 ～ 3 はؙく , 14 は平ୱである。す΂ての埋土がにͿ

いԫ׊色土の୯層で , ԫ׊色࠭ࡉϒϩッΫと୸化木片をগྔؚΉ。遺

物は出土していない。

ϐοτྻ 2（第 20・30 図）

#G5 � 1 ～ DG1 � 1 グリッドに位置する。ピット 6 基からなる。長

さ 10�57N のߌ列で , 主࣠は東西方向で , 溝 2 にฒ行する。பؒੇ法

は 11 ～ 12 が 1�55N, 12 ～ 13 が 0�35N, 13 ～ 14 が 3�02N, 14 ～

15 が 2�38N, 15 ～ 16 が 3�30N である。ピットのن模は長࣠ 27 ～

46DN, ୹࣠ 22 ～ 39DN, 確認面からのਂさは 7 ～ 46DN, ఈ面の標ߴは

18�12 ～ 18�46N である。平面はԁ形ないしପԁ形で , ఈ面は 11・3

がؙく , 12・4 ～ 6 は平ୱである。11 ～ 5 の埋土は , 黒׊色土の୯

層で , ୸化木片をগྔؚΉ。16 は҉׊色土の୯層で , ԫ׊色࠭ࡉϒ
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溝8溝8

ピット11ピット11
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第28図　調査区⑨ 溝8～10平面図
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第 2� 図　調査区⑨ 溝断面図
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A 18���NA' B 18���NB'

B 18���NB'A 18���NA' A 18���NA'A 18���NA'

溝 1�
1 ૚　1�:3��� 。৭౔೪ੑなし׊҉

し·Γ͋Γ。П� ʙ 1�NN େͷ
2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをଟྔؚΉ。

溝 �
1 ૚　1�:3��� 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ׊҉

П� ʙ 1�NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫを
ଟྔؚΉ。

溝 8
1 ૚　1�:3��� 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ׊҉

溝 �
1 ૚　1�:3��� 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ׊҉

溝 �
1 ૚　1�:3��� 。৭࣭࠭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ׊҉
　　　П� ʙ �NN େͷ୸Խ໦ยをଟྔؚΉ。

溝 �
1 ૚　1�:3��� �৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。П1׊҉ ʙ ��NN େͷԁ᛽をগྔɺ

П� ʙ 8NN େͷ୸Խ໦ยをগྔؚΉ。
2 ૚　1�:3��� 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ׊҉
� ૚　1�:3��� �৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。П׊҉ ʙ �NN େͷ୸Խ໦ยをগྔؚΉ。

溝 �
1 ૚　1�:3��� ���:��৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。2׊҉ ԫ׊৭࠭ࡉをগྔؚΉ。
2 ૚　1�:3��� ���:��৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。2׊҉ ԫ׊৭࠭ࡉをଟྔؚΉ。
� ૚　1�:3��� �৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。П1׊҉ ʙ 2�NN େͷ 2��:���

ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをଟྔؚΉ。

溝 �
1 ૚　1�:3��� 。৭࣭࠭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ׊҉
2 ૚　1�:3��� �৭࣭࠭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。ૈ࠭ओମ。П1׊ ʙ ��NN େͷ

2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをগྔɺП1� ʙ ��NN େͷ 1�:3��2 ৭౔ϒϩοΫを׊ࠇ
গྔɺП� ʙ 1�NN େͷ୸Խ໦ยをগྔؚΉ。

� ૚　1�:3��2 �৭౔　೪ੑ΍΍͋Γ。し·Γ͋Γ。П׊ࠇ ʙ 1�NN େͷ୸Խ໦ยをগྔؚΉ。
� ૚　1�:3��� ���:��৭࣭࠭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。2׊ ԫ׊৭࠭ࡉをଟྔؚΉ。
� ૚　1�:3��� 。৭࣭࠭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ。ૈ࠭をଟྔؚΉ׊

溝 2
1 ૚　1�:3��� 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ׊҉

П� ʙ ��NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫを
ଟྔؚΉ。

2 ૚　1�:3��� 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ׊҉
2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉをগྔؚΉ。

� ૚　1�:32�� 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ׊ࠇ
П1� ʙ 1�NN େͷ୸Խ໦ยをগྔؚΉ。

� ૚　1�:3��� 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ͋Γ׊҉
П1� ʙ ��NN େͷԁ᛽をগྔɺП1� ʙ 2�NN େͷ
୸Խ໦ยをগྔɺ2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉをগྔؚΉ。
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ϩッΫを多ྔにؚΉ。遺物は出土していない。͜れら

のピット列はࡤの機ೳを࣋ったものであΖう。

ϐοτ 1 ʙ 3ɾ� ʙ 17（第 19・20・31 図）

溝 4 の調査区北ଆでݕ出した 110・17 以外は , 溝

2 と溝 4 のؒでݕ出した。また , 土坑１とピット 1

～ 3 は調査区⑥であり , いͣれもԫ׊色࠭ࡉϒϩッ

ΫをؚΉ҉׊色土で共通する͜とから , ͜れら 4 基

の遺構は同時期に埋まったՄೳ性がある。

ϐοτ 1　DF5 � 5 グリッドに位置する。平面は

ԁ形で , 確認面からのਂさは 28DN, ఈ面の標ߴは

18�54N である。2 層にはԁ᛽が多ྔにؚまれる。遺

物は 15 世紀後൒に比定される越前焼甕（第 37 図

94）が出土している。

ϐοτ 2　DF5 � 5 グリッドに位置する。平面は

ପԁ形で , 確認面からのਂさは 16DN, ఈ面の標ߴは

18�68N である。

ϐοτ 3　DF4 � 5 グリッドに位置する。平面はପ

ԁ形で , 確認面からのਂさは 9DN とઙく , ఈ面の標

はߴ 18�68N である。

ϐοτ �　$F4 � 5 グリッドに位置する。平面は

ԁ形で , 断面は̫字状になる。確認面からのਂさは

26DN, ఈ面の標ߴは 18�28N になる。遺物は 9 世紀末

から 10 世紀ॳ頭の土師器࿶（第 37 図 95･96）が出

土している。

ϐοτ 1�　$D2 � 3 グリッドに位置する。確認面か

らのਂさは 39DN, ఈ面の標ߴは 18�14N になる。平

面はପԁ形で , ೆ西ଆにஈを࣋つ。埋土は୸化木片

と焼土ཻ子をগྔؚΉ。

ϐοτ 11　DE2 � 4 グリッドに位置する。平面は

ԁ形で , ఈ面は平ୱである。น面の立ち上がりは΄

΅ਨ直である。確認面からのਂさは 39DN, ఈ面の標

はߴ 18�23N である。

ϐοτ 12　DE1 � 4 グリッドに位置する。溝 9 を

੾っている。平面はԁ形で , ఈ面はؙくなる。確認

面からのਂさは 39DN, ఈ面の標ߴは 18�22N である。

ϐοτ 13　$F2 � 5 グリッドに位置する。平面は

ԁ形で , 北ଆ΁掘り込まれている。土坑 12・溝 7 と

ॏෳするが , ͜れらよりも古く , 溝ఈからのਂさは

56DN, ఈ面の標ߴは 17�98N である。
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第 3� 図　調査区⑨ ピット列
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第 31 図　調査区⑥・⑨ ピット

ϐοτ 14　$F1 � 4･5 グリッドに位置する。平面はԁ形で , ఈ面は西ଆ΁ࣼめに下がる。溝 7 のఈ面でのݕ出で , 

溝ఈからのਂさは 60DN, ఈ面の標ߴは 17�80N である。

ϐοτ 15　$F3 � 1 グリッドに位置する。平面は࿪んだԁ形で , ఈ面は平ୱで , 西ଆにஈを有する。確認面から

のਂさは 46DN, ఈ面の標ߴは 18�24N である。

ϐοτ 16　#G5 � 1 グリッドに位置する。平面はԁ形で , 確認面からのਂさは 35DN, ఈ面の標ߴは 18�21N である。

̍̍
̎

̍

̍̍

̍

̍ ̍

̍̍

̍

ピット1 ピット2 ピット3

ピット11ピット10

ピット９

ピット17

ピット13

ピット15

ピット12

ピット14

ピット１６

A 1����NA'
A 1����NA' A 1����NA'

A 18���NA'A 18���NA'

A 18���NA'

A 18���NA'
A 18���NA'

A 18���NA' A 18�8�NA'

A 18���NA'A 18���NA'

A A'
A A'

A A'

A A'A A'

A A'

A A'

A A'

A A'
A A'

A A'A A'

ϐοτ 1
̍૚　1�:3��� 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ΍΍͋Γ׊҉

П1� ʙ ��NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫを
গྔؚΉ。

̎૚　1�:3��� 。৭౔　೪ੑなし。し·Γ΍΍͋Γ׊҉
П1� ʙ ��NN େͷ 2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫを
গྔɺП2� ʙ ��NN େͷԁ᛽をଟྔؚΉ。

ϐοτ 2
̍૚　1�:3��� 。৭౔　೪ੑなし׊҉

し·Γ΍΍͋Γ。
П1� ʙ ��NN େͷ
2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫを
গྔؚΉ。

ϐοτ �
̍૚　1�:3��� 。৭౔　೪ੑなし׊҉

し·Γ΍΍͋Γ。
П1� ʙ ��NN େͷ
2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫを
গྔؚΉ。

ϐοτ 1�
̍૚　1�:3��2 。৭౔　೪ੑなし׊ࠇ

し·Γ͋Γ。П� ʙ 1�NN େͷ
2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをଟྔɺ
П� ʙ �NN େͷ୸Խ໦ยをগྔɺ
П� ʙ �NN େͷম౔ཻࢠをগྔؚΉ。

ϐοτ 11
̍૚　1�:3��2 。৭౔　೪ੑなし׊ࠇ

し·Γ͋Γ。П� ʙ 1�NN େͷ
2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをগྔؚΉ。

ϐοτ 12
̍૚　1�:3��2 。৭౔　೪ੑなし׊ࠇ

し·Γ͋Γ。П� ʙ 1�NN େͷ
2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをগྔؚΉ。

ϐοτ 1�
̍૚　1�:32�� 。৭౔　೪ੑなし׊ࠇ

し·Γ͋Γ。П� ʙ 1�NN େͷ
2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをগྔؚΉ。

ϐοτ 1�
̍૚　1�:32�� 。৭౔　೪ੑなし׊ࠇ

し·Γ͋Γ。П� ʙ 1�NN େͷ
2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをগྔؚΉ。

ϐοτ 1�
̍૚　1�:32�� 。৭౔　೪ੑなし׊ࠇ

し·Γ͋Γ。П1� ʙ 2�NN େͷ
2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをগྔؚΉ。

ϐοτ 1�
̍૚　1�:32�� 。৭౔　೪ੑなし׊ࠇ

し·Γ͋Γ。П1� ʙ 1�NN େͷ
2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをগྔؚΉ。

ϐοτ 1�
̍૚　1�:3��2 。৭౔　೪ੑなし׊ࠇ

し·Γ͋Γ。П� ʙ 2�NN େͷ
2��:��� ԫ׊৭࠭ࡉϒϩοΫをগྔɺ
П� ʙ �NN େͷ୸Խ໦ยをগྔؚΉ。
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遺構໊ 調査区 グリッド
模（㎝）ن

主࣠方位 出土遺物 遺構の上ݶ時期 ੾り合い 
	 ˠ新چ ･ 不໌⾩）

挿図
図版

長࣠ ୹࣠ ਂさ 面ੵ 平面 断面

竪穴建物 1 ⑥ DG4�2 ～
EG1�2

	 東西 

420

	 ೆ北 

166 50 瀬戸美濃焼ؙ（36）ࡼ,

越前焼甕（37） 16 世紀前൒ 竪穴建物 1 ˠ溝 2

21 21 9

̥ 主なグリッド
模（㎝）ن

ఈ面標ߴ 出土遺物 遺構の上ݶ時期 ੾り合い 
	 ˠ新چ ･ 不໌⾩）長࣠ ୹࣠ ਂさ

1 EG1�2 32 27 27 18�18 なし

2 DG5�2 28 26 20 18�33 なし

3 DG4�2 30 25 13 18�73 なし

4 DG4�2 16 13 14 18�48 なし

遺構໊ 調査区 主なグリッド
模（㎝）ن

主࣠方位 出土遺物 遺構の上ݶ時期 ੾り合い 
	 ˠ新چ ･ 不໌⾩）

挿図
図版

長࣠ ୹࣠ ਂさ 面ੵ 平面 断面

竪穴建物 2 ⑨ $E4�4 ～
$F5�1 307 265 35 6�8ᶷ ̣ʵ１°ɻ ̚ なし 溝 8 ⾩竪穴建物 2 

22 22 9

1 主なグリッド
模（㎝）ن

ఈ面標ߴ 出土遺物 遺構の上ݶ時期 ੾り合い 
	 ˠ新چ ･ 不໌⾩）長࣠ ୹࣠ ਂさ

1 $E4�5 29 27 36 18�04 なし

2 $E4�5 19 13 27 18�06 なし

3 $E4�4 16 14 27 18�07 なし

4 $E5�4 18 16 32 18�02 なし

5 $E5�5 16 16 17 18�09 なし

6 $E5�5 35 29 40 17�85 なし

表 2　Ҩ࡯؍ߏද（୦݀ݐ෺） ଘ஋࢒（　）

ଘ஋表࢒（　） 3　Ҩ࡯؍ߏද（౔޵）

遺構໊ 調査区 グリッド
模（㎝）ن

主࣠方位 出土遺物 遺構の上ݶ時期 ੾り合い 
	 ˠ新چ ･ 不໌⾩）

挿図
図版

長࣠ ୹࣠ ਂさ 平面 断面

土坑 1 ⑥ DF4�5 68 57 30 ̣ʵ 80°ɻ ̬ なし 23 23 9

土坑 2 ③ 'I5�2 124 85 47 ̣ʵ 67°ɻ ̚ 珠洲焼片口鉢 13 世紀ࠒ

14 14

土坑 3 ③ (I3�4･
4�4 157 148 72 ̣ʵ 11°ɻ ̬ 越前焼擂鉢 , ං前焼磁器瓶 17 世紀後൒～ 18 世紀ࠒ

4
土坑 4 ③ (I4�1 87 71 68 ̣ʵ 13°ɻ ̚ なし

土坑 5 ③ 'H5�5 
(H1�5

（東西） 
114

（ೆ北） 
72 52 なし

土坑 6 ③ 'I2�1･2 132 98 47 ̣ʵ 21°ɻ ̬ なし 土坑 6 ˠ 118

土坑 7 ③ 'I5�1 （ೆ北） 
80

（東西） 
54 39 元๛通ሟ 	189
, ૙通ሟ（190）ߖ

土坑 8 ③ (I3�3･4 116 75 70 ̣ʵ 21°ɻ ̚ なし

4土坑 9 ③ (I3�2･3 108 90 56 ̣ʵ 22°ɻ ̚ なし

土坑 10 ③ (I1�3 82 45 78 ̣ʵ 70°ɻ ̬ なし 土坑 10 ⾩井戸 1

土坑 11 ③ 'I1�5･
2�5 118 88 40 ̣ʵ 89°ɻ ̬ 砥石（217） 5

土坑 12 ⑨ $F2�5 
$G2�1 157 142 25 ̣ʵ 40°ɻ ̬ 珠洲焼大甕 	48B･C
, ࿨ఝ（168） 13 世紀後൒ ピット 13 ˠ溝 7

ˠ土坑 12

23 23

9
10

土坑 13 ⑨ $J2�3･4,
3�3･4 246 175 46 ̣ʵ 48°ɻ ̬ 珠洲焼甕 ･ 片口鉢 , 土師質土器ࡼ 15 世紀前൒

10
土坑 14 ⑨ #C4�4 （ೆ北） 

104
（東西）

43 26 土師質土器（骨蔵器）֖（49�1）･ 壺（49�2）, 
人骨（内༰物） 近世後期～近代ॳ頭

土坑 15 ⑨ $E4�1 110 74 28 ̣ʵ 37°ɻ ̬ なし

土坑 16 ⑨ $F4�2 75 48 46 ̣ʵ 43°ɻ ̬ なし

土坑 17 ⑨ $F4�3 177 98 24 ̣ʵ 13°ɻ ̬ 瓦質߳࿍（38）

土坑 18 ⑨ #E5�5   
#F5�1

（ೆ北） 
102

（東西） 
54 94 なし 10

土坑 19 ⑨ $H1�2·3 140 134 92 ̣ʵ 58°ɻ ̚ మ製࿨ఝ（169）･ ௏番（176）, 元ූ通
ሟ（191）, 越前焼擂鉢 15 世紀後൒～ 16 世紀

24 24

11

土坑 20 ⑨ $F4�2 117 109 36 ̣ʵ 32°ɻ ̬ なし

土坑 21 ⑨ $G4�1 （ೆ北） 
80

（東西） 
73 40 越前焼擂鉢（39B）, 小᭬ 16 世紀後༿ࠒ

25

25

土坑 22 ⑨ $F4�5 93 78 30 ̣ʵ 34°ɻ ̚ なし

土坑 23 ⑨ $D3�4･5 125 108 64 ̣ʵ 27°ɻ ̚ なし 土坑 23 ˠ溝 4

土坑 24 ⑨ $J3�1･2 161 150 54 ̣ʵ 25°ɻ ̚ なし

土坑 25 ⑨ $J2�2･
3,3�3 93 78 45 ̣ʵ 81°ɻ ̚ なし

土坑 26 ⑨ $H3�3, 
$H4�3

（東西） 
345

（ೆ北） 
130 112

青花࿸ 	40･41
, 瀬戸美濃焼ؙ（42）ࡼ, 
珠洲焼甕（43･44）･ 片口鉢（45）, 越前
焼擂鉢（39C・46）, ౛子（160）, 土師質
土器ࡼ , ൘状木製品 , ๮状木製品 , 木製࣫
金ഩ片 , మು

16 世紀末～ 17 世紀ॳ頭　　
　　　　　　　 土坑 26 ˠ溝 3 25

29
11
14
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遺構໊ 調査区 主なグリッド
模（㎝）ن

主࣠方位 出土遺物 遺構の上ݶ時期
੾り合い 

	 ˠ新چ ･ 不໌⾩）
挿図

図版
長さ ෯ ਂさ 平面 断面

溝 1 ② (E・)E 986 505 74 ̣ʵ 89°ɻ ̚ 15 世紀前൒ 11
11
12

3

溝 2
⑥・
⑨

#G5�2,5�3 ～ EG2�
3,2�4

2310
ೆ北

170 ～
286

84 ～
100

̣ʵ 85°ɻ ̚

青花࿸（70・71）・（72）ࡼ, 白磁୺൓（73）ࡼ, 瀬戸美濃焼ؙ（74）ࡼ,
珠洲焼壺（75・76）・甕（77）･ 片口鉢（78・79）, 越前焼擂鉢

（80）, 笹神窯鉢（81）, 土師質土器（82）ࡼ・小（83）ࡼ, మᕥ
（195）, 瓦器 , ਢܙ器甕 , 土師器ು

16 世紀中ࠒ 竪穴建物 1 ˠ溝 2

20

29

9
14

溝 3
ᶇ・
⑨

#H5�3,5�4 ～ DH4�3 1780
168 ～
236

94 ̣ʵ 86°ɻ ̚
瓦器奈良Ր鉢（84）, ൘状మ製品（181・182）, 青花ࡼ , 越前焼
擂鉢 , ࿨ఝ

16 世紀後༿ 土坑 26 ˠ溝 3 14

溝 4 ⑨ #D5�5 ～ DD2�4 1321
108 ～
162

54 ̣ʵ 77°ɻ ̚
白磁୺൓（85）ࡼ, 青磁（86）ࡼ･ 青花࿸（87）, 瀬戸美濃焼ؙ（88）ࡼ,
珠洲焼壺（89）・甕（90）, 越前焼擂鉢（91）, 石臼（204･205）,
మ製᭯（180）

16 世紀後༿ 土坑 23・溝 5 ˠ溝 4

19

14
15

溝 5 ⑨ #D5�5 ～ DD2�5 1316 ［150］ 46 ̣ʵ 78°ɻ ̚ 青花（92）ࡼ, 瀬戸美濃焼ؙ（93）ࡼ, మ製᭯（180） 16 世紀中ࠒ 溝 5 ˠ溝 4 14

溝 6 ⑨ #I3�5 ～ $J5�3 1532
98 ～
180

38 ̣ʵ 75°ɻ ̬ なし 20 15

溝 7 ⑨ #F5�4 ～ $G3�1 741
43 ～
144

23 ̣ʵ 68°ɻ ̬ 引金۩（179）
ピット 13･ ピット 14
ˠ溝 7 ˠ土坑 12

19
15
16

溝 8 ⑨ $E2�4 ～ 4�4 430
28 ～
38

15 ̣ʵ 80°ɻ ̚ なし 溝 8 ⾩竪穴建物 2

28 15溝 9 ⑨ $E5�4 ～ DE2�4 270
23 ～
35

14 ̣ʵ 78°ɻ ̚ なし 溝 9 ˠピット 12

溝 10 ⑨ $E5�4 ～ DE2�4 271
26 ～
35

20 ̣ʵ 79°ɻ ̚ なし

遺構໊ 調査区 グリッド
模（㎝）ن

主࣠方位 出土遺物 遺構の上ݶ時期
੾り合い 

	 ˠ新چ ･ 不໌⾩）
挿図

図版
長࣠ ୹࣠ ਂさ 平面 断面

井戸 1 ③
(I1�2・1�3・2�2・

2�3
	345
 310 316 ̣ʵ 10°ɻ ̚

越前焼壺（18）･ 擂鉢（19）, 青花࿸ E 群 , 土師質土器小ࡼ ,
࿨ఝ

16 世紀後൒ࠒ
井戸 2 ˠ井戸 1 ⾩土坑
10

15 15
3
5
7

井戸 2 ③
(H1�5・2�5,(I1�1・

2�1
384 352 350 ̣ʵ 63°ɻ ̚

青磁࿸（21）, 古瀬戸瓶子（22）, 珠洲焼壺（23･24）･ 片口鉢（25）,
土師質土器（27・26）ࡼ, ਢܙ器ແ୆ഋ（28）, 瓦器の෩࿍（29）,
,（163）᭲ވأ ࿨ఝ（166）, మು（174）, ,金۩（178）ࢭ ࿶
形ᕥ（193
, మᕥ（196）, 砥石（210・214・216）, 珠洲焼大甕

14 ～ 15 世紀 井戸 2 ˠ井戸 1 16 16
3
6
7

井戸 3 ③
'I5�4・5�5,(I1�4・

1�5
312 242 352 ̣ʵ 6°ɻ ̚

珠洲焼壺（30）・甕（31 ～ 33）･ 片口鉢（34・35）, ౛子（161）,
࿨ఝ（170）, ᭬（177）, మᕥ（194
, 土師質土器ࡼ , 物ଆ൘ۂ ,
൘状木製品 , ๮状木製品 , మು

14 ～ 15 世紀前൒ 17 17
3
7

井戸 4 ⑨
$G4�5・5�5,$H4�1 ～
4�3・5�1・5�2,DG1�

5,DH1�1・1�2

510 ～
590

560 340 ̣ʵ 35°ɻ ̚

白磁୺൓（50）ࡼ, 青花࿸（51）, 瀬戸美濃焼ؙ（52）ࡼ, 珠洲
焼壺（53）･ 片口鉢（54）, 越前焼壺（55）･ 甕（56・57）･ 擂
鉢（58･59）, 土師質土器（60）ࡼ, 土師器小甕（61）, మು湯口（175）,
石臼（200 ～ 203）, 砥石（213）, 白磁ࡼ , 物ଆ൘ۂ , 井戸ଆ材 ,
൘材 , ࿨ఝ

16 世紀後൒ 井戸 5･ 井戸 6· 井戸 4 26 26

12
13

井戸 5 ⑨
$G2�4・2�5・3�4・
3�5・4�4・4�5,$H3�

1
454 396 304 ̣ʵ 77°ɻ ̚

珠洲焼瓶子（62）･ 片口鉢（63･64）, 土師質土器小66）ࡼ・（65）ࡼ
～ 68）, ,物ఈ൘（152）ۂ 元๛通ሟ（188）, 白磁ࡼ・口ണ͗ࡼ ,
青磁࿸ , 珠洲焼壺 , 越前焼甕 , 物ଆ൘ۂ , ൘状木製品 , ߌ

13 ～ 14 世紀 井戸 5 ˠ井戸 4 27 27

井戸 6 ⑨ $H4�2・5�2 （150）（150） 320
珠洲焼片口鉢（69）, ࣫器小（148）ࡼ, ṟ（149 ～ 151）, ۂ
物ఈ൘（153 ～ 155）, ંෑఈ൘（156）, ൘状木製品（157・
158）, ๮状木製品（159）, 物ଆ൘ۂ , ߌ

13 ～ 14 世紀 井戸 6 ˠ井戸 4 26 26

表 4　Ҩ࡯؍ߏද（Ҫށ）

表 5　Ҩ࡯؍ߏද（溝）

ଘ஋࢒（　）

［　］ਪ定஋
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遺構໊ 調査区 主なグリッド
模（㎝）ن

主࣠方位 ピット数
挿図

図版
長࣠ ୹࣠ ਂさ 平面 断面

ピット列 1 ⑨ $H2�5 ～ $I2�3 537 � � ̣ʵ３°ɻ ̚ 4

30 15

1 グリッド
模（㎝）ن

ఈ面標ߴ 	N
 出土遺物 遺構の上ݶ時期 ੾り合い
	 ˠ新چ ･ 不໌⾩）長࣠ ୹࣠ ਂさ

1 $I1�3･2�3 32 32 26 18�38 なし

2 $I2�2 36 33 23 18�48 なし

3 $I2�2 37 32 21 18�50 なし

4 $H2�5 29 25 9 18�62 なし

遺構໊ 調査区 主なグリッド
模（㎝）ن

主࣠方位 ピット数
挿図

図版
長࣠ ୹࣠ ਂさ 平面 断面

ピット列 2 ⑨ #G5�1 ～ DG1�1 1057 � � ̣ʵ 84°ɻ ̚ 6

30 15

1 グリッド
模（㎝）ن

ఈ面標ߴ 	N
 出土遺物 遺構の上ݶ時期 ੾り合い
	 ˠ新چ ･ 不໌⾩）長࣠ ୹࣠ ਂさ

1 #G5�1 32 30 15 18�36 なし

2 $G1�1 34 32 46 18�12 なし

3 $G1�1 27 22 12 18�34 なし

4 $G3�1 29 23 7 18�46 なし

5 $G4�1 27 27 25 18�25 なし

6 DG1�1 46 39 35 18�15 なし

表 6　Ҩ࡯؍ߏද（ϐοτྻ）

表 7　Ҩ࡯؍ߏද（ϐοτ）

遺構໊ 調査区 主なグリッド
模（㎝）ن

出土遺物 遺構の上ݶ時期 建物・ப穴列 ੾り合い 
	 ˠ新چ ･ 不໌⾩）

挿図
図版

長࣠ ୹࣠ ਂさ 平面 断面

ピット 1 ⑥ DF5�5 39 32 28 越前焼甕（94） 15 世紀後൒

31 31 9ピット 2 ⑥ DF5�5 25 20 16 なし

ピット 3 ⑥ DF4�5 29 20 9 なし

ピット 4 ③ (I3�1 56 44 47 なし ピット 4 ˠピット 5

18 18

ピット 5 ③ (I3�1 44 42 36 なし ピット 4･6 ˠピット 5

ピット 6 ③ (I3�1・4�1 57 40 48 なし ピット 6 ˠピット 5

ピット 7 ③ (I3�3･4 47 40 31 なし

ピット 8 ③ (J4�1 79 62 76 なし

ピット 9 ⑨ $F4�5 29 26 26 土師器࿶（95･96） 9 世紀末～ 10 世紀ॳ

31 31

ピット 10 ⑨ $D2�3 47 32 39 なし

ピット 11 ⑨ DE2�4 36 32 39 なし

ピット 12 ⑨ DE1�4 34 28 39 なし 溝 9 ˠピット 12

ピット 13 ⑨ $F2�5 36 32 56 なし ピット 13 ˠ溝 7 ˠ土坑 12

ピット 14 ⑨ $F1�4･5 32 29 60 なし ピット 14 ˠ溝 7

ピット 15 ⑨ $F3�1 47 38 46 なし

ピット 16 ⑨ #G5�1 32 28 35 なし

ピット 17 ⑨ DG1�4 55 50 67 なし

ピット 18 ③ 'I2�2 	45
 	24
 14 なし 土坑 6 ˠピット 18

ଘ஋࢒（　）
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１　概　　　要

遺構શ体図（第 8 図）のように , 調査ର৅地の大部分が撹乱を受けており , 遺物แؚ層は確認できなかった。遺

物は , 土坑・井戸・溝なͲの遺構と , 調査区⑨ೆ୺のࣼ面ଯੵ層からの出土が多く઎める。

土器 ･ 陶磁器には , 中国陶磁器の青磁・白磁・青白磁・天໨・青花 , 国産陶磁器の古瀬戸・瀬戸美濃焼・珠洲焼・

越前焼・笹神窯 , 瓦器 , 土師質土器 , 古代のਢܙ器・土師器 , 近世以߱のං前焼 , 土師質土器がある。木製品には , 

࣫器小ࡼ , ṟ 物ۂ , , ંෑ , ൘状木製品 , 井戸Գଆ材 , ๮状木製品なͲがある。金属製品には , మ製の౛子 , ౛ أ ,

᭲ވ , మ᭲ , మು , ࿨ఝ , 用్不໌のؙ玉なͲがあり , 銅製品には , 花瓶 , ֖ , 観音立像 , 銭貨がある。鍛冶関連遺

物には , మᕥとӋ口なͲがある。石製品には , 臼 , 硯 , 砥石がある。

土器・陶磁器は , 調査区②・③・⑥・⑨で遺構と遺構外とに分けて記ड़する。木製品 , 金属製品 , 鍛冶関連遺物 , 

石製品については , 遺構の内外を໰Θͣ一括して記ड़する。遺物写真は土器・陶磁器 , 木製品 , 金属製品 , 鍛冶関

連遺物 , 石製品の順に , ੜ産地・器種なͲを分別し配列した。

２　土器・陶磁器

ａ 調査۠ᶄ（第 11 図）

遺ߏ֎ग़౔（第 32 図 , 表 10）

10 ～ 15 は珠洲焼である。10・11 は壺の体部で , 11 はҁਿ状のୟきにより成形される。12 は甕の体部で , 外面

は平行ୟきにより成形される。13 ～ 15 は片口鉢である。13 は口ԑ部で , ୺部は外に小さく引き出され , Էし໨は

ִؒをあけて施される。珠洲Ⅳ期に比定される。14は口ԑ部で, 口୺面にᷱ描೾状文がՃ০される。珠洲Ⅴ期である。

15 は෯ 3�5㎝で 11 ৚を一୯位とするԷし໨がີに施される。

16 は笹神窯産と考えられる甕の口ԑ部で , 受け口状で୺部はࡉくつまみ上͛られる。内面はΰϚ状のɺ外面に

は濃஡色のޫ୔を࣋った自然ᬵがബくֻかる。断面の଻土は , 笹神窯にಛ௃的なࡉかく不ۉ一な多方向での割れが

໨立ち , 焼成は良޷でݎくしまる。

17 は越前焼大甕の口ԑ部である。口୺部から内面に自然ᬵがֻかり , 口୺面には߱りものが付ணする。断面に

はഗが付ணする。

ᇹ℀ᇘ　ᢡ　　　ཋ

ｂ 調査۠ᶅ（第 13 図）

Ҫށ 1（第 33 図 , 表 11）

18 は越前焼壺のݞ部である。ඥ作り成形と考えられ , 内面は指おさえࠟが࢒り , 外面には白色がかったΰϚ状の

自然ᬵがֻかる。15 世紀後൒から 16 世紀に比定される。

19･20 は越前焼擂鉢である。19 はఈ部外面がなでられ , 下୺にはଠいೄの跡が࢒る。内面に෯ 2�6㎝で 9 ৚を一

୯位とするԷし໨がִؒをあけて施される。口ԑ୺面と内面下部はຎ໣が著しく , 体部外面～体部内面とఈ部内面

にはഗが付ணする。16 世紀後൒に比定される。20 はఈ部である。Էし໨の৚数は , ଆ面とఈ面とでҧうように見

える͜とから , 別ݸの原体を用いたՄೳ性が考えられる。ఈ面には , ෯ 2�5㎝で 8 ৚を一୯位とするԷし໨が確認

できる。
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Ҫށ 2（第 33 図 , 表 11）

21 は᭩࿇ห文の青磁࿸である。14 ～ 15 世紀に比定される。

22 は古瀬戸瓶子の体部であるŇ ϩΫϩճసにより成形される。外面はը花文がࠁまれ , 濃྘なփᬵがֻけられる。

14 世紀の古瀬戸中期から後Ⅰ期༷式とࢥΘれる。

23 ～ 25 は珠洲焼で , 23・24 は壺 5 種のݞ部である。23 はҁਿ状ୟき , 24 は平行ୟきにより成形される。Ⅳ期

に比定される。25ࠒ は片口鉢で , ୯位不໌のԷし໨が施され , ఈ部内面のຎ໣が著しい。井戸 3 から出土した 35

と同一ݸ体である。珠洲Ⅳ～Ⅴ期に比定される。

26・27 は土師質土器のࡼである。26 はखづくͶ , 27 はϩΫϩ成形である。ఈ部の੾り཭しは , 26 がࢳ੾り , 27

はຎ໓のため不໌である。

28 はਢܙ器ແ୆ഋである。

29 は瓦器෩࿍の体部である。外面はԣ位のϔラミガΩが施され , ޫ୔がある。外面にഗが付ணする。

Ҫށ 3（第 33 図 , 表 11）

30 ～ 35 は珠洲焼で , 壺・甕はୟきで成形される。30 は壺 5 種のݞ部で , ҹ花文が施される。珠洲Ⅳ～Ⅴ期に

比定される。31 ～ 33 は甕で , 31 の断面には࣫による接合ࠟがみられる。32 はఈ部に近い体部下൒のԳ作り接合

部分で , 内外面に上方からの଻土カϒリが見られる。33 は体部で , 外面はࣼめӈ下がりのୟきにより成形される。

いͣれも珠洲Ⅳ～Ⅴ期に比定される。34・35 は片口鉢である。34 は口ԑ部で , Էし໨の上୺がΘͣかに認められる。

珠洲Ⅳ期に比定される。35 は体部～ఈ部で , 井戸 2 から出土した 25 と同一ݸ体である。Էし໨はִؒをあけて施

され , ఈ部内面はຎ໣が著しく , 数৚がΘͣかに確認できる。体部外面には指ൈきࠟとࢥΘれる指頭ࠟがみられる。

ఈ部の੾り཭しは੩ࢳࢭ੾りである。珠洲Ⅳ～Ⅴ期に比定される。

第 32 図　調査区② 出土遺物

1210 11

13

14 15
16

17

遺構外

� 1�DN（1��）

ｃ 調査۠ᶈɾᶋ（第 19・20 図）

୦݀建物̍（第 34 図 , 表 11）

36 は瀬戸美濃焼ؙࡼのఈ部である。内外面にփᬵが施され ୆内にྠトチンが付ணする。大窯第ߴ , 1 ஈ֊に比

定される。

37 は越前焼甕のݞ部である。外面にϔラ描きの窯ҹ「大」が認められる。16 世紀前൒に比定される。

౔޵ 12（第 35 図 , 表 12）

47B･C は珠洲焼大甕で , 接合しないが଻土から同一ݸ体である。47B は口ԑ部で , 口ԑを外΁ڧくંり͛ۂる。
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第 33 図　調査区③ 出土遺物

19

2021

23

24 

25

26

27

28

29

22

30

31

32

33

34

35

18

井戸 2

井戸 3

井戸 1

� 1�DN（1��）
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ᰍ部の外面は平行ୟき , 内面にはԁ形のあて۩ࠟがある。47C はఈ部から体部下൒で , 体部上൒は後世の撹乱を受

けて大部分がࣦܽしており , 器形શ体は೺Ѳできない。出土状況から , 土坑内のೆ西ଆのఈ面直上にਖ਼位で置かれ

たようである。実測図ࠨଆ面の下部は , 焼き࿪みにより変形している部分にあたる。体部外面上部はӈ下がりのୟ

き , 下൒は平行ୟきである。ఈ部近くもӈ下がりのୟき໨が࢒る。体部内面にはԡѹࠟはみられͣ , φφϝまたは

Ϥίφσによってফされ , あて۩ࠟが໌らかに࢒っているのは上部だけである。ఈ部内面もφσられる。大型の甕

のため , Գ作りをせͣにୟき成形としたのであΖう。ఈ部から約 25㎝上がった所には , 直ܘ約 22㎝のԁ形の割れ

がର֯線上の位置に一ରある。์ࣹ状のώϏ割れと , ෯約 3DN の同৺ԁ状の割れがあり , 内ଆからのՃܸによるも

のと考えられる。土中に埋め置かれた状ଶで , 内ଆからのଧܸの力が一ؾに外΁ൈけなかった現৅とࢥΘれ , 二ॏ

ガラスの破ଛ状ଶとࣅている。埋甕の破ଛࢿྉの૿Ճを଴ちたい。珠洲Ⅲ期で 13 世紀後൒となΖう。

౔޵ 14（第 34 図 , 表 12）

48･49 は土師質の֖付骨蔵器で , ϩΫϩ成形である。48 は֖で , 天井部から体部下൒の外面はճసϔラ࡟りで , 

ཻ࠭のಈきからճస方向はӈճసである。ఠみはܽଛしている。49 は , 体部外面はࠨճసのϔラケζリで , 器นが

ബく࢓上͛られている。またఈ面には๽書が࢒るものの൑ಡできない。֖と同じਫ਼製された଻土で焼成もよい。近

世後期～近代ॳ頭に比定される。

౔޵ 17（第 34 図 , 表 12）

38 は瓦質の߳࿍である。खづくͶにより成形される。外面はॎ位のϔラミガΩがஸೡに施されޫ୔がある。体

部外面の上୺には 1 ৚の௜線が८る。

౔޵ 21ɾ26（第 34 図 , 表 12）

39B・C は越前焼の擂鉢で , 接合はしないが同一ݸ体である。焼成はۃめてݎ៛である。口ԑ上୺面の内֯܏౓

がٸで , ୺部がઑる。口ԑ直下内面を८る௜線はઙい。体部とఈ部の境໨は۶ંせͣ , ؇やかに立ち上がる。෯ 2�0

㎝で 8 ৚を一୯位とするԷし໨がີに施される。越前Ⅴ � 3 期に比定され , 中でもより後出的と考えられる。

౔޵ 26（第 34 図 , 表 12）

40･41 は青花࿸である。40 は外面に不໌な文༷が描かれ , 見込みにはք線が८る。16 世紀末から 17 世紀ॳ頭に

比定される。41 はఈ部で , ԑ辺શ周を外面から内面΁ࡉかくଧちܽかれている。見込みに二ॏք線を८らせ , その

中に団華文が描かれる。ߴ୆外面には二ॏ平行線が८り ୆内面には二ॏք線の中に吉঵を意ຯする「長໋෌貴」ߴ ,

の字׺が描かれる。16 世紀に比定される。

42 は瀬戸美濃焼ؙࡼである。શ面にփᬵが施され , ఈ部内面とߴ୆࿬のᬵཷりは厚く濃྘になる。ߴ୆内にྠ

トチンが付ணする。大窯第 2 ஈ֊に比定される。

43 ～ 45 は珠洲焼である。43・44 は甕の体部で平行ୟきで成形される。44 は外面に೪土のカϒリが࢒る。いͣ

れも珠洲Ⅳ～Ⅴ期に比定される。45 は片口鉢の口ԑ部である。口ԑ୺面が外܏し , 内面はԜ線状のϩΫϩ໨がڧ

く࢒る。珠洲Ⅲ～Ⅳ期で 13 世紀後൒～ 14 世紀となΖう。

46 は越前焼擂鉢の口ԑ部である。

Ҫށ 4（第 36 図 , 表 12）

50 は白磁୺൓ࡼの口ԑ部で , 白磁ࡼ E 群で 15 世紀後൒から 16 世紀に比定される。

51 は青花࿸のఈ部で , ԑ辺શ周をࡉかくଧちܽいている。見込みに二ॏք線を८らせ , その中に濃いޖਢでԴ୮

文が描かれる。ߴ୆内には二ॏք線を८らせ , その中に「大໌年଄」の໏がある。青花࿸̚群で 16 世紀後൒に比

定される。

52 は瀬戸美濃焼ؙࡼで , શ面に୶྘色のփᬵが施される。体部内面にؙノミ状޻۩によるࡉかなࠁ文（ιΪ）

がೖっている。大窯第 2 ஈ֊前൒に比定される。
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第 34 図　調査区⑥・⑨ 出土遺物（1）
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第 35 図　調査区⑨ 出土遺物

53・54 は珠洲焼である。53 は珠洲焼壺 5 種のݞ部で , 外面は平行ୟき , 内面にԁ形のあて۩ࠟが認められる。

部分的な࢒ଘだが , ϔラ描きの窯ҹがࠁまれる。54 は片口鉢の口ԑ部である。Էし໨のࠨ୺はઙく , ୯位は不໌で

ある。ࢎ化ԍ焼成となって , にͿいԫ橙色をఄす。珠洲Ⅳ期に比定される。

55～59は越前焼である。55は壺の体部～ఈ部である。55Bは体部, 55Cはఈ部で, 接合しないが, 同一ݸ体である。

ඃ೤し , શ体が黒ͣみ , ഗが付ணしている。ఈ部内面はՐ͹Ͷによりアόλ状にࡉかくṞ落する。内面には指頭ࠟ

が認められる。56・57 は甕である。56 は体部上൒で , スμレ状のୟき໨が上୺にΘͣかに見られる。57 は体部下

47b

47a

土坑 12

� 1�DN（1��）
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（�8C）
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第 36 図　調査区⑥・⑨ 出土遺物（2）
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൒で , 内面に濃竹色の自然ᬵとถཻ΄Ͳの߱りものが付ணする。58･59 は擂鉢である。58 は体部に෯ 2�5㎝で 9 ৚

一୯位のԷし໨が , ఈ部に୯位不໌のԷし໨が施される。ఈ部外面下୺に指おさえの指ൈきࠟがみられる。口ԑ୺

面と内面下൒のຎ໣が著しく , 平׈である。ඃ೤して内外面の一部にഗが付ணし , 口ԑから体部上൒の内面はՐό

ωで大きくṞ落する。59 は෯ 2�6㎝で 11 ৚を一୯位とするԷし໨がִؒをおいて施される。いͣれも 16 世紀後

൒に比定される。

60 はϩΫϩ成形の土師質土器ࡼである。内外面にഗが付ணする。ఈ部の੾り཭しはࠨճసとࢥΘれるϔラ੾り

である。

61 は古代の土師器小甕のఈ部である。ӈճసのࢳ੾りで੾り཭される。

Ҫށ 5（第 36 図 , 表 12）

62 ～ 64 は珠洲焼である。62 は瓶子である。ϩΫϩ成形され 部にݞ , 2 ஈのᷱ描೾状文が施される。ݎくకまっ

た焼成である。63･64 は片口鉢である。63 は口ԑ部で୺面が外܏する。内面のԷし໨は確認できない。珠洲Ⅱ期

で 13 世紀前൒に比定される。64 は口ԑ部だが , 口୺部の΄とんͲがܽଛする。୯位不໌のԷし໨がみられる。珠

洲Ⅱ～Ⅲ期となΖう。

65 ～ 68 はϩΫϩ成形の土師質土器である。65 は小ࡼで , ճసࢳ੾りで੾り཭される。66 はࡼでɺఈ部外面は

ϔラ੾りで੾り཭した後になでられる。14 ～ 15 世紀前൒であΖう。内面にはഗが付ணする。67・68 はਂ໨のࡼでɺ

ఈ部外面はճసࢳ੾りで੾り཭した後にԑをなでている。67 は下൒に෯ڱくγャーϓなϩΫϩ໨が文༷として付

けられɺఈ面との境はなでられྏがない。内面にഗが付ணする。68 は口ԑ部が直立ؾຯで୺部がؙくɺนは厚い。

શ面φσ整形でɺ67 よりも後出と考えられる。67・68 は 13 世紀となΖう。

Ҫށ 6（第 36 図 , 表 12）

69 は珠洲焼片口鉢の体部である。୯位不໌のԷし໨が見られる。珠洲Ⅱ期で 13 世紀前൒に比定される。

ߔ 2（第 37 図 , 表 12）

70 ～ 72 は青花である。70・71 は࿸ $ 群で , 外面に不໌の文༷が描かれる。文༷を見やすくするため , 図の֯

౓を変えている。16 世紀中ࠒに比定される。72 はࡼ E 群である。見込みに८るք線の中に୊材不໌の文༷が描か

れ ୆内の文字は不ৄであるがߴ , , 外࿮の四֯の一部が࢒る。16 世紀後൒に比定される。

73 は白磁୺൓ࡼである。体部下൒は࿐଻となる。ࡼ E 群で , 15 世紀後൒から 16 世紀に比定される。

74 は瀬戸美濃焼ؙࡼ AC のఈ部である。શ面にփᬵが施され , 内面に٠花ҹ文が描かれる。ߴ୆内のᬵはബく , 

ྠトチンの跡が࢒る。大窯第 2 ஈ֊に比定される。

75 ～ 79 は珠洲焼である。75 は壺 5 種のݞ部で , 外面は平行ୟきで成形され , 内面にはԁ形のあて۩ࠟが見ら

れる。76 は壺 3 種のݞ部で , 内面はϩΫϩ໨が໌ྎに࢒る。77 は甕の体部で , 外面は平行ୟきで成形され , 内面

にはઙい指ԡさえの跡が࢒る。78・79 は片口鉢である。78 は口ԑ部で , ୺部は外΁つまみ出される。内面にはϩ

Ϋϩ໨が໌ྎに࢒る。79 はఈ部で , 内面に෯ 2�7㎝で 13 ৚を一୯位とするԷし໨が施される。体部下൒はなでられ , 

指ൈきࠟだΖうか , 指頭ࠟが 1 か所見られややۼΉ。いͣれも珠洲Ⅳ期で 14 世紀に比定される。

80 は越前焼擂鉢で , 内面に෯ 2㎝で 8 ৚を一୯位とするԷし໨が施される。

81 は笹神窯産と考えられ , ճస୆でྠੵみ成形されたԳ状の鉢となΖう。文༷はなく , 内外面に自然ᬵがബくֻ

かる。口ԑ୺部はؙຯをଳび, ԫ྘色の自然ᬵが厚くֻかり, 内面にも点ʑとΰϚ状にかかる。଻土に小さめの石ӳ・

長石を多くؚみ , ͜れが表面にුき出る。଻土はݎく焼きకまり , 割れ口はߥい。

82･83 は土師質土器である。82 は小83 。ࡼ はࡼのఈ部で , ややຏ໓している。いͣれもӈճసのࢳ੾りで੾り

཭される。
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第 37 図　調査区⑥・⑨ 出土遺物（3）
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ߔ 3（第 37 図 , 表 12）

84 は瓦器の奈良Ր鉢で , 方形ないし長方形となΖう。๮状޻۩で内面からԡし出された଻土が , 外面にώμ状の

文༷を形づくる。14 世紀に比定される。

ߔ 4（第 37 図 , 表 12）

85 は白磁୺൓ࡼの口ԑ部である。ࡼ E 群で 15 世紀後൒～ 16 世紀に比定される。

86は青磁平ఈࡼである。口ԑ部は؇く外൓し,体部との境で۶ંする。ఈ部内面にはɺࡉい平行ᷱ描文が描かれる。

厚めでಁ໌感のある青磁ᬵがֻけられる。口ԑ୺部の内面に五ห花の؆略と考えられる੾込みが確認できる。外൓

器形でཾ泉窯ܥの 13 世紀末ࠒのものであΖう。

87 は㦆भ窯青花࿸のఈ部で , ԑ辺部をશ周ଧちܽいている。ߴ୆は࡟り出しである。ޫ୔の୶い白色ᬵがബく

ֻけられるが ୆内はແᬵである。内面には෯ߴ , 8ᶱのऄノ໨状ᬵṞ͗が施され , その外ଆには二ॏք線を८らせ , 

中には٠花文が描かれる。16 世紀末に比定される。

88 は瀬戸美濃焼ؙࡼ A である。外面の体部上൒及び内面に྘ԫ色のփᬵが施される。体部外面下൒とߴ୆内の

ᬵはബく , 外面のᬵ୺にはᬵཷりがみられる。大窯第 2 ～第 3 ஈ֊と考えられ , 16 世紀中ࠒに比定される。

89・90 は珠洲焼である。89 は壺 3 種のݞ部で , 内面にճసࠟが໌ྎに࢒る。珠洲Ⅳ期ࠒに比定される。90 は

甕の体部で , 外面は平行ୟきで成形され , 内面にはԁ形のあて۩ࠟがઙくみられる。

91 は越前焼擂鉢のఈ部である。ఈ部外面はなでられ , 体部下୺に指ൈきࠟがみられる。内面はຏ໓が著しくԷ

し໨がΘͣかに確認できる。15 世紀後൒から 16 世紀に比定される。

ߔ 5（第 37 図 , 表 12）

92 は青花ࡼである。内面には花のような文༷が描かれる。ߴ୆内には์ࣹ状の࡟り調整ࠟが見え , 「 ↇ 」の吉঵

の໏が描かれる。৞付きに࠭が付ணする。#2 群または ' 群と考えられる。

93 は瀬戸美濃焼ؙࡼ AB である。શ面にփᬵが施される。体部内面にはؙノミ状޻۩によるࡉかなࠁ文（ιΪ）

がີにೖり , その下に二ॏք線がࠁまれる。大窯第 2 ஈ֊前൒に比定される。

ϐοτ 1（第 37 図 , 表 12）

94 は越前焼甕のݞ部で るがશ形は不ৄである。15࢒下にϔラ描きの窯ҹがࠨ , 世紀後൒に比定される。

ϐοτ �（第 37 図 , 表 12）

95･96 は古代の土師器࿶で , ӈճసのࢳ੾りで੾り཭される。95 には外面の体部下୺に「ኛ（にじΎう）」が๽

書される。9 世紀末から 10 世紀ॳ頭に比定される。

 遺ߏ֎ग़౔（第 38 ～ 40 図 , 表 13）

97 ～ 100 は青磁で , 97 ～ 99 は࿸である。97 は口ԑ部で , 外面には線描のࡉ࿇ห文が施される。15 世紀に比定

される。98・99 はఈ部で ୆内はᬵṞ͗されߴ , , いͣれにもഗが付ணする。99 はᬵと࿐଻部との境及び৞付きは

੺橙色となる。15 世紀に比定される。100 はંԑࡼの口ԑ部で , ᬵは厚く , 体部内面に࿇ห文が施される。13 世

紀末～ 14 世紀前൒に比定される。

101・102 は白磁である。101 はࡼのఈ部で , ԑ辺部はଧちܽかれている。ఈ部外面はແᬵでճసϔラケζリが

施され , 見込みに֢花文がࠁまれる。12 ～ 13 世紀に比定されると考えられる。102 は合子の਎で , 内面はϩΫϩ

໨が໌ྎである。୶い྘ԫ色のᬵが施されるが外面は濃୶でൗ状となり , ఈ面は࿐଻でճసϔラケζリが施される。

13 世紀ࠒに比定される。

103 は中国製の天໨࿸の口ԑ部である。黒色ᬵが施されるが口ԑ部はᬵがബくֻかるため҉஡色となっている。

104 は瀬戸美濃焼の天໨஡࿸ E 群で , 黒ᬵが施され , 体部外面下୺は࿐଻となる。断面には࣫継͗が見られる。

大窯第 1 ஈ֊に比定される。
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第 38 図　調査区⑥・⑨ 遺構外出土遺物（1）
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105・106 は古瀬戸である。105 は花瓶Ⅱ類のᰍ部で , ԫ྘色のփᬵが施される。古瀬戸後期༷式である。106 は

߳࿍で , 体部۶ં部まで内外面に黒׊色のమᬵが施される。ఈ部は࿐଻で , 小೪土մの٭がషり付けられる。

107 ～ 120 は珠洲焼である。107・108 は壺 5 種のݞ部である。107 は平行ୟき , 108 はҁਿୟきで成形され , 内

面にԁ形のあて۩ࠟが見られる。珠洲Ⅲ～Ⅳ期に比定される。109 ～ 111 は壺 3 種である。109 は体部で , 黒色ཻ

を多ྔにؚみ , ཻ࠭のಈきからϩΫϩのճస方向はӈճసである。珠洲Ⅱ～Ⅳ期に比定される。110・111 はఈ部

で , いͣれも੩ࢳࢭ੾りで੾り཭される。110 の内面とఈ部外面はഗが付ணする。111 の体部外面は , ॎ位のϔラ

φσで調整され , λール状の付ண物がみられる。112 は壺 5 種か , 種のఈ部と考えられ , 内面にはϩΫϩ໨が࢒る。

ఈ面は , ੩ࢳࢭ੾り後にϔラφσされている。珠洲Ⅲ～Ⅳ期に比定される。113 ～ 116 は甕で , いͣれも外面は平

行ୟき , 内面にはԁ形のあて۩ࠟが見られる。113 は口ԑ部で , 内面にഗが付ணする。114 はୟき໨がࡉかい。117

～ 120 は片口鉢である。117 のԷし໨はࡉい޻۩で෯ 2�9DN に 15 ৚を一୯位とし , ৚のִؒはڱい。ࢎ化ԍ焼成

となってݎい。珠洲Ⅲ期に比定される。118･119 は口ԑ部で , Էし໨は確認できない。118 は口୺面が平らで֯ு

る。119 はなでられ , 口ԑ部内面はややؙみをଳびる。120 はຎ໓のためԷし໨の୯位は不໌であるが , ີに施され , 

平׈である。ఈ部の੾り཭しは੩ࢳࢭ੾りで , 指ൈきࠟだΖうか指頭ࠟが 2 か所にあり , 内外面にはλール状の付

ண物がみられる。Ⅳ～Ⅴ期であΖう。

121 ～ 132 は越前焼である。121 ～ 126 は甕で , 121 は大甕で図上復元した。口ԑ部～ݞ部で , 口୺部から内

面とݞ部外面に濃྘色の自然ᬵがֻり , ߱りものが付ணする。16 世紀前൒に比定される。122・123 は口ԑ部で , 

122 は / 字状で 14 世紀前൒に比定される。123 は , 口୺部から外面に厚い自然ᬵがֻかり , ߱りものが付ணする。

16 世紀後൒に比定される。124 は体部下൒である。外面は൘状޻۩の木口でॎ方向に࡟られ , 内面上൒を൘状޻۩

の小口でԣ方向に࡟りɺ下൒はϤίφσで調整している。外面には厚くᬵがֻかる。125・126 はఈ部で , 125 の

内面には自然ᬵがֻかり , ߱りものが厚く付ணする。ఈ部は੩ࢳࢭ੾りで , ͛͜஡色のమᬵがかかる。126 は内面

下部～ఈ部に自然ᬵがֻかり , ߱りものが付ணする , ఈ部の੾り཭しは੩ࢳࢭ੾りである。127 は鉢で , 口ԑがΘ

ͣかになでられ , ୺面を作る。内外面ともに擂鉢と同じḊᬵが施され , 内面にはࡉかなՐόωがみられる。128 ～

132 は擂鉢で , いͣれも口ԑ୺面が内܏し , その下に෯ 4 ～ 8ᶱのԜ線が८る。Էし໨は , 128 が 2�9㎝෯で 9 ৚ , 

129 が 2�8㎝෯で 11 ৚ , 130 が 3�0㎝で 11 ৚ , 131 が 2�9㎝෯で 11 ৚が施され , 132 はԷし໨の୯位は不໌である。

128・129・131・132 は஡׊色で , 内面は著しくຎ໣している。130 はগしҟ質で , ཻ࠭を多ྔにؚΉ଻土でݎく

焼きకまり , 器นも 1�4㎝と他の 1�1 ～ 1�2㎝に比΂て厚い。128 ～ 130 はඃ೤し , ഗの付ணが著しい。

133 ～ 135 は瓦器で , ᗉされて黒色をఄしている。133 は擂鉢の口ԑ～体部で , 外面はඃ೤によるՐόωが見ら

れる。෯ 2�0㎝で 6 ৚を一୯位とするԷし໨がやや弧を描いて施される。134 はՐ鉢の口ԑ～体部である。平行௜

線が८り , そのؒにॎ位のࠁみ໨を施す文༷がࡾஈみられる。135 は෩࿍のఈ部である。外面はԣ位のϔラミガΩ

でޫ୔をもつ。

136 ～ 138 はϩΫϩ成形の土師質土器である。136 はࡼで , 器面のຎ໣が著しいが , 外面にഗが付ணする。137・

138 は小ࡼである。137 は׬形で ૩ஈ֊で࿪んでいる。ఈ面はϔラ੾り後にϔラφσされる。14ס , ～ 15 世紀前

൒に比定される。138 の੾り཭しはճసࢳ੾りで , ճస方向はӈである。

139 は土師器小甕のఈ部でɺ੾り཭しはճసࢳ੾りである。

141・143 は土師質土器のࡼである。143 はࠊがؙຯを࣋ち , 厚い。શ面φσ整形される。ఈ部の੾り཭しはճ

సࢳ੾りである。141 は 14 ～ 15 世紀前൒ , 143 は 13 世紀に比定される。144 は土師質土器の壺の口ԑ部と考え

られる。外൓ؾຯに立ち上がり , 口ԑ部の下位に௜線が 1 ৚८る。

140・142 は古代のਢܙ器である。140 はແ୆ഋで , ఈ部の੾り཭しはճసϔラ੾りである。142 はંԑഋでݎい

焼成である。
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第 3� 図　調査区⑥・⑨ 遺構外出土遺物（2）
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第 4� 図　調査区⑥・⑨ 遺構外出土遺物（3）

145 ～ 147 は古代の土師器である。145 は長಑甕で , 口ԑ部はなでられる。口ԑ୺部はఠみ上͛られ , 外面はԜ

線状にઙくۼΉ。146 は似のఈ部で , 外面から内面に向かってἥたれた直ܘ 0�9㎝から 1�4㎝のԁ形の޸が 4 Օ所遺

ଘする。焼成前にἥ޸されたもので , 内面の޸のԑは೪土が੝り上がる。ఈ部はճసࢳ੾りにより੾り཭される。

147 はುでఈ部をܽく。外面下൒は平行ୟき , 外面上൒と内面はϩΫϩφσで整えられる。
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３　木　製　品（第 41 図 , 図版 26）

木製品は井戸 3 ～ 6 のఈ部付近から࣫器・ṟ・ۂ物・ંෑ・൘状木製品 ･ 井戸ଆ材にస用されたԳ材・๮状木

製品なͲが出土している。その内 , 約 3 分の 2 が井戸 6 からの出土である。遺ଘ状ଶがѱいものが多いが , その中

で比較的状ଶが良い 12 点を掲載した。遺物観察表は 72・73 ทである。

148 は࣫器の小ࡼで , ௿いߴ୆が࡟り出される。શ面黒色࣫が施されるが ୆内面は࣫がṞ落している。井戸ߴ ,

に遺غされたࡍには に࣫はṞ落していたとも考えられる。࣫器は͜れط , 1 点のみである。13 ～ 14 世紀のものと

Θれる（水澤ࢥ 2007）。

149 ～ 151 はṟである。ṟは井戸 6 の埋土 3 層から 5 点出土している。ॎશ面にࡉかいՃ޻が施され , 断面が多

第 41 図　木製品
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֯形になる。149・150 は྆୺を , 151 は片୺をܽଛする。

152 ～ 155 はۂ物ఈ൘である。152･153･155 は , ਪ定直ܘが 25DN 前後 , 厚みが 0�7NN 前後になり , 同一ن格の

ものとࢥΘれる。155 にはՃࠟ޻が੾断面及び表ཪ面に認められる。木औりはす΂てຝ໨である。਑༿थ材は , ૣ

材と൩材とでࡉ๔นの厚さに多গのҧいはあるが , ൘໨材はࡉ๔のີ౓がߴい൩材部が層状に配置される。一方 , 

ຝ໨材はີ౓が௿いため保水性も௿い。͜うしたಛ௃は , ༰器やస用材としての用్のҧいを示しているのではな

いだΖうか。

156 はંෑのఈ൘である。長方形の൘材で֯が一Օ所 , いΘΏる۱੾りのようにカットされている。྆面に෯ 0�7

～ 1�7DN のՃࠟ޻が認められ , ２か所に木ఝが࢒る。木औりはຝ໨である。

157･158 は用్不໌の長方形の൘状木製品である。157 は൘の下୺に向かってബくなるよう表ཪ面をՃ޻してい

る。྆面にࣼめのࠟࡲが認められる。木औりはຝ໨で , ະ؏通の木ఝࠟが 4 か所 , ఝ穴が 1 か所࢒る。158 は྆面

がやや෗৯しておりՃࠟ޻は確認できないが , 下୺部はノίΪリによる੾断面が一部確認される。外からのѹ力に

よりॎ方向に࿷ۂし , ࿪んでいる。上୺がܽけているが , 厚さがあり井戸のଆ൘のՄೳ性がある。木औりはຝ໨で

ある。

159 は用్不໌の๮状木製品である。ਊڈりミカン割材を利用し , थൽが一部࢒る。上方のઌ୺はؙຯをଳび , 

。られて断面はପԁ形になる࡟かくࡉ

４　金 属 製 品

金属製品は土坑 7・12・19・26・27, 井戸 1 ～ 4, 溝 4･7, 遺構外からమ製品 70 点 , 銅製品 3 点 , 銭貨 12 点が出土した。

実測Մೳなమ製品 25 点 , 銅製品 3 点を図化し , 銭貨 5 点の୓本を掲載した。遺物観察表は 73・74 ทである。

ａ మ੡඼（第 42 図 , 図版 27）

160･161 は平౩଄りの౛子である。ܪは不໌ྎで਎もܽଛしている。਎とܪの境はḊが著しいため関の形ଶは不

໌ྎである。

162 は平౩଄りの౛である。਎の大൒およびܪはܽଛしている。

163 は᭲ވأである。ࢗٯの։きは؇やかで は྆方ともઌ୺がܽଛしている。断面は外ଆが厚く内ଆがബࢗٯ ,

くなる。਎とܪの境にฟඃとݺ称されているಥىがあり は᭲ވأ。の断面は方形であるܪ , , 県内では上越市Ṥ田

遺跡（ࣨ岡΄か 1990）, 新潟市木৔集落（青木 1964）, 阿լ野市境௩遺跡（新潟県教委 2016）なͲからも出土し

ている。᭲ވأはङྌ用に用いられる。

164 は༄༿ܥమ᭲と考えられる。਎の断面が偏平な四辺形で の断面は方形である。྆୺はܽଛしܪ , , શ体的に

Ḋが著しいため形状は不໌ྎである。༄༿ܥの᭲は܉事用に用いられた。

165 ～ 173 は࿨ఝで , 長さが 5DN ະຬで小型の 165・166, 5DN 以上 10DN ະຬで中型の 167 ～ 171, 10DN 以上の

172・173 に大別される。小型と中型のԣ断面はす΂て方形で , 大型は長方形というಛ௃を示す。165 は΄΅׬形

で , ઌ୺がᭉ状にۂがる。166 はઌがܽଛし , 頭部はᭉ状にӶくۂがる。167 はઌ୺がΘͣかにܽଛするが΄΅׬形。

168 は׬形で , 頭部が平らに͛ۂられる。169 は頭部がܽଛする。170・171 は , 頭部とઌ୺がܽଛする。172･173

は大型で , 頭୺部とઌ୺がܽଛする。体部が࿪んでいる。

174 はುで , 湯口がܽଛしている。口ԑ内面に一ஈのྏを࣋ち , 口ԑ୺部はං厚し , 平ୱな面をもつ。ர物のため , 

出土してからܹٸにྼ化がਐみ , す͙にݕ出当ॳの形を成さないものになった。実測図は破片になる前にٸいで作

成したものである。ਪ定口ܘ 30�0DN。ುの形ଶからみて٭は࠷ॳから付いてなかったとも考えられる。内ࣖはશ
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ての破片を点ݕしたが確認できなかった。口ԑと体部との境の۶ં部の形ଶから内ࣖは付いていたՄೳ性もあるの

で , 五十川氏の分類（五十川 1992）ではು $ 類になΖう。内ࣖುは県内では上越市子҆遺跡（上越市教委 2009）

･ 寺ொ遺跡（吉川ொ教委 1995）・新潟市小ډࡔ付遺跡（佐藤΄か ૔遺跡（県教委ؠ川市ڕࢳ・（2012 2003）なͲか

ら出土している。

175 はುのؙ型湯口と考えられる。

176 は௏番である。

177 は᭬である。断面は長方形で , 片方の٭部がܽଛしている。

178 はࢭ金۩で 形であると考えられる。断面は直方形で׬΅΄ , , 片方のઌが直֯にۂがる。

179 は引ख金۩と考えられ , 片ଆ൒分がܽଛしている。

180 は᭯の頭部と考えられ , 断面は五֯形である。

181･182 は用్不໌の൘状మ製品である。大型の࿨ఝのՄೳ性があり , 断面は長方形である。

183･184 は直ܘ約 2㎝の真ٿになるؙ玉で , Րೄॐの玉に比して大きい。మ๒の஄ؙとも考えられるが , ͻしΌ

͛ておらͣܘも大きい。

銭　໊ 国　໊ ॳர年（西ྐྵ） ᝰ書 真書 行書 計

天੟元ሟ 北૙ 1023 1 1

૙通ሟߖ 北૙ 1039 3 1 4

ᗂೡ元ሟ 北૙ 1068 1 1

元๛通ሟ 北૙ 1078 2 2 4

元祐通ሟ 北૙ 1086 1 1

঺੟元ሟ 北૙ 1094 1 1

元ූ通ሟ 北૙ 1098 1 1

Ӭָ通ሟ ໌ 1408 4 4

൑ಡ不ೳ 2

表 8　出土銭貨一覧

ｂ ಔ੡඼（第 42 図 , 図版 27）

185 は花瓶のఈ部である。体部とఈ部の境は「く」の字にۂられ , ྏ線が८っている。ߴ୆୺部は内ଆに۶ંする。

ఈ部のԁ൘はߴ୆内ଆにࠩし込んでऔり付けられている。

186 は銅製仏۩の二器（ᖤ過器ないしはృ߳器の༰器）の֖である。ๅ珠形のఠみが付き体部と同時にர଄され

ている。

187 は青銅製の観音立像である。調査区⑨の $E3�2 撹乱から出土している。૯ߴ 74�6ᶱ , 像ߴ 68�3ᶱ , ୆࠲෯

５　鍛冶関連遺物等（第 43 図 , 図版 27）

鍛冶関連遺物は井戸 2･3, 溝 2, 遺構外から࿶形ᕥ 2 点 , మᕥ 10 点 , Ӌ口 2 点が出土している。実測Մೳな 6 点

を図示した。観察表は 74 ทである。

193･194 は࿶形ᕥである。193 のॏさは 111�69H をྔる。194 は表面にؾ๐を有し , ॏさは , 69�74H をྔる。

195･196 はమᕥである。195 は 43�22H をྔる。196 は 133�29H をྔるॏいもので , మմのՄೳ性も考えられる。

197･198 はӋ口である。197 はઌ୺部にλールが付ணし , 通෩޸のܘは 2㎝を測る。198 はઌ୺近くの破片と考

18�4ᶱ , ॏྔ 57�64H である。إ立ちは໌ྎではない。「第Ⅵ

章まとめ」でৄࡉを記す。

ｃ મ՟（第 42 図 , 図版 27）

銭貨はશ部で 19 点出土している。表 8 に一覧表を掲͛ , 

うち遺構出土（188 ～ 191）を主に 5 点を図示する。

188･189 はᝰ書の元๛通ሟで , 190 はᝰ書のߖ૙通ሟで

ある。191 はᝰ書の元ූ通ሟである。

遺構外はશて表土からの出土で , 9 点が 'J 区に集中す

る。192 は真書のӬָ通ሟである。ີண状ଶでの出土ྫが

3 ૊あり ૙通ሟߖ , � ঺੟元ሟ ૙通ሟߖ , � 元๛通ሟ � Ӭ

ָ通ሟ ૙通ሟߖ , � Ӭָ通ሟ � Ӭָ通ሟである。
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第 42 図　金属製品
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えられる。197 に比して直ܘもଠく , ઌに行くにैってࡉくなる。通෩޸の直ܘは 2�0 ～ 2�2㎝を測る。଻土に長

石を多ྔにؚΉ。

199 はమ製小ࡳの上面にృ布した黒色࣫片である。表面はԁ׈で黒色࣫は各޸の中までしっかりೖり込み , ృり

められている。小片のためݻ , 分類形ଶは不໌である。

６　石　製　品

井戸 4, 溝 2, 溝 4, 遺構外からは石臼が , 井戸 2, 井戸 4, 土坑 11, 遺構外からは砥石が , 遺構外から , 硯及びస用

砥石が出土している。実測図は石臼（第 44・45 図）, 硯・砥石（第 46・47 図）にそれぞれ分けて掲載した。観察

表は 75 ทである。

第 43 図　鍛冶関連遺物等
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ａ ੴ ӓ（第 44・45 図 , 図版 28）

石臼が࠷も多く出土した遺構は井戸 4 であり , 上臼 5 体ݸ , 下臼 2 体をؚΉ計ݸ 11 点が出土した。その中で遺

ଘ状ଶの良い 4 点を図示した（200 ～ 203）。いͣれも石材は花ቋؠで , ਊ๮・支࣋木は確認できない。ಛ筆す΂きは , 

΄΅શての石臼の表ཪ面やଆ面には , ඃ೤による変色や୸化物の付ண , ണ落といったࠟ跡がある。࢖用時に受けた

ものではなく , ഇغ後にԿらかの理༝で焼けたものと考えられる。

上臼は ḡり໨のύλーンから・ܘ , , ᶃ൓時計ճりで࢖用されたखṢき臼である͜と , ② 溝の分ըが࿡分ըと考

えられる͜と , ③供څ口൓ରଆのଆ面にṢखをଧち込Ή穴があけられている͜と , ᶆ上臼下面には供څ口のઌにも

のく͹りがあるといった共通点が認められる。なお 202・206・208 にものく͹りは遺ଘしていないが , 上面（ۼみ）
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が平ୱである͜とから , ものく͹りがあったものと考えられる。下臼には , ਊ๮のऔり付け޸はፘりが΄とんͲな

く上方΁؏通する点が共通する。ਊ受は , 断面が 200 のようにઌがઑるものと 201 のように୆形のものとがある。

200 ～ 202 は上臼である。200 にはṢख穴が新چ 2 ありݸ , 上ஈのものがܽଛした後に新たなṢख穴がἥたれてい

る。また , ଆ面には࣋ख用のԜみが 1 Օ所ある。203・204 は下臼である。203 はඃ೤によるḡり面のണ落が著しく , 

溝の分ը数等を確認する͜とができない。ണ落が著しいため , ඃ೤ࠟが確認できるのはḡり໨が遺ଘする部分だけ

である。したがって , ඃ೤範囲の図示はしていない。204 は溝の分ըは࿡分ըと考えられる。205 は上臼で , 作業

ޮ཰を上͛るために޻۩をやや܏けてፘったのであΖう , 供څ口がਨ直ではなく , 外ଆにࣼ܏しており , ノミとࢥ

Θれる޻۩ࠟが์ࣹ状に࢒る。溝の分ըは八分ըと考えられる。ଆ面はඃ೤によるണ落が著しい。

206 ～ 208 は遺構外から出土したもので , いͣれも上臼である。ܘ , ൓時計ճりでの࢖用 , 溝の࿡分ը , Ṣखの

ଧち込み穴の位置は , 200 ～ 202 と΄΅共通する。

ｂ ݛ（第 46 図 , 図版 29）

209 は೪൘ؠ製の長方形硯で , ւと཮とのؒは集中的にຏ面がԜんでいるが๽ࠟ等は見られない。཮はԑから 1

ᶱऑ , ւは 4ᶱڧのਂさがある。཮は , ఈに穴がἥく΄Ͳ࢖用によるຏ໓が著しい。

ｃ ౐ ੴ（第 46・47, 図版 29）

210 は࢓上͛砥石である。石材はทؠで ౎໐ୌ産と考えられる。表ཪ面がຎ໣しژ , , 3 ଆ面にはπルڒのࠟが

る。また࢒ , 上൒部にススの付ணが見られる。211・212 は中砥石で , 211 は在地産のڽփؠ , 212 はྲྀ໲ؠと考え

られる。211 は上・下྆୺はܽଛしているが , 表ཪ・྆ଆ面は砥面として利用されている。212 は表・྆ଆ面がຎ

໣し , 上୺には層状の石໨が見える。下面はඃ೤し , 橙色化している。213 は҆山ؠの中砥石で , ඃ೤による୸化・

ണ落・割れがみられる。214 ～ 218 は , ྲྀ໲ؠ製の中砥石で , ͜の石はՃ࣏川上ྲྀに޿く分布している。214 は下

୺がܽଛ , 表ཪおよびࠨଆ面下൒はຎ໣しており , ӈଆ面およびࠨଆ面上൒は自然面を࢒す。ਖ਼面と྆ଆ面には , 

くӶい線৚ࠟが多数見られる。215ࡉ は表・྆ଆ面がຎ໣している。ಛに྆ଆ面はよく࢖Θれて平׈しており , ਖ਼

面には線৚ࠟが見える。216 は表ཪ・྆ଆ面がຎ໣しているが , ಛにӈଆ面をআく 3 面の࢖用がݦ著である。上下

྆୺は自然面を࢒す。217 は表ཪ・྆ଆ面がຎ໣しているが , શ体はૉ材である自然᛽の形状を࢒す。ཪ面はඃ೤

によるണ落が著しい。218 は , ਖ਼面および྆ଆ面の 3 面が࢖用によって؇やかに࿷ۂする。下面は , ૉ材の分割面で , 

ඈび出ているྏ状の部分のみがຏ໓している。ඃ೤による୸化がみられるが , ཪ面にそのࠟ跡が認められない͜と , 

ଆ面のຏ໓面の࢒ଘ状ଶから , શ体の΄΅൒分がࣦܽしていると考えられる。

̳ స༻౐（第 47 図 , 図版 29）

219 は珠洲焼甕の体部片で , 土器片を研࡟۩としてస用したస用砥と考えられる。खの平αイζで , 割れ口શ周

を砥面としている。ଆ面の直線部分よりも֯のຎ໣が著しく 。かな部位の研ຏに用いられたのであΖうࡉ ,

छෆ໌ੴ੡඼（第ث ̴ 47 図 , 図版 29）

220 はԣ断面が 7 ～ 8 面で多֯形を成しており , ઌ୺は意ࣝ的にઑらせようとする意図が認められる。ࣼ格子や

ࣼ線あるいはアόλ状に整形してから研ຏされており んではいないものの砥石として利用されたՄೳ性もあるۼ ,

が , Կらかの石଄物を意図した整形過ఔと考えられる。ર྘ؠ製で , 他の砥石に一般的な石材ではない。
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第 44 図　石製品（1）
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第 45 図　石製品（2）
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第 46 図　石製品（3）
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第 47 図　石製品（4）
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表 1�　Ҩ෺࡯؍ද（2）　調査区ᶄ Ҩߏ֎ग़౔౔ث・ಃ࣓ث

表 11　Ҩ෺࡯؍ද（�）　調査区ᶅ Ҩߏग़౔౔ث・ಃ࣓ث

表 �　Ҩ෺࡯؍ද（1）　֬ೝ調査 ग़౔౔ث・ಃ࣓ث

報告
/P�

औ্
/P� 遺構 調査区 

グリッド 層位 種別 器種
ଌ஋（ᶲ）ܭ

遺ଘ౓ 調整 ･ 文༷等 色　　調 時　期 උ　　考 ඃ೤ 挿図 写真
図版口ܘ 器ߴ ఈܘ

10 11 遺構外 ② (E 整地 珠洲 壺 � � � 破片 外 � 平行ୟき
ւ໖骨਑

/8/ փ 珠洲Ⅴ期 �

32

18
11 1 遺構外 ② )E 整地 珠洲 壺 � � � 破片 外 � ҁਿୟき

ւ໖骨਑ 10:36/3 にͿいԫ橙 有

12 5 遺構外 ② (E 整地 珠洲 甕 � � � 破片 外 � 平行ୟき
ւ໖骨਑ /5/ փ � 20

13 9 遺構外 ② (E 整地 珠洲 片口鉢 � � � 破片 内ɿԷ໨
ւ໖骨਑ /5/ փ 珠洲Ⅳ期（14

世紀） �

2114 10 遺構外 ② )E 整地 珠洲 片口鉢 � � � 破片 口୺ � ᷱ描೾状文 7�5:5/1 փ
珠洲Ⅴ期（14
世紀後൒～ 15
世紀前൒）

�

15 8 遺構外 ② )E 整地 珠洲 片口鉢 � � � 破片 内 � ෯ 3�5㎝ 11 ৚一୯位の
Է໨ , ւ໖骨਑ 2�5:6/1 ԫփ �

16 4 遺構外 ② (E 整地 笹神 甕 � � � 破片 10:33/2 黒׊ 13 世紀後൒ 内 � ΰϚ状の自然ᬵ � 24

17 3 遺構外 ② (E 整地 越前 大甕 � � � 口ԑ
1/12 5:34/3 にͿい੺׊ 越前Ⅴ - 1 期

（16 世紀前൒）

口୺～口内 � 自然ᬵ
口୺ � ߱りもの付ண
断面 � ഗ付ண
同一ݸ体 6 点出土

有 22

報告
/P�

औ্
/P� Ҩߏ 調査区 

グリッド ૚Ґ छผ छث
ଌ஋（ᶲ）ܭ

Ҩଘ度 調੔ ŋ 文༷౳ ৭　　調 ظ　࣌ උ　　ߟ ඃ೤ ૠ図 ࣸਅ 
図൛ܘޱ ߴث ఈܘ

18 � Ҫށ 1 ᶅ (I2 - 2 � ૚ ӽલ ᆵ � � � ഁย ಺ � ແ文͋て۩ମ ಄ࠟࢦ , �:3��� ʹͿい੺׊৭ ӽલᶚ - �ʙᶛ1）ظ�
൒ʙޙلੈ 1� （لੈ ֎ � ΰϚঢ়ࣗવᬵ �

��

22

1� �・� Ҫށ 1 ᶅ (I2 - � � ૚ ӽલ Ꭼു �1�� 11�8 1��8 ԑʙޱ
ମ 1�8

಺ � ෯ 2��ᶲ � ৚Ұ୯Ґͷ
Է໨ , ఈ֎ � φσ 2��:8�� ୶ԫ ӽલᶛ - � �1）ظ ੈ

（൒ޙل
ମ֎ʙମ಺ ŋ ఈ಺ � ഗ
෇ண ༗

2�
2� � Ҫށ 1 ᶅ (I ӽલ Ꭼു � � 11�2 ఈ 1�� ಺ � ෯ 2��ᶲ 8 ৚Ұ୯Ґͷ

Է໨
ӽલᶛ - � �1）ظ ੈ
（൒ޙل ಺ɿεϨ �

21 �� Ҫށ 2 ᶅ (H2 - � � ૚ ੨࣓ ࿸ 12�� � �
ԑʙޱ
ମ্൒
1�2�

֎面 � ᭩࿇ห文 ᬵ �2��(:��1 明ΦϦʔ
ϒ 1� ʙ 1� لੈ Ҫ۷ํށຒ౔ �

1�

22 2� Ҫށ 2 ᶅ (I2 - 1 � ૚ ށ੉ݹ ළࢠ � � � ഁย ֎ � փᬵ（ೱ྘）ŋ ըՖ文
಺ � ϩΫϩφσ

֎ ����:��� ΦϦʔϒԫ 
಺ �2��:��2 փԫ

ᶘྨ ʙظதށ੉ݹ ,
�1）ظᶗޙ （ੈل �

2� 28 Ҫށ 2 ᶅ (H2 - � � ૚ चऱ ᆵ 5 छ � � � ഁย
֎ � ҁਿୟ͖
಺ � ແ文͋て۩ 
ւ໖ࠎ਑

/�� փ चऱᶚ1）ࠒظ� ੈ
（ࠒل

Ҫ۷ํށຒ౔
಺・断面ɿഗ෇ண � 18

2� 18 Ҫށ 2 ᶅ (H2 - � 2 ૚ चऱ ᆵ 5 छ � � � ഁย ֎ � 平ߦୟ͖ 
ւ໖ࠎ਑ /�� փ चऱᶚ1）ࠒظ� ੈ

（ࠒل � �

2� 2� Ҫށ 2 ᶅ (I2 - 1 � ૚ चऱ ยുޱ � � � ମʙఈ
1��

֎ � ମԼ୺φσπέ
੩ࢳࢭ੾Γ 
ւ໖ࠎ਑

�:��1 փ चऱᶚʙᶛ1）ظ�
ʙلੈ 1� （લ൒لੈ

Ҫ۷ํށຒ౔
ఈ಺ � ຎ໣ 
Ҫށ ���� とಉҰݸମ

� 21

2� �� Ҫށ 2 ᶅ (H2 - � � ૚ ౔࣭ࢣ
౔ث ࡼ � � 8 ମʙఈ

1��
खͮ͘Ͷ成ܗ
੾Γࢳ 1�:38�1 փന தੈ Ҫ۷ํށຒ౔ �

2�
2� �� Ҫށ 2 ᶅ (H2 - � � ૚ ౔࣭ࢣ

౔ث ࡼ 12 2�� � ʙఈޱ
1�� ϩΫϩ成ܗ 1�:3��� ʹͿいԫᒵ தੈ Ҫ۷ํށຒ౔ �

28 2� Ҫށ 2 ᶅ (I2 - 1 � ૚ ਢثܙ ແ୆ഋ � � � ମʙఈ
1�� ϔϥ੾Γ 2��:��� ઙԫ ୅ݹ Ҫ۷ํށຒ౔ � 2�

2� � Ҫށ 2 ᶅ (I1 - 1 ثנ ෩࿍ � � � ഁย ֎ � ԣҐϔϥϛΨΩ ֎ ����:3��2 明׊փ 
಺ �2��:��2 փԫ

Ҫ۷ํށຒ౔
֎ � ഗ෇ண ༗ 2�

�� 22 Ҫށ � ᶅ (I1 - � � ૚ चऱ ᆵ 5 छ � � � ഁย
֎ � 平ߦୟ͖
಺ � ແ文͋て۩
֎ݞ � ҹՖ文 
ւ໖ࠎ਑

֎ ����:��1 փ 
಺ �/�� փ

चऱᶚʙᶛ1）ظ�
ʙلੈ 1� （લ൒لੈ � 18

�1 1� Ҫށ � ᶅ (I1 - � 2 ૚ चऱ ᙈ � � � ഁย
֎ � 平ߦୟ͖
಺ � ແ文͋て۩ 
ւ໖ࠎ਑

/�� փ चऱᶚʙᶛ1）ظ�
ʙلੈ 1� （લ൒لੈ ࣫઀߹ࠟ �

2��2 1 Ҫށ � ᶅ (I1 - � 2 ૚ चऱ ᙈ � � � ഁย ֎ � ୟ͖ɼ಺ � ԣϔϥφσ 
ւ໖ࠎ਑ �:��1 փ चऱᶚʙᶛ1）ظ�

ʙلੈ 1� （લ൒لੈ
಺֎ � ্ํ͔Βͷ଻౔
ΧϒϦ �

�� 1�
2� Ҫށ � ᶅ (I1 - � � ૚ चऱ ᙈ � � � ഁย

֎ � ࣼΊ（ӈԼΓ）ୟ͖
಺ � ແ文͋て۩ 
ւ໖ࠎ਑

֎ ��:��1 փ 
಺ ����:��1 փ

चऱᶚʙᶛ1）ظ�
ʙلੈ 1� （લ൒لੈ �

�� 2 Ҫށ � ᶅ (I1 - � 1 ૚ चऱ ยുޱ � � � ഁย Է໨ ���:��1 փ चऱᶚ1）ظ� （لੈ �

21
�� 2�

2� Ҫށ � ᶅ (I1 - � चऱ ยുޱ � � 1��� ମʙఈ
1��

֎ � ମԼ୺φσπέ ,
಺ � Է໨
੩ࢳࢭ੾Γ , ւ໖ࠎ਑

�:��1 փ चऱᶚʙᶛ1）ظ�
ʙلੈ 1� （લ൒لੈ

Ҫ۷ํށຒ౔
ఈ಺ɿҰ෦ຎ໣
Ҫށ 2�2� とಉҰݸମ

�

36 2 竪穴 
建物 1 ⑥ DG 1 層 瀬戸 

美濃 ࡼؙ � � 6 ఈ 1/3 内外 � փᬵ 大窯第 1 ஈ֊ 
（1480 ～ 1530 年ࠒ） ୆内ߴ � ྠトチン付ண �

��
1�

37 1 竪穴 
建物 1 ⑥ EG1 - 2 1 層 越前 甕 � � � 破片 内 � φσ

外ݞ � ϔラ描き窯ҹ「大」
外 �5:32/4  ׊੺҉ۃ
内 �2�5:33/3 ҉੺׊

越前Ⅴ - 1 期（16 世
紀前൒） � 22

報告
/P�

औ্
/P� τϨϯν ૚Ґ छผ छ ث

ଌ஋（ᶲ）ܭ
Ҩଘ度 調整 ･ 文༷等 ৭　　調 ظ　࣌ උ　　ߟ ඃ೤ ૠ図 ࣸਅ

図൛ܘޱ ߴث ఈܘ

1 � ᶐτϨ ന࣓ ࡼ 1� ��1 ��� ԑʙఈޱ
1�� શ面ന࣓ᬵ , ৞෇ � ແᬵ ᬵɿ1�:38�1 փന 1� ൒ʙޙلੈ

1� લ൒لੈ �

�

1�
2 � ᶎτϨ ന࣓ ࡼ � � � ʙఈࠊ

2�� ന࣓ᬵ , ৞෇ʙ಺ � ແᬵ ᬵɿ/8� փ ,
଻ɿ1�:3��� ʹͿいԫᒵ

1� ൒ʙޙلੈ
1� લ൒لੈ �

� � ᶆτϨ ന࣓ ࿸ � � � ఈ෦ 1�2
֎ � ന࣓ᬵ ,
Έࠐݟ � ᬵϋΪ ,
୆಺ߴ � ແᬵ ,
୆ߴΓग़し࡟

ᬵɿ1�:3��2 փന ,
଻ɿ�2��:��1 փന 1� ʁلੈ �

� � ᶎτϨ ӽલ େᙈ � � � ഁย ಺ �� 本୯Ґλςࢦѹࠟ ֎ ����:3��� ׊҉ ,
಺ ����:3��� ʹͿい׊

ӽલᶚ - � ظ
（1� （൒ޙلੈ ֎ � ࣗવᬵ � �

� � ᶎτϨ ӽલ େᙈ ���� � � ݞԑʙޱ
1�� ಺ �� 本୯Ґλςࢦѹࠟ

֎ � ԑޱ ���:3��2 ׊ࠇ ,
ݞ ���:��2 փ׊ ,
಺ � ԑޱ �:��2 փΦϦʔϒ ,
ݞ ���:3��� ׊

ӽલᶚ - � ظ
（1� （൒ޙلੈ

֎ � ࣗવᬵ・߱Γもͷ෇ண
಺ � ෇ண෺ � 22

� � ᶍτϨ ౔࣭ࢣ
౔ث ࡼ 11 2�8 8 ԑʙఈޱ

1�11
ϩΫϩ成ܗ
ϔϥ੾Γޙφσ 1�:38�2 փന 1� લ൒لੈ � 2�

� � ᶍτϨ ౔࣭ࢣ
౔ث ࡼ � � � ԑʙఈޱ

2��
ϩΫϩ成ܗ
ϔϥ੾Γ 1�:38�2 փന 1� લ൒لੈ � 2�

8 � ᶃτϨ ౔࣭ࢣ
౔ث 小ࡼ � � ��2 ఈ 1�� ϩΫϩ成ܗ

ϔϥ੾Γ
֎ �2��:��2 փԫ ,
಺ �1�:3��2 փԫ 1� ʙ 1� لੈ � �

� � ᶆτϨ ౔ثࢣ ഋ � � � ഁย 1�:38�2 փന ୅ݹ � 2�
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表 12　Ҩ෺࡯؍ද（�）　調査区ᶈ・⑨ Ҩߏग़౔౔ث・ಃ࣓ث
報告
/P�

औ্
/P� 遺構 調査区 

グリッド 層位 種別 器種
ଌ஋（ᶲ）ܭ

遺ଘ౓ 調整 ･ 文༷等 色　　調 時　期 උ　　考 ඃ೤ 挿図 写真 
図版口ܘ 器ߴ ఈܘ

38 1 土坑
17 ⑨ $F4 - 3 1 層 瓦質 

土器 ߳࿍
大࠷
ܘ
9�6

3�8 0�3 体下൒
1/6

खづくͶ成形
外 � ॎϔラミガΩ ･ ޫ୔

外 �7�5:2/2 Φリーϒ黒 
内 �10:36/2 փԫ׊ 体外 �1 ৚の௜線 �

34

24

39B
39C 1・4

土坑
21・
26

⑨ $G・$H 1・4
層 越前 擂鉢 � � � 口ԑ～

ఈ
内ɿ෯ 2�0DN8 ৚一୯位
のԷ໨ 5:2/1 黒 越前Ⅴ - 3 期（16 世紀

後༿） ఈ内ɿຎ໓著しい � 23

40 3 土坑
26 ⑨ $H3 - 3 11 層 青花 ࿸ � � �

体
1/10

より小
さい

外 � 不໌文༷
見込み � ք線 ଻ �7�5(:8/1 ໌྘փ 16 世紀末～ 17 世紀ॳ

頭 �

17
41 6 土坑

26 ⑨ $H2 - 3 青花 ࿸ � � 4�4 ఈ 3/4
見込み � 二ॏք線 , 団華
文 , ୆外ߴ � 二ॏ平行線 ,
୆内ߴ � 二ॏք線 , 「長໋
෌貴」

଻ �5#7/ ໌青փ 16 世紀 ԑ辺શ周ଧܽき �

42 12 土坑
26 ⑨ $H3 - 3 7 層 瀬戸 

美濃 ࡼؙ 11 2�6 6�8 1/4 内外 � փᬵ ଻ �7�5:7/2 փ白 大窯第 2 ஈ֊（1530
～ 1560 年ࠒ）

ఈ外 � 直ܘ 4㎝෯ 0�9㎝
のྠトチン付ண �

43 8 土坑
26 ⑨ $H 珠洲 甕 � � � 破片

外 � 平行ୟき
内 � ແ文あて۩ 
ւ໖骨਑

外 �7�5:6/1 փ 
内 �/5/ փ

珠洲Ⅳ～Ⅴ期（14 世
紀～ 15 世紀前൒） 外 � ややຏ໓ �

20
44 11 土坑

26 ⑨ $H4 - 3 珠洲 甕 � � � 破片
外 � 平行ୟき
内 � ແ文あて۩ 
ւ໖骨਑

/5/ փ 珠洲Ⅳ～Ⅴ期（14 世
紀～ 15 世紀前൒）

外 � ଻土カϒリ
内外 � ഗ付ண 有

45 5 土坑
26 ⑨ $H 珠洲 片口鉢 � � � 口ԑ Է໨ 

ւ໖骨਑ 5:6/1 փ 珠洲Ⅲ～Ⅳ期（13 世
紀後൒～ 14 世紀） � 21

46 10 土坑
26 ⑨ $H3 - 3 7 層 越前 擂鉢 � � � 口ԑ 外 �2�5:6/2 փԫ 

内 �5:7/1 փ白 � 23

47 1 土坑
12 ⑨ $G2 - 1 1 層 珠洲 大甕 � � 18 3/4

外 � 平行ୟき , 内 � ແ文
あて۩後ࣼめφσ ･ ԣφ
σ , ੾り཭し後φσ

外 �4/ փ 
内 �6/ փ 珠洲Ⅲ期（13世紀後൒）埋設 � 35

18
19
20

48 2 土坑
14 ⑨ #C4 - 4 土師質 

土器 ֖ 14 4�5
大࠷
ܘ

17�3
4/5

ϩΫϩ成形 , 体外 � ӈճ
సϔラケζリ , 口ԑ内外 �
ϩΫϩφσ , ఠみ � ケζ
リμγ

10:38/3 ઙԫ橙 近世後期～近代ॳ頭 骨蔵器֖ , ఠみܽଛ �
34 25

49 1 土坑
14 ⑨ #C4�4 土師質 

土器 壺
大࠷
ܘ

19�0
23�5 12 3/4 ϩΫϩ成形 , 体外 � ճࠨ

సϔラケζリ 7�5:38/4 ઙԫ橙 近世後期～近代ॳ頭
骨蔵器壺 , 器นをケζ
リബく࢓上͛る
ఈ外 � 不໌๽書

�

50 12 井戸 4 ⑨ $H5 - 1 1 層 白磁 ୺൓ࡼ 11�7 � � 口ԑ
1/7 /8/ փ白 ࡼ E 群（15 世紀後൒

～ 16 世紀） 井戸掘方埋土 �

36

1751 23 井戸 4 ⑨ $H5 - 1 2 層 青花 ࿸ � � 4�9 ୆ߴ
見込み � 二ॏք線 , 濃い
ਢのԴ୮文ޖ , ୆内ߴ �
二ॏք線 ･ ໏「大໌年଄」

/8/ փ白 ࿸ E 群（16 世紀後൒） ԑ辺શ周ଧܽき �

52 20 井戸 4 ⑨ $H5 - 1 1 層 瀬戸 
美濃 ࡼؙ AB 10�5 2�5 6�4 口ԑ～

ఈ 1/6 内外 � փᬵ , 内 � 文ࠁ 10:7/2 փ白 大窯第 2 ஈ֊前൒
（1530 ～ 1550 年ࠒ） ష付ߴ୆ �

53 30 井戸 4 ⑨ $H 珠洲 壺 5 種 � � � 破片 外 � 平行ୟき , 内 � ແ文
あて۩ 2�5:6/1 ԫփ にϔラ描き窯ҹݞ � 18

54 25 井戸 4 ⑨ $H4 - 1 2 層 珠洲 片口鉢 32�5 � �
口ԑ
～体
1/12

Է໨ 
ւ໖骨਑ 10:37/4 にͿいԫ橙 珠洲Ⅳ期（14 世紀） 井戸掘方埋土

内外 � ഗ付ண 有 21

55B
55C

27・
28 井戸 4 ⑨ $H5 - 1 3 層 越前 壺 � � 10 ఈ 1/6 内 � 指頭ࠟ , ఈ内 � ണ落

外 � 上൒ /1�5/ 黒 , 
下൒ /4/ փ白 
内 �5:34/2 փ׊色

ඃ೤ , ഗ付ண 有

2256 36 井戸 4 ⑨ $H 越前 甕 � � � 破片 外 � スμレ状ୟき 外 �7�5:36/3 にͿい׊色 
内 �10:36/3 にͿいԫ橙 �

57 10 
1

井戸 4 
井戸 5 ⑨ $H5 - 1 越前 甕 � � � 破片 外 �5:32/4  色׊੺҉ۃ

内 �5:4/4 ҉Φリーϒ色
内 � 自然ᬵ ･ ߱りもの
付ண , 土坑 13・19 と
溝 3 に同一ݸ体

�

58 18 井戸 4 ⑨ $H5 - 1 1 層 越前 擂鉢 35�8 11�2 17�2 口ԑ～
ఈ 1/5

外下୺ � φσπケ , 内 �
෯ 2�5㎝ 9 ৚一୯位のԷ
໨

2�5:8/1 փ白 越前Ⅴ - 3 期（16 世紀
後൒）

ഗ付ண , 体内上൒ � 一
部Ṟ落 有

23
59 31 井戸 4 ⑨ $H 越前 擂鉢 � � � 破片 内 � ෯ 2�6㎝ 11 ৚一୯位

のԷ໨ 10:37/2 にͿいԫ橙 越前Ⅴ - 3 期（16 世紀
後൒） �

60 32 井戸 4 ⑨ $H 土師質
土器 ࡼ 11�3 � � 口ԑ～

ఈ 1/6
ϩΫϩ成形
ճసϔラ੾りࠨ 10:38/2 փ白 古代 内外 � ഗ付ண 有 24

61 34 井戸 4 ⑨ $H 土師器 小甕 � � 7 ఈ 3/5 ӈճసࢳ੾り 7�5:38/4 ઙԫ橙 中世 � 25

62 19 
20 井戸 5 ⑨ $G 珠洲 瓶子 � � � 体 1/9 ϩΫϩ成形

外ݞ �2 ஈのᷱ描೾状文
外 �/3/ ҉փ 
内 �5:34/3 にͿい੺׊ 内 � 不໌付ண物 � 18

63 4 井戸 5 ⑨ $G4 - 5 10 層 珠洲 片口鉢 � � � 口ԑ ւ໖骨਑ /5/ փ 珠洲Ⅱ期（13世紀前൒）井戸掘方埋土 �
21

64 23 井戸 5 ⑨ $G 珠洲 片口鉢 � � � 破片 Է໨ 
ւ໖骨਑ 10:37/1 փ白 珠洲Ⅱ～Ⅲ期（13世紀）内 � ഗ付ண 有

65 7 井戸 5 ⑨ $G3 - 5 7 層 土師質
土器 小ࡼ 7 1�8 5 口ԑ～

体 1/4 ϩΫϩ成形 , ճసࢳ੾り 5:37/6 橙 13 ～ 14 世紀 �
24

66 21 井戸 5 ⑨ $G 1 層 土師質
土器 ࡼ � � 8�2 ఈ 1/5 ϩΫϩ成形 , ϔラ੾り後

φσ 10:38/3 ઙԫ橙 14 ～ 15 世紀前൒ 内 � ഗ付ண 有

67 3 井戸 5 ⑨ $G4 - 5 8 層 土師質
土器 ࡼ 12 3 8 口ԑ

3/8
ϩΫϩ成形
෯ڱくγャーϓなϩΫϩ
໨ , ճసࢳ੾り後φσ

7�5:37/6 橙 13 世紀 井戸掘方埋土
内 � ഗ付ண 有

24

68 24 井戸 5 ⑨ $G3 - 5 7 層 土師質
土器 ࡼ 11 3�2 8�2 口ԑ～

ఈ 1/5
ϩΫϩ成形
ճసࢳ੾り

外 �7�5:37/4 にͿい橙 
内 �5:36/6 橙 13 世紀 �

69 1 井戸 6 ⑨ $H5 - 2 3 層 珠洲 片口鉢 � � � 破片 Է໨ 
ւ໖骨਑ /6/ փ 珠洲Ⅱ期（13世紀前൒） � 21

70 14 溝 2 ⑨ DG 青花 ࿸ � � � 破片 外 � 不໌文༷ 10#(7/1 ໌青փ ࿸ $ 群（16 世紀中ࠒ） �

37

17

71 9 溝 2 ⑨ DG1 - 3 青花 ࿸ � � � 破片 外 � 不໌文༷ 10#(7/1 ໌青փ ࿸ $ 群（16 世紀中ࠒ） �

72 1 溝 2 ⑨ DG2 - 3 青花 ࡼ 10�3 2�2 6 1/8 見込 � ք線 , 不໌文༷ 5(7/1 ໌྘փ ࡼ E 群（16 世紀後൒） ୆内ߴ � 四֯  ࿮औり �

73 23 溝 2 ⑨ $G 白磁 ୺൓ࡼ 9�9 � � 口ԑ～
体 1/9 /8/ փ ࡼ E 群（15 世紀後൒

～ 16 世紀） �

74 7 
12 溝 2 ⑨ DG1 - 3 瀬戸 

美濃 ࡼؙ AC � � 6�6 ఈ 4/5 内外 � փᬵ
ఈ内 � ٠花ҹ文 5:7/4 ઙԫ 大窯第 2 ஈ֊後൒

（1540 ～ 1560 年ࠒ） ୆内ߴ � ྠトチンࠟ �

75 24 溝 2 ⑨ DG 珠洲 壺 5 種 � � � 破片
外 � 平行ୟき
内 � ແ文あて۩後
ւ໖骨਑

外 �/6/ փ 
内 �/4/ փ �

18
76 17 溝 2 ⑨ $G 珠洲 壺 3 種 � � � 口ܱ～

ݞ 1/8 /5/ փ �

77 6 溝 2 ⑨ DG2 - 3 珠洲 甕 � � � 破片 外 � 平行ୟき
内 � 指おさえ 5:6/1 փ � 20
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表 13　Ҩ෺࡯؍ද（�）　調査区ᶈ・⑨ Ҩߏ֎ग़౔౔ث・ಃ࣓ث
報告
/P�

औ্
/P� Ҩߏ 調査区 

グリッド ૚Ґ छผ छث
ଌ஋（ᶲ）ܭ

Ҩଘ度 調੔ ŋ 文༷౳ ৭　　調 ظ　࣌ උ　　ߟ ඃ೤ ૠ図 ࣸਅ 
図൛ܘޱ ߴث ఈܘ

�� 11� Ҩߏ֎ ⑨ $K ੨࣓ ࿸ � � � ԑޱ ֎ � ࿇ห文 1�:��2 ΦϦʔϒփ ࿸ # - � ྨ（1� （لੈ �

�8

1�

�8 1� Ҩߏ֎ ⑨ $K� - 2 ੨࣓ ࿸ � � ��2 ఈ ��� ୆಺ߴ � ᬵṞ͗ /8 փന 
୆಺ߴ �1�:3��� ʹͿいԫᒵ 1� لੈ ഗ෇ண �

�� 1�2 Ҩߏ֎ ᶅ 'I ੨࣓ ࿸ � � ��� ఈ 2�� ୆಺ߴ � ᬵṞ͗ 1�:��2 ΦϦʔϒփ 1� لੈ 断面 � ഗ෇ண ༗

1�� 1�� Ҩߏ֎ ⑨ $E ੨࣓ ંԑࡼ 12�� � � ԑޱ ಺ � ࿇Ֆ文 �(:��1 明ΦϦʔϒփ 1� ຤ʙلੈ 1� લلੈ
൒ �

1�1 1� Ҩߏ֎ ⑨ $K� - � ന࣓ ࡼ � � � ఈ 2��
ఈ֎ � ແᬵ ŋ ճసϔϥ
έζϦ
Έࠐݟ � ֢Ֆ文

֎ �1�:��1 փന 
ఈ �2��:��1 փന 12 ʙ 1� لੈ �

1�2 8 Ҩߏ֎ ⑨ $E ന࣓ ਎ࢠ߹ � � ��� ఈ ��� ఈ֎ � ແᬵ・ճసϔϥ
έζϦ 1�:38�1 փന 1� ࠒلੈ �

1�� 11� Ҩߏ֎ ⑨ $K தࠃ ఱ໨࿸ 11�� � � ԑޱ
1�� 1�:31���1 ࠇ �

1�� 1�� Ҩߏ֎ ⑨ #K� - 1 �C ੉ށ 
ඒೱ

ఱ໨ 
஡࿸ 12�� � �

ԑޱ
ʙମ
1�12

֎Լ୺ � ࿐଻ 1�:31���1 ࠇ & େ༼第܈ 1 ஈ֊ 
（1�8� ʙ 1��� 年ࠒ） ͗ܧ࣫ �

1�� �1 Ҩߏ֎ ⑨ $K2 - 2 ށ੉ݹ Ֆළᶘ � � � ᰍԼ
2��

ϩΫϩφσ
֎ � փᬵ

֎ ����:��� ΦϦʔϒԫ
಺ �2��:��1 փന ظޙށ੉ݹ �

1�� 1�� Ҩߏ֎ ᶈ %H ށ੉ݹ ߳࿍ 1��� 2�� ��8
ԑޱ
ʙఈ
1�11

ʙମޱ � మᬵ
ఈ � ࿐଻

ԑޱ ��:2�2 ΦϦʔϒࠇ 
ମ �2��:8�2 փന ظޙށ੉ݹ షΓ෇͚ߴ୆ �

1�� � Ҩߏ֎ ⑨ $E चऱ ᆵ 5 छ � � � ഁย ֎ � 平ߦୟ͖
಺ � Ϥίφσ /�� փ चऱᶙʙᶚ1）ظ� لੈ

൒ʙޙ 1� （لੈ �

18

1�8 11� Ҩߏ֎ ⑨ $K चऱ ᆵ 5 छ � � � ഁย ֎ � ҁਿୟ͖
಺ � ແ文͋て۩

֎ �/�� փ 
಺ �/�� փ

चऱᶙʙᶚ1）ظ� لੈ
൒ʙޙ 1� （لੈ �

1�� � Ҩߏ֎ ⑨ $E चऱ ᆵ 3 छ � � � ഁย /�� փന चऱᶘʙᶚ1）ظ� لੈ
ʙ 1� （لੈ �

11� 1� Ҩߏ֎ ⑨ $J� - 1 चऱ ᆵ 3 छ � � 1��� ఈ ��8 ֎ � φσ , ੩ࢳࢭ੾Γ /�� փ चऱᶛ1）ظ� （લ൒لੈ ಺ ŋ ఈ֎ � ഗ෇ண ༗

111 1� Ҩߏ֎ ⑨ #I चऱ ᆵ 3 छ � � ��� ఈ 1�� ֎ � ॎϔϥφσ
੩ࢳࢭ੾Γ

֎ �/�� փ 
಺ �/�� փ

ମ֎ � λʔϧঢ়ͷ
෇ண෺ �

112 � Ҩߏ֎ ⑨ $E� - 2 1 ૚ चऱ ᆵ , छ
ʁ � � 12�� ఈ 1�� ੩ࢳࢭ੾Γޙϔϥφσ 

ւ໖ࠎ਑ �:��1 փ चऱᶙʙᶚ1）ظ� لੈ
൒ʙޙ 1� （لੈ ಺ � ഗ෇ண ༗

11� 1�� Ҩߏ֎ ⑨ #I चऱ ᙈ � � � ԑޱ ֎ � 平ߦୟ͖
಺ � ແ文͋て۩ �:��1 փ ಺ � ഗ෇ண �

2�

11� 1�� Ҩߏ֎ ⑨ #J चऱ ᙈ � � � ഁย
֎ � 平ߦୟ͖
಺ � ແ文͋て۩ 
ւ໖ࠎ਑

1�:��1 փ �

11� 1�8 Ҩߏ֎ ⑨ %G चऱ ᙈ � � � ഁย
֎ � 平ߦୟ͖
಺ � ແ文͋て۩ 
ւ໖ࠎ਑

/�� փ �

11� 1�� Ҩߏ֎ ⑨ $D चऱ ᙈ � � � ഁย
֎ � 平ߦୟ͖
಺ � ແ文͋て۩ 
ւ໖ࠎ਑

/�� փ �

報告
/P�

औ্
/P� 遺構 調査区 

グリッド 層位 種別 器種
ଌ஋（ᶲ）ܭ

遺ଘ౓ 調整 ･ 文༷等 色　　調 時　期 උ　　考 ඃ೤ 挿図 写真 
図版口ܘ 器ߴ ఈܘ

78 3 溝 2 ⑨ $G3 - 3 3 層 珠洲 片口鉢 � � � 口ԑ Է໨ 
ւ໖骨਑ 2�5:6/1 ԫփ 珠洲Ⅳ期（14 世紀） �

37

21
79 13 溝 2 ⑨ $G4 - 3 珠洲 片口鉢 � � � 破片

体下൒ � φσ ･ 指頭ࠟ
内 � ෯ 2�7㎝ 13 ৚一୯位
のԷ໨

2�5:6/1 ԫփ 珠洲Ⅳ期（14 世紀） �

80 10 溝 2 ⑨ $G4 - 3 越前 擂鉢 � � � 破片 内 � ෯ 2㎝ 8 ৚一୯位の
Է໨ 10:37/4 にͿいԫ橙 内 � ഗ付ண 有 23

81 19 溝 2 ⑨ $G 笹神 鉢 � � � 口ԑ खづくͶ 5:34/2
口୺～口内外 � 自然ᬵ ,
口内 � ΰϚ状の߱りも
の付ண

�

24
82 21 溝 2 ⑨ DG 土師質

土器 小ࡼ 8 1�1 6�3 1/6 ӈճసࢳ੾り 5:37/6 橙 14 ～ 15 世紀前൒ �

83 25 溝 2 ⑨ DG 土師質
土器 ࡼ � � 6�1 ఈ 1/3 ӈճసࢳ੾り 7�5:38/4 ઙԫ橙 中世 �

84 2 溝 3 ⑨ $H 瓦器 Ր鉢 � � � 口ԑ 10:37/2 にͿいԫ橙 14 世紀 奈良Ր鉢 , ຏ໓著しい �

85 11 溝 4 ⑨ $D 白磁 ୺൓ࡼ 11�8 � � 口ԑ
1/9 10:8/1 փ白 ࡼ E 群（15 世紀後൒

～ 16 世紀） �

17

86 2 溝 4 ⑨ $D1 - 5 3 層 青磁 ࡼ *1C 9�5 � � 口ԑ
1/6

口ԑ୺部 � 五ห花の一部
の੾込み  
ఈ内 � 平行ᷱ描文

10:6/2 Φリーϒփ 13 世紀末ࠒ �

87 1 溝 4 ⑨ #D5 - 5 1 層 青花 ࿸ � � 5�4 ఈ 1/3
白色ᬵ , ৞付～ߴ୆内 �
ແᬵ , 見込み � ऄノ໨Ṟ
͗ ･ 二ॏք線 ･ ٠花文 ,
体部外面下୺ � 二ॏ線

5:8/1 փ 
଻土 �10:38/4 ઙԫ 㦆भ窯 16 世紀末 ୆ߴり出し࡟ �

88 9 溝 4 ⑨ $D4 - 5 1 層 瀬戸 
美濃 ࡼؙ A 10 2�4 5�7 口ԑ～

ఈ 1/4
口ԑ～ఈ ･ 見込み � ؏ೖ
体外 � ᬵཷり
ճసϔラケζリ

൒ �7�5:6/2 Φリーϒփ 
外下൒ �2�5:7/3 ઙԫ

大窯第 2 ～ 3 ஈ֊ 
（1530 ～ 1590 年ࠒ） �

89 8 溝 4 ⑨ $D5 - 4 2 層 珠洲 壺 3 種 � � � ݞ 1/8 外 �5:5/2 փΦリーϒ
内 �5:7/1 փ白 珠洲Ⅳ期ࠒ（14世紀ࠒ）外 � 自然ᬵ � 18

90 3 溝 4 ⑨ $D5 - 4 1 層 珠洲 甕 � � � 破片
外 � 平行ୟき , 内 � ແ文
あて۩ 
ւ໖骨਑

2�5:6/1 ԫփ � 20

91 7 溝 4 ⑨ $D1 - 5 2 層 越前 擂鉢 � � 14�8 体～ఈ
1/4

体外 � 指頭ࠟ , 内 � Է໨ ,
ఈ外 � φσ

外 �5:6/2 փΦリーϒ 
内 �2�5:7/3 ઙԫ

越前Ⅳ - 3 期（15 世紀
後൒～ 16 世紀）

内 � ຏ໓著しい , ഗ付
ண 有 23

92 1 溝 5 ⑨ DD1 - 5 青花 ࡼ � � 8 ఈ 1/6
৞付 � ແᬵ ･ ࠭付ண , 見
込み � 花文ʁޖਢ , ୆ߴ
内 � ໏「ↇ」ޖਢ

5#(7/1 ໌青փ #2 群ຢは ' 群  �
17

93 2 溝 5 ⑨ DD1 - 5 瀬戸 
美濃 ࡼؙ AB 12�4 2�7 8�5 口ԑ～

ఈ 1/8
৞付 � ແᬵ , 口ԑ～ఈ �
؏ೖ , 内 � 文ࠁ ･ 二ॏք
線

5:8/2 փ白 大窯第 2 ஈ֊前൒ 
（1530 ～ 1550 年ࠒ） �

94 1 ピット
1 ⑥ DF5 - 5 1 層 越前 甕 � � � 体上

1/9 ϩΫϩ成形 外 �2�5:6/2 փԫ 
内 �7�5:36/3 にͿい׊

越前Ⅳ - 3 期（15 世紀
後൒） 外ݞ � ϔラ描き窯ҹ � 22

95 2 ピット
9 ⑨ $F4 - 5 土師器 ࿶ 11�9 4�5 5�1 口ԑ～

ఈ 2/3 ӈճసࢳ੾リ 5:36/8 橙 9 紀世末～ 10 紀世ॳ 体外 � ๽書「ኛ」 �
25

96 1 ピット
9 ⑨ $F4 - 5 土師器 ࿶ 11 4 5�5 口ԑ～

ఈ 3/4 ӈճసࢳ੾リ 7�5:36/8 橙 9 紀世末～ 10 紀世ॳ �
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表 14ɹҨ෺࡯؍දʢ6ʣɹ໦੡඼ʢ1ʣ

表 15　Ҩ෺࡯؍ද（�）　໦੡඼（2）
掲載
/0�

औ上
/P� 遺　構 調査区 

グリッド 層位 種別 器 種
計測஋

遺ଘ౓ 木औり 時 期 උ　　考 挿図 写真 
図版長さ（㎝） ෯（㎝） （㎝）ܘ

149 11 井戸 6 ⑨ $H5 - 2 3 層 ৯事۩ ṟ 16�6 0�5 0�4 3/4 以上 ຝ໨ 中世 ྆୺ܽ۩

41 26150 30 井戸 6 ⑨ $H5 - 2 3 層 ৯事۩ ṟ 12�9 0�6 0�6 2/3 以上 ຝ໨ 中世 ྆୺ܽ

151 18 井戸 6 ⑨ $H5 - 2 3 層 ৯事۩ ṟ 13�6 0�5 0�4 2/3 以上 ຝ໨ 中世 ઌ୺アリ

掲載
/0�

औ上
/P� 遺　構 調査区 

グリッド 層位 種別 器 種
計測஋

遺ଘ౓ 木औり 時 期 උ　　考 挿図 写真 
図版口ܘ（㎝） 器ߴ（㎝） ఈܘ（㎝）

148 28 井戸 6 ⑨ $H5 - 2 3 層 ༰器 ࣫器小ࡼ 9�0 1�3 6�0 1/2 ԣ地ຝ໨ 13 ～ 14 世紀 内外ɿ黒色࣫ 41 26

報告
/P�

औ্
/P� Ҩߏ 調査区 

グリッド ૚Ґ छผ छث
ଌ஋（ᶲ）ܭ

Ҩଘ度 調੔ ŋ 文༷౳ ৭　　調 ظ　࣌ උ　　ߟ ඃ೤ ૠ図 ࣸਅ 
図൛ܘޱ ߴث ఈܘ

11� � Ҩߏ֎ ⑨ $E� - 2 1 ૚ चऱ ยുޱ � � � ԑޱ ಺ � Է໨ 
ւ໖ࠎ਑

֎ ��:��2 փΦϦʔϒ 
಺ �1�:3��� ʹͿいԫ׊ चऱᶙ1）ظ� （൒ޙلੈ �

�8 21

118 1�� Ҩߏ֎ ⑨ $I चऱ ยുޱ � � � ԑޱ /�� փ �

11� 1�1 Ҩߏ֎ ⑨ #J चऱ ยുޱ 2� � �
ԑޱ
ʙମ
1�1�

֎ �/�� փ 
಺ �/�� փ �

12� 2� Ҩߏ֎ ⑨ $K� - 2 चऱ ยുޱ � � 1� ఈ 1��
಺ � Է໨
֎ � ਂいࢦ಄ࠟ 2 ϱॴ
੩ࢳࢭ੾Γ

�:��1 փ चऱᶚʙᶛ1）ظ� ʙ 1�
（લ൒لੈ

಺֎ � λʔϧঢ়ͷ
෇ண෺ , ಺ � εϨ �

121 12 
82 Ҩߏ֎ ⑨ $K� - 2 ӽલ େᙈ � � �

ԑޱ
ʙݞ
1�1�

֎ �2��:3��1 ҉੺փ 
಺্൒ ��:��2 ΦϦʔϒࠇ 
಺Լ൒ �2��:3��1 ҉੺փ

ӽલᶛ - 1 �1）ظ لੈ
લ൒）

಺ޱ୺ʙޱ ŋ ݞ
֎ � ΰϚঢ়ࣗવᬵ・
߱Γもͷ෇ண

�

��

22

122 1�� Ҩߏ֎ ⑨ $I ӽલ ᙈ � � � ԑޱ ϩΫϩφσ
� ԑޱ �2��:3��� ҉੺׊ 
֎ �2��:3��� ҉੺׊ 
಺ �2��:3��� ʹͿい੺׊

ӽલᶙ - 2 �1）ظ لੈ
લ൒） / ԑޱঢ়ࣈ ༗

12� �� Ҩߏ֎ ⑨ $K2 - 2 ӽલ ᙈ � � � ԑޱ ֎ ��:��� ҉ΦϦʔϒ 
಺ ��:3��� ҉੺

ӽલᶛ - � �1）ظ لੈ
（൒ޙ

֎୺ʙޱ � ࣗવᬵ
ŋ ߱Γもͷ෇ண �

12� �� 
�8 Ҩߏ֎ ⑨ $K2 - 2 ӽલ ᙈ � � � ഁย ֎ � ൘ঢ়޻۩ͷॎ࡟Γ

಺ � ԣφσ
֎ ��:3��2 ҉੺׊ 
಺ ��:3��� ҉੺׊

ӽલᶚ - � ʙᶛ1）ظ�
൒ʙޙلੈ 1� （لੈ �

12� �� 
1�� Ҩߏ֎ ⑨ $K1 - 2 ӽલ ᙈ � � 1��� ʙఈࠊ

1�� ੩ࢳࢭ੾Γ ֎ �1�:3���  ׊҉
֎্ʙ಺ ����:��� ҉ΦϦʔϒ

಺ʙఈ � ࣗવᬵ ŋ
߱Γもͷ෇ண ༗

12� 1� Ҩߏ֎ ⑨ $K� - � ӽલ ᙈ � � 2��� ʙఈࠊ
1�1�

಺ � ࣗવᬵ 
੩ࢳࢭ੾Γ

֎ �/�� փന 
಺্൒ �2��:3��� ʹͿい੺׊ 
಺Լ൒ �/�� փന

ӽલᶚ - � ʙᶛ1）ظ�
൒ʙޙلੈ 1� （لੈ �

12� 1�� Ҩߏ֎ ⑨ $D ද౔ ӽલ ു � � � ԑޱ ޱ � φσ
಺ � Րόω

֎ ��:3��� ʹͿい੺׊ 
಺ ����:3��� ʹͿい׊ ༗

2�

128 �� 
�� Ҩߏ֎ ⑨ $K1 - 2 ӽલ Ꭼു ���� � � ԑޱ

1��
ޱ � φσ , ಺ � ෯ 2��ᶲ
� ৚Ұ୯ҐͷԷ໨ �:3��� ᒵ ӽલᶛ1）ظ� （لੈ ಺֎ � ഗ෇ண

ԑ಺ޱ � ຎ໓ ༗

12� 11� Ҩߏ֎ ⑨ $K �B ӽલ Ꭼു 2� � � ԑޱ
1��

಺ � ෯ 2�8ᶲ 11 ৚Ұ
୯ҐͷԷ໨ 2��:3��� ᒵ ӽલᶛ1）ظ� （لੈ

̔Ūƀƃŧ（ࣼ面） 
಺֎ � ഗ෇ண
ԑ಺ޱ � ຎ໓

༗

1�� 11 Ҩߏ֎ ⑨ $K� - 2 ӽલ Ꭼു ���2 � � ԑޱ
1�1�

಺ � ෯ ��1ᶲ 11 ৚Ұ
୯ҐͷԷ໨

֎্ ��:��1 փ 
֎Լ ��:3��1  ׊ࠇ
಺ ��:��1 փ

ӽલᶛ1）ظ� （لੈ ମ֎ � ࣗવᬵ
ԑ಺ޱ � ຎ໓ ༗

1�1 2� Ҩߏ֎ ⑨ $K� - 1 ӽલ Ꭼു � � � ԑޱ ಺ � ෯ 2��ᶲ 11 ৚Ұ
୯ҐͷԷ໨

֎Լ ����:3��� ʹͿい׊ 
֎্ʙ಺ �2��: փԫ ӽલᶛ1）ظ� （لੈ ԑ಺ޱ � ຎ໓ �

1�2 1�8 Ҩߏ֎ ⑨ $G ӽલ Ꭼു � � � ԑޱ Է໨
֎্ ����:3��� ʹͿい׊ 
֎Լ ��:3��� ʹͿい੺׊ 
಺ ����:3��� ʹͿい׊

ԑ಺ޱ � ຎ໓ �

1�� 1�� Ҩߏ֎ ⑨ $F ثנ Ꭼു � � � ԑޱ ಺ � ෯ 2ᶲ � ৚Ұ୯Ґ
ͷԷ໨

֎্ ����:��1 ԫփ 
֎Լ ��:��1 փ 
಺ �2��:��1 ԫփ

֎ � ඃ೤ʹΑるՐ
όω ༗

2�

1�� 1�� Ҩߏ֎ ᶈ ثנ Րു � � � ഁย ԣҐ平ߦ௜ઢؒʹॎҐ
ͷࠁ文༷ � ஈ ֎ �/�� փ �

1�� 1�� Ҩߏ֎ ᶈ ثנ ෩࿍ � � 1��2 ఈ
1�1�

֎ � ԣҐϔϥϛΨΩ ŋ
୔ޫࠇ
ఈ � ϛΨΩ

֎ �/�� փ 
಺ �/�� փ 
ఈ֎ �1�:3��1 փ 
ఈ಺ �/�� փ

�

1�� 12� Ҩߏ֎ ⑨ $J ౔࣭ࢣ
౔ث ࡼ 12�8 � � ԑʙޱ

ମ 1�8 ϩΫϩ成ܗ 1�:38�2 փന தੈ ֎ � ഗ෇ண ༗

1�� 2 Ҩߏ֎ ⑨ $E� - 2 ౔࣭ࢣ
౔ث 小ࡼ ��� 1�� ��� ܗ׬ ϩΫϩ成ܗ

ϔϥ੾Γޙφσ �:3��8 ᒵ 1� ʙ 1� લ൒لੈ શମʹ࿪Ή �

1�8 1� Ҩߏ֎ ⑨ $E ౔࣭ࢣ
౔ث 小ࡼ � � ��� ఈ 1�� ϩΫϩ成ܗ

ӈճసࢳ੾Γ 1�:3��� 明ԫ׊ தੈ �

��

1�� 1� Ҩߏ֎ ⑨ $E ౔ثࢣ 小ᙈ � � � ఈ 1�� ϩΫϩ成ܗ
ճసࢳ੾Γ 1�:3��� ʹͿいԫᒵ ୅ݹ �

1�� 128 Ҩߏ֎ ⑨ $D ਢثܙ ແ୆ഋ � � ��8 ఈ 2�� ϔϥ੾Γ �:��2 փന 8 ຤ʙلੈ � લ൒لੈ � 2�

1�1 12� Ҩߏ֎ ⑨ #I ౔࣭ࢣ
౔ث ࡼ 11�� � ���

ԑޱ
ʙମ
1�1�

ఈ 1��

ϩΫϩ成ܗ
ϔϥ੾Γ

֎ �1�:38�2 փന 
಺ �1�:38�� ઙԫᒵ 1� ʙ 1� લ൒لੈ � 2�

1�2 12� Ҩߏ֎ ⑨ #I Ūƀƃŧ
1� ਢثܙ ંԑഋ 11�8 � � ԑʙޱ

ମ 1�8 �:��1 փ � લ൒لੈ � 2�

1�� 11 Ҩߏ֎ ⑨ $E ౔࣭ࢣ
౔ث ࡼ 12�� ��2 ��� ԑʙޱ

ఈ
γϟʔϓなϩΫϩ໨
ճసࢳ੾Γ �:3��� ᒵ 1� لੈ ޱ � ഗ෇ண �

2�
1�� � Ҩߏ֎ ⑨ $E ౔࣭ࢣ

౔ث ᆵ 11�� � � ԑޱ
1�� �:3��� ᒵ தੈ �

1�� 12� Ҩߏ֎ ⑨ #I Ūƀƃŧ
1� ౔ثࢣ ௕಑ᙈ 2� � �

ԑޱ
ʙମ
1�1�

ԣφσɼޱԑ୺ � πϚ
ϛΞή

֎ ��:3��� ʹͿいᒵ 
಺ �1�:3��� ʹͿいԫᒵ ୅ݹ ϩΫϩͷࠟݦஶ �

2�1�� 1�1 Ҩߏ֎ ⑨ $J ౔ثࢣ ࠋ � � 11�� ମʙఈ
1��

ϔϥφσɼճసࢳ੾Γ ,
޸ � Օॴ �:3��� ᒵ ୅ݹ �

1�� 12� Ҩߏ֎ ⑨ $G ౔ثࢣ ು �2�8 � � ԑʙޱ
ମ

ϩΫϩφσ
ମ֎ � 平ߦୟ͖ ���:3��� ᒵ ୅ݹ �
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表 16　Ҩ෺࡯؍ද（8）　໦੡඼（�）

表 17　Ҩ෺࡯؍ද（�）　ۚଐ੡඼（1）

表 18　Ҩ෺࡯؍ද（1�）　ۚଐ੡඼（2）

表 1�　Ҩ෺࡯؍ද（11）　ۚଐ੡඼（�）

掲載
/0�

औ上
/P� 遺　構 調査区 

グリッド 層位 種別 器 種
計測஋

遺ଘ౓ 木औり 時 期 උ　　考 挿図 写真 
図版長さ（㎝） ෯（㎝） 厚さ（㎝）

152 14 井戸 5 ⑨ $G3 - 5 7 層 ༰器 物ఈ൘ۂ ਪ定直ܘ 
24�3 � 0�8 1/4 ຝ໨ 中世

෗৯著しい

41 26

153 14 井戸 6 ⑨ $H5 - 2 3 層 ༰器 物ఈ൘ۂ ਪ定直ܘ 
26�0 � 0�8 1/6 ຝ໨ 中世

154 26 井戸 6 ⑨ $H5 - 2 3 層 ༰器 物ఈ൘ۂ 15�4 � 0�5 1/5 ຝ໨ 中世

155 15 井戸 6 ⑨ $H5 - 2 3 層 ༰器 物ఈ൘ۂ ਪ定直ܘ 
24�0 � 0�6 1/3 ຝ໨ 中世

Ճࠟ޻

156 16 井戸 6 ⑨ $H5 - 2 3 層 ৯事۩ ંෑఈ൘ 21�6 9�0 0�5 ຝ໨ 中世
Ճࠟ޻
2 か所に木ఝ࢒

157 23 井戸 6 ⑨ $H5 - 2 3 層 Ճ޻材 ൘状木製品 24�1 4�3 0�6 ຝ໨ 中世
ఝ穴 1 か所 , ະ؏通の木ఝ
ࠟ 4 か所 , Գଆ材ʁ࠶利用

158 6 井戸 6 ⑨ $H5 - 2 3 層 施設材 ൘状木製品 41�5 12�3 2�4 4/5 ຝ໨ 中世
Ճࠟ޻確認できͣ
井戸ଆ材ʁ

159 8 井戸 6 ⑨ $H5 - 2 3 層 Ճ޻材 ๮状木製品 形׬ 3�8 4�1 58�6 中世
ਊڈりミカン割材
一部थൽ࢒

掲載
/0�

औ上
/P� 遺構 調査区

グリッド 層位 種別 器 種
計測஋

උ　　考 挿図 写真
図版長さ（㎝） ෯（㎝） 厚さ（㎝） ॏྔ（H）

160 � 土坑 26 ⑨ $H మ製品 ౛子 （6�8） 1�5 0�4 11�7

42 27161 8 井戸 3 ③ (I1 - 4 8 層 మ製品 ౛子 （5�6） 1�8 0�3 17�13 ୺ܽଛ྆ܪ

162 120 遺構外 ⑨ $K మ製品 ౛ （6�4） 2�6 0�8 61�73

掲載
/0�

औ上
/P� 遺構 調査区

グリッド 層位 種別 器 種
計測஋

උ　　考 挿図 写真
図版長さ（㎝）

෯（㎝） 厚さ（㎝）
ॏྔ（H）

਎ ܪ ਎ ܪ

163 14 井戸 2 ③ (I2 - 1 2 層 మ製品 ᭲ވأ （7�8） 10�1 0�5 10�5 0�7 15�27
42 27

164 � 遺構外 ③ (I మ製品 మ᭲ （9�1） 1�5 0�5 1�2 0�5 7�42 ༄༿ܥ , ྆୺ܽଛ

掲載
/0�

औ上
/P� 遺構 調査区

グリッド 層位 種別 器 種
計測஋

උ　　考 挿図 写真
図版長さ（㎝）

෯（㎝） 厚さ（㎝）
ॏྔ（H）

਎ 頭部 ਎ 頭部

165 � 遺構外 ⑨ $G మ製品 ࿨ఝ 4�9 0�4 0�9 0�3 1�1 3�63 形׬

42 27

166 17 井戸 2 ③ (H2 - 5 2 層 మ製品 ࿨ఝ （3�6） 0�6 0�3 0�6 6�14 ઌંଛ

167 � 遺構外 ⑨ #C మ製品 ࿨ఝ 8�5 0�6 1�5 0�6 12�72 形׬

168 � 土坑 12 ⑨ $G 1 層 మ製品 ࿨ఝ 6�6 0�5 1�1 0�5 10�81 形׬ , 頭部状ଶḊ著しい

169 � 土坑 19 ⑨ $H మ製品 ࿨ఝ （6�2） 0�7 0�7 7�12 頭ܽଛ

170 9   井戸 3　 ③ (I1 - 4 8 層 మ製品 ࿨ఝ （8�1） 0�5 0�7 0�5 5�6 頭・ઌ୺ܽଛ

171 78 遺構外 ⑨ #K5 - 2 మ製品 ࿨ఝ （7�3） 1�0 1�1 1�0 10�56 頭・ઌ୺ܽଛ

172 � 遺構外 ⑨ $K మ製品 ࿨ఝ （10�4） 1�4 2�0 1�4 42�86 頭・ઌ୺ܽଛ

173 76 遺構外 ⑨ $K1 - 2 మ製品 ࿨ఝ （12�7） 1�0 1�7 1�0 31�76 頭・ઌ୺ܽଛ

表 2�　Ҩ෺࡯؍ද（12）　ۚଐ੡඼（�）

掲載
/0�

औ上
/P� 遺構 調査区 

グリッド 層位 種別 器 種
計測஋

උ　　考 挿図 写真 
図版口ܘ 

（㎝）
ఈܘ 

（㎝）
 さߴ

（㎝）
ॏྔ 
（H）

174 15 井戸 2 ③ (I2 - 1 2 層 మ製品 ು ਪ定 30�0 	749�73
 ர଄品（่յ）
42 27

175 13 井戸 4 ⑨ $H5 - 1 2 層 మ製品 ು 長4�4 ܘ ୹4�1 ܘ 厚さ 1�3 34�83 湯口

ଘ஋࢒（　）

ଘ஋࢒（　）

ଘ஋࢒（　）
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表 27　Ҩ෺࡯؍ද（1�）　ͦͷଞͷग़౔Ҩ෺
掲載
/0�

औ上
/P� 遺構 調査区

グリッド 層位 種別
計測஋

උ考 挿図 写真
図版長さ（㎝） ෯（㎝）

199 106 遺構外 ⑨ $K2 - 2 小ࡳ 2�8 1�6 黒色࣫ , 小片 2 点 43 27

表 21　Ҩ෺࡯؍ද（1�）　ۚଐ੡඼（�）

表 22　Ҩ෺࡯؍ද（1�）　ۚଐ੡඼（�）

表 23　Ҩ෺࡯؍ද（1�）　ۚଐ੡඼（�）

掲載
/0�

औ上
/P� 遺構 調査区 

グリッド 層位 種別 器 種
計測஋

උ　　考 挿図 写真 
図版長さ 

（㎝）
෯ 

（㎝）
厚さ 

（㎝）
ॏྔ 
（H）

176 � 土坑 19 ⑨ $H మ製品 ௏番 （4�2） 1�1 0�2 3�79

42 27

177 27 井戸 3 ③ (I1 - 4 11 層 మ製品 ᭬ （8�2） 1�2 0�6 31�73 片ܽ٭ଛ

178 34 井戸 2 ③ (I2 - 1 9 層 మ製品 ۩金ࢭ （2�7） 1�0 0�3 14�83

179 � 溝 7 ⑨ $F・$G 1 層 మ製品 引ख金۩ （3�2） 0�6 0�7 7�68 ൒分ܽଛ

180 � 溝 4･5 ⑨ $D మ製品 ᭯ （3�9） 1�5 
頭 1�8

1�5 
頭 1�9 27�13

181 � 溝 3 ⑨ $H మ製品 ൘状మ製品 （6�9） 1�1 0�4 10�19

182 � 溝 3 ⑨ $H మ製品 ൘状మ製品 （9�5） 1�2 0�7 54�42

183 � 遺構外 ⑨ $K మ製品 用్不໌ؙٿ 2�2 ܘ ୹1�8 ܘ 1�9 10�22

184 � 遺構外 ⑨ DK మ製品 用్不໌ؙٿ 2�2 ܘ ୹2�1 ܘ 2�2 10�56

掲載
/0�

औ上
/P� 遺構  調査区 

グリッド 層位 種別 器 種
計測஋

උ　　考 挿図 写真 
図版口ܘ 

（㎝）
ఈܘ 

（㎝）
 さߴ

（㎝）
ॏྔ 
（H）

185 40 遺構外 ⑨ $K3 - 2 青銅製品 花瓶 	6�4
 6�0 	3�0
 60�24
42 27

186 1 遺構外 ⑨ #D5 - 4 青銅製品 ֖ 	2�5
 36�57 ఠみ付二器

掲載
/0�

औ上
/P� 遺構 調査区 

グリッド 層位 種別 器 種
計測஋

උ　　考 挿図 写真 
図版ߴさ 

（ᶱ）
෯ 

（ᶱ）
Ԟ行 

（ᶱ）
ॏྔ 
（H）

187 1 遺構外 ⑨ $E3 - 2 青銅製品 観音立像 ૯ߴ 74�58 
像68�25 ߴ 18�36 18�02 57�64 42 巻頭

表 24　Ҩ෺࡯؍ද（1�）　મ՟
掲載
/0�

औ上
/P� 遺構 調査区 

グリッド 層位 種別 銭種 ॳர年
計測஋

書体 උ考 挿図 写真
図版外ܘ（㎝） ἥܘ（㎝） 厚さ（㎝） ॏྔ（H）

188 2 井戸 5 ⑨ $G4 - 5 2 層 銭貨 元๛通ሟ 1078 年（北૙） 2�5 0�64 0�13 3�05 ᝰ書体

42 27

189 1 土坑 7 ③ 'I5 - 1 1 層 銭貨 元๛通ሟ 1078 年（北૙） 2�4 0�60 0�13 2�32 ᝰ書体

190 2 土坑 7 ③ 'I5 - 1 1 層 銭貨 ૙通ሟߖ 1039 年（北૙） 2�4 0�75 0�13 2�32 ᝰ書体

191 1 土坑 19 ⑨ $H 銭貨 元ූ通ሟ 1098 年（北૙） 2�4 0�70 0�13 2�14 ᝰ書体

192 � 遺構外 ⑨ DK 銭貨 Ӭָ通ሟ 1408 年（໌） 2�5 0�60 0�13 3�38 真書体

表 25　Ҩ෺࡯؍ද（1�）　஁໶ؔ࿈Ҩ෺（1）

表 26　Ҩ෺࡯؍ද（18）　஁໶ؔ࿈Ҩ෺（2）

掲載
/0�

औ上
/P� 遺構 調査区 

グリッド 層位 種別
計測஋

උ考 挿図 写真
図版長さ（㎝） ෯（㎝） 厚さ（㎝） ॏྔ（H）

193 8 井戸 2 ③ (H1 - 5 3 層 ࿶形ᕥ 6�3 5�1 3�1 111�69

43 27
194 10 井戸 3 ③ (H1 - 4 8 層 ࿶形ᕥ 5�3 3�5 3�0 69�74

195 � 溝 2 ⑨ DG మᕥ 6�9 4�3 1�6 43�22

196 36 井戸 2 ③ (I2 - 1 4 層 మᕥ 7�4 4�4 2�7 133�29 మմʁ

掲載
/0�

औ上
/P� 遺構 調査区 

グリッド 層位 器種
計測஋

උ考 挿図 写真
図版長さ（㎝） 大෯（㎝）࠷ 通෩ܘ޸（㎝）

197 � 遺構外 ⑨ $E Ӌ口 （3�5） 7�6 2�0 ઌ୺λール付ண
43 27

198 12 遺構外 ⑨ DG Ӌ口 （8�2） 10�0 2�0 ～ 2�2 ઌ୺λール付ண

ଘ஋࢒（　）

ଘ஋࢒（　）
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表 28　Ҩ෺࡯؍ද（2�）　ੴ੡඼（1）

表 2�　Ҩ෺࡯؍ද（21）　ੴ੡඼（2）

掲載
/0�

औ上
/P� 遺　構 調査区 

グリッド 上・下
計測஋

ճస方向 分ը数 石 材 උ　考 ඃ೤ 挿図 図版
ܘ 	㎝ 
 さߴ 	㎝ 
 ॏྔ 	LH


200 14・15
�

井戸４
溝 2

⑨ $H5 - 1 
⑨ $G･DG 上臼 30�0 9�2 8�16 ൓時計ճり ６ʁ 花ቋؠ 有

44

28

201 1・2・3・7・
9 井戸４ ⑨ $H5 - 1 上臼 30�0 13�2 9�25 ൓時計ճり ６ʁ 花ቋؠ 有

202 17 井戸４ ⑨ $H5 - 1 上臼 29�2 10�3 4�64 ൓時計ճり ʁ 花ቋؠ 有

203 26 井戸４ ⑨ $H5 - 1 下臼 31�4 6�7 3�54 � ʁ 花ቋؠ 有

204 4 溝４ ⑨ $D1 - 5 下臼 28�6 8�2 9�50 � ６ 花ቋؠ 有

205 5・6 溝４ ⑨ $D1 - 5 上臼 30�0 12�0 9�70 ൓時計ճり ̔ʁ 花ቋؠ 有

45
206 62 遺構外 ⑨ $K3 - 2 上臼 	30
 14�2 6�98 ൓時計ճり ʁ 花ቋؠ 有

207 61・73・
89 遺構外 ⑨ $K2 - 2 上臼 28�2 12�6 12�92 ൓時計ճり ６ 花ቋؠ 有

208 63 遺構外 ⑨ $K2 - 2 上臼 27�0 11�0 6�06 ൓時計ճり ６ʁ 花ቋؠ 有

掲載
/0�

औ上
/P� 遺　構 調査区 

グリッド 器 種
計測஋

石　材 උ　　考 ඃ೤ 挿図 図版
長さ 	㎝ 
 ෯ 	㎝ 
 厚さ 	㎝ 
 ॏྔ 	H


209 108 遺構外 ⑨ $K4 - 3 硯 （6�6） 3�7 0�9 16�6 ೪൘ؠ �

46

29

210 20 井戸 2 ③ (H2 - 5 砥石 （4�0） 3�3 0�6 10�1 ทؠ 上͛砥石࢓
౎໐ୌ産ʁژ 有

211 86 遺構外 ⑨ $K1 - 2 砥石 （4�9） 5�0 2�5 82�9 ؠփڽ 在地産。中砥石 �

212 9 遺構外 ⑨ $J2 - 5 砥石 11�3 5�5 3�8 317�5 ྲྀ໲ؠ 中砥石 有

213 37 井戸 4 ⑨ $H5 - 1 砥石 （8�7） 3�8 3�0 101�8 ҆山ؠ 中砥石 有

214 5 井戸 2 ③ (I2 - 1 砥石 （11�9） 4�7 4�8 348�5 ྲྀ໲ؠ 中砥石 有

215 1 遺構外 ⑨ $F4 - 4 砥石 （12�1） 5�6 5�5 441�0 ྲྀ໲ؠ 中砥石 �

216 26 井戸 2 ③ (I2 - 1 砥石 16�3 7�0 6�2 1008�0 ྲྀ໲ؠ 中砥石 �

217 1 土坑 11 ③ 'I1 - 5 砥石 14�8 7�1 3�1 451�5 ྲྀ໲ؠ 中砥石 有

47
218 112 遺構外 ⑨ $K 砥石 （14�5） 10�0 10�1 1762�0 ྲྀ໲ؠ 中砥石 有

219 21 遺構外 ⑨ $K5 - 2 స用砥石 9�0 8�0 1�2 110�0 � 珠洲焼体部片を研࡟۩としてస用 �

220 44 遺構外 ⑨ $K3 - 2 用్不໌ 16�8 12�5 8�3 236�0 ર྘ؠ �

ଘ஋࢒（　）
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ᇹ℁ᇘ　ᐯ໱ᅹܖЎௌ

͸͡Ίʹ

平成 27 年の新発田市教育委員会による五十公野館跡の発掘調査において , 土坑 14 の骨蔵器から人骨がݕ出され

た。本項は͜れらの人類学的調査研究報告である。

ॴ　ݟ

骨片が多数遺ଘする（写真ࢶ片化が著しい頭֖骨・四ࡉ 1・2）。૯ॏྔ 550H である。փ白色から白色の色調を

ఄする破片と黒色をఄする破片がࠞ在する。શて焼成されている人骨とࢥΘれる。四ࢶ長骨片のਵ所にྠ状に૸る

ُ྾がみられる。部位が確認できた頭骨は 部޸ଆ頭骨内ࣖࠨ , ๹骨片ࠨ , , 後頭骨内後頭ོى部片なͲである。体

骨はࢶ四・װ , ௣骨 , ࿤骨 , 四ࢶ長骨 , ख଍の骨なͲશ਎の部位が確認できるが 片化が著しいうえࡉ , , 多くの破片

が変形しているので , ਖ਼確に部位が同定できたのは , ӈߕݞ骨ߕݞᑜ部片 , 上࿹骨遠位部片 骨結અ部片࠱骨׮ࠨ , , 

ӈ大Ḱ骨骨頭部片 ӈක֖骨なͲである。確認された範囲ではॏෳする部位が認められないのでࠨ , , 一ݸ体のՄೳ

性がߴい。成人உ性の一ݸ体の焼骨平ۉॏྔが約 2000H である͜とを考えると , ͜のݸ体がஉ性なら͹ 1/4 ఔ౓

しか遺ଘしていない͜とになる。頭骨片のॏྔは 104H で , 出土骨૯ॏྔにରする割合は 18�9ˋである。成人の৔合 , 

骨૯ॏྔにରする頭骨のॏྔは約 20ˋであるので , 頭骨のྔが著しくগないΘけではない。

年ྸに関しては , ൑断の基準となる部位がগない。上࿹骨の遠位部の骨୺の化骨がऴྃしている͜とから成人ஈ

֊にୡしていた。観察できる頭骨片の๓合において , 内൘・外൘はด࠯していない͜とから࿝年期のՄೳ性は௿い

ものとࢥΘれる。したがって , ͜のݸ体の年ྸは૖年～ख़年（20 ～ 60 。Θれるࢥఔ౓と（࠽

性別に関しては , 焼骨は , 通ৗඃ೤により変形・縮小している͜とから , 性別のਪ定ࠔ೉な৔合が多い。本遺跡

の焼骨は , 性別をਪ定するのに有ޮな形ଶ学的ಛ௃を有する׮骨は破ଛしており , また , ೕ༷ಥىなͲの頭骨で性

ࠩがݦ著な部位もݕ出されていない。したがって形ଶ学的ಛ௃によって性別をਪ定する͜とはࠔ೉である。そ͜で , 

骨の計測σーλを用いて , உঁの骨の大きさのҧいをもとに性別ਪ定をࢼみた。ࠓճ計測Մೳな部位はක֖骨のみ

であったので , ක֖骨の෯を用いた（写真 2）。焼骨は , 一般的にऩ縮するとされている。ݸʑの骨の縮小཰は一定

でなく , ऩ縮཰は報告者によりまちまちであり , 大きさから性別ਪ定には注意を要する。஑田は , 焼成実ݧによる

ऩ縮཰のݕ౼結果を参考に , ଠ҆ᤈཿ墓出土の焼骨の性別をਪ定するࡍに , ऩ縮཰を 3ˋ , 10ˋとԾ定してݕ౼を

Ճえている（஑田 大෯のਪ定஋は࠷ක֖骨のࠨ。（1981 38NN ఔ౓であり , 関東地方現代人ঁ性の平ۉ஋よりも小

さい（成人உ性 45�0NN, 成人ঁ性 40�0NN）が , Ծに 10ˋ縮小していたとしたら , もとの஋は 40NN を௒え , உঁ

の平ۉ஋の中ؒになる。したがって , ͜の஋から性別をਪ定するのはݥةであるが , உ性だったとしたら体格が大

きく , ঁ性なら͹比較的大ฑなݸ体だったとࢥΘれるが , 性別の断定はできない。

࡯　ߟ

ᣡඏ　　焼成による骨の色調変化は , ௿い焼成Թ౓では҉੺色・׊色であるが Թになるにつれて黒色となߴ ,

り 後には白色をଳびるとされている。また࠷ , , 焼成Թ౓が 600ˆまでは骨自体に変化を及΅さないが , 800ˆ前

１　新潟県新発田市五十公野館跡出土人骨の人類学的報告

新潟医療福祉大学

　奈良貴史・佐伯史子
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後で著しく೧స , ऩ縮等の変化がੜじるとされている。骨が白色をଳびる焼成Թ౓は , 4IJQNBO らは 650ˆ以上 , 

/JDIPMTPO は 700 ～ 800ˆ以上（/JDIPMTPO1993）, 平野は 800 から 1000ˆと報告しており（平野 1935）, 報告者によっ

てかなりの෯がある。͜れらのҧいは , 焼成時ؒの長୹なͲの༷ʑな৚݅に影ڹされているとࢥΘれる。本遺跡の

焼骨は , ੜ焼け状ଶのものが観察されないが , 白色・黒色・青色等がࠞ在しており , 色調にΉらが認められるので , 

部位によって焼成Թ౓がҧっていたとࢥΘれる。また , ೈ部の付ணした状ଶで骨が焼かれると , ܹしく変形しࡉか

いُ྾が多数ੜじるが した骨は焼かれても΄とんͲ変形せͣࡽ , , 大きく割れるだけであるという（അ৔ 1986）。

観察した焼骨にはྠ状に૸るُ྾が多数の骨片に観察でき , 変形している破片が多く見受けられる。以上の͜とか

ら , 本遺構から出土した焼骨は 後ࢮ , , ೈ部૊৫がまだ骨を෴っている状ଶで , 焼かれたものとਪ定される。また , 

焼骨にॏෳする部位は確認できなかった͜とから 1 いがߴ体のՄೳ性がݸ , 意図的にᣡඏされたものか , Րࡂ等で

焼ࢮしたものかは確認できない。

रࠎ　　成人உ性の焼骨ॏྔは約 2ᶵ , 成人ঁ性は約 1�3LH とされるが（山口 1983）, 焼骨のॏྔは大෯に͜れ

らを下ճる。一般に焼成した骨はもΖくなるが , 遺跡から出土する焼骨はݻڧな状ଶである͜とが多い。͜の現৅

はߴԹにより༥ղしたແ機質が࠶結থ化するࡍに水と൓応してよりݻڧな構଄に変化し , 有機物をؚ有しないため

ඍੜ物によって෗৯されないとઆ໌がなされている（.BZ 1998）。

本遺構の焼骨は , 色調にはΉらがあるもののいͣれもੜ焼けでない͜とから , 埋૴後にফࣦしたと考えるよりも , 

埋められたか当ॳから現在あるྔしかなかったとਪ定する΄うが֖然性がߴい。骨蔵器に焼骨をೲめるࡍ , す΂て

をऩ骨したのではないとࢥΘれる。

ऩ骨にࡍして , 頭骨をબ୒的にબͿ৔合が知られているが , 頭骨の割合がۃめてߴいΘけではなく , ऩ骨にࡍし

て意図的に頭骨をऩ骨した܏向は認められなかった。また , र骨にさいして第 2 ܱ௣の࣠௣を޴仏としてಛ別にऔ

りѻったとղऍされているྫが山口県吉฼඿遺跡中世墓（田中 1985）, 第 2 ܱ௣の࣠௣とࣃを意ࣝ的にऔり分けた

東ژ౎૿上寺近世墓（奈良 佐ʑ・ڮߴ）城県দ本遺跡中世墓ٶをબ୒的にर骨したՄೳ性が૝定されるࣃ ,（1988

木 1986）なͲが知られるが , 本遺構の焼骨には࣠௣のࣃಥىが確認されてはいない。ऩ骨のࡍに仏を連૝させる

࣠௣のࣃಥىを意ࣝしてऩ骨するशଏは確認できなかった。

·とΊ

新発田市教育委員会による五十公野館跡の発掘調査において出土した人骨の人類学的調査研究結果の要約は以下

である。

ᶃ　出土した人骨の焼骨にॏෳする部位は確認できなかった。1 Θれるࢥいとߴ体のՄೳ性がݸ

②　年ྸ・性別構成は૖年～ख़年（20 ～ 60 ஈ֊の成人（࠽ , 性別不໌。

③　焼骨はೈ部૊৫が付ணした状ଶで焼成されたものとࢥΘれ , 焼Ήらがある。

ᶆ　焼骨のॏྔは成人 1 体分のॏྔを大෯に下ճり , र骨のࡍ , औり࢒された焼骨が遺ଘしたՄೳ性がߴいとࢥ

Θれる。

จ　ݙ

അ৔༔உ・ໜݪ৴ੜ・Ѩ෦मೋ・ߐ౻੝࣏ 1�8� ࠜݹ԰Ҩ੻ग़౔ͷਓࠎ・ಈ෺ࠎ ڀݚ԰Ҩ੻ͷݹࠜࢁྶ � ࠜࢁྶ ,

԰Ҩ੻調査ஂݹ  , QQ� ���11��

平野ݡೋ 1��� ࣃէͷ೤ॲཧʹରするڀݚ（第Ұฤ）ਓྨࣃէͷ೤ॲཧʹͭいて ࢽࡶප学会ߢޱ � , ����������

஑田࣍࿠ 1�81 ग़౔Ր૴ࠎʹͭいて � ଠ҆ᤈཿุ , ಸྑ県立ݹߟݪ־学ڀݚॴฤ , QQ����88�

.BZT, 4� 1��8 $SFNBUFE CPOF� 5IF "SDIBFPMPHZ PG )VNBO #POFT, 3PVUMFEHF, -POEPO, QQ�2���22�� 
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ಸྑ1�88 ࢙و ੍ุʹͭいて Ӄ੻ڵݯ 学Ӄ・ఃদӃ੻ޫ ܈Ӄࢠࣉ্૿ � , ౦ژ౎ߓ区ڭҭ委һ会 , QQ� �����1��

/JDIPMTPO, 3� "� 1��� " NPSQIPMPHJDBM JOWFTUJHBUJPO PG CVSOU BOJNBM CPOF BOE BO FWBMVBUJPO PG JUT VUJMJUZ

 JO BSDIBFPMPHZ� +� "SDIBFPM� 4DJ�, 2�� �11��28� 

4IJQNBO, 1�, 'PTUFS, (� BOE 4DIPFOJOHFS, .� 1�8� #VSOU CPOFT BOE UFFUI� BO FYQFSJNFOUBM TUVEZ PG DPMPS, 

 NPSQIPMPHZ, DSZTUBM TUSVDUVSF BOE TISJOLBHF� +� "SDIBFPM� 4DJ�, 11� �����2�� 

ࠎʑ໦຿　1�8�　༄ੜ・দ໦Ҩ੻ग़౔ಈ෺Ҩଘମ・ਓࠤ・ཧڮߴ �　༄ੜ , 　ઋ୆市ڭҭ委һ会 , QQ� �1�1���

田தྑ೭ 1�8� தੈͷҨߏ � ٢฼඿Ҩ੻ , Լؔ市ڭҭ委һ会 , QQ� �1�1���

いてͷ෼ੳͭʹࠎහ 1�8� ग़౔ਓ　ޱࢁ � ཽϲ஑؍Իಊ௩܈発۷調査報告書ᶘ , 小ઍ୩市 ڭҭ委һ会 , QQ��1����
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ࣸਅ 1　頭֖骨

ࣸਅ 2　四ࢶ骨
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৚݅ݧ࣮　̍

分析はΤωルΪー分ࢄ型ޫܬ 9 線分析૷置で行なった。

͜の分析૷置は , 標準ࢼྉを必要としないファンμϝンλルύラϝーλ法（'1 法）による自ಈ定ྔ計ࢉγスς

Ϝが࠾用されており , 6$d926 までの元ૉ分析ができ , ϋイύϫー 9 線源（࠷大 30L7, 4NA）の࠾用でඍྔࢼྉ～

大࠷ 290NN љʷ 80NN) までの大型ࢼྉの測定がՄೳである。小型ࢼྉでは 16 機構により連続して׵ྉ自ಈަࢼ

分析できる。分析はόルΫ '1 法で行った。'1 法とはࢼྉを構成するશ元ૉの種類と濃౓ , 9 線源のスϖΫトル

分布 , ૷置のޫ学ܥ , 各元ૉの質ྔٵऩ܎数なͲ૷置定数や物性஋を用いて ౓ڧྉから発ੜする各元ૉの理࿦ࢼ ,

を計ࢉする方法である。分析にあたっては標準αンϓルを分析し, Ωャリϒレーγϣンを行い, ૷置のਖ਼ৗさを保っ

て行った。

実ݧ৚݅はόルΫ '1 法（スλンμードレス方式）, 分析ง囲ؾ � 真ۭ , 9 線管λーήットૉ材 �3I, Ճ଎ిѹ

�30L7, 管ిྲྀ � 自ಈ制御 , 分析時ؒ �200 ඵ（有ޮ分析時ؒ）である。

分析ର৅元ૉは .H�AM�4J�1�$B�'F�$V�;O�AT�4O�0T�*S�1C の 13 元ૉ。分析஋はࢼྉのؚ水ྔ �0 とԾ定し , 元ૉ

のॏྔˋを 100ˋにノーϚライζして表示した。分析ର৅元ૉは自ಈ定性で行った。

地質学的には分析஋のॏྔˋは小数点以下 2 ܻで表示する͜とになっているが͜͜では分析૷置のιフトにより

計ࢉされた小数点以下 4 ܻを用いて化学分析結果を表示した。

仏像と銅銭の主要 3 元ૉ（$V 銅 , 4O ऎ , 1C Ԗ）の濃౓（ॏྔˋ）の૬ର的な割合で μイアグラϜ第֯ࡾ , 3 図

$V�4O�1C 図を作成し , ૊成ྖҬの比較を行った。

̎　分ੳࢼྉ

分析に供したࢼྉは , 第 1·2 表の化学分析表で示すように , 五十公野館跡出土観音立像と阿լ野市華報寺墓跡出

土観音立像である。参考ࢿྉとして山口県ؠ国市の中௡ډ館跡から出土した中世౉དྷ銭（銅銭）の化学分析ࢼྉ（ᓎ

木 2016）を第 4 表に掲載した。

五十公野館跡出土観音立像はશ体に྘青がۉ一的に発ੜしているが , 華報寺墓跡出土観音立像の表面はશ体に҉

黒色の金属表面をఄし , 見た໨でҟなる色調である。྆者の分析位置は , 前面 , എ面の各ʑ頭部と୆࠲ , ෲ部の 5

か所で , 写真で示すように概Ͷ྆者の同じ位置とした。

分析஋にز分͹らつきが出るのは , 頭部とෲ部の表面外形が平らでないために 9 線の൓ࣹ֯౓がҟなる͜とで

ったもので͜ى , ୆࠲部分は表面が平ୱで表面形状による分析の影ڹがগない͜とから , 本དྷの૊成を示すものと

考えられる。

銅銭は , ॳர年が 11 ～ 12 世紀ॳ頭のߖ૙通ሞ・元๛通ሞ・੟૙元ሞ・政࿨通ሞの 4 枚を分析されたもので , 各

銅銭については B・C の 2 点で測定されている。上ஈが分析஋で , 下ஈは $V, 4O, 1C の 3 元ૉを分析ର৅元ૉとし

100ˋになるように計ࢉしたもので , 第 1・2 表の数஋とは指定元ૉ数のҧいで性質がҟなる。第 3 図 $V�4O�1C 図

には , 五十公野館跡・華報寺墓跡出土྆観音立像の分析஋を 3 元ૉに計ࢉし直した஋で記載してあり , 銅銭の஋と

同じѻいに近いものとなる。

なお 化物濃౓ではなくࢎ , , 主要元ૉの濃౓（ॏྔˋ）で分析するため , 銅のࢎ化によってੜ成される྘青の分

析஋΁の影ڹはগない。

̏　分ੳ݁Ռ

仏像の分析結果は , 第 1・2 表のとおり $V（銅）・4O（ऎ）・1C（Ԗ）の合金である。

２　新潟県新発田市五十公野館跡出土観音立像の化学分析

株式会社第四紀地質研究所　井上　ቫ
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五十公野館跡観音立像の分析஋（第 1 表）は , $V 22 ～ 36ˋ , 4O 21 ～ 33ˋ , 1C 32 ～ 42ˋである。本དྷの૊

成を示すと考えられる୆࠲部分の 4*�2 と 4*�5 では , $V が 23 ～ 27ˋ , 4O 23ˋ , 1C 42 ～ 46ˋであり , それぞれ

の割合は , ΄΅ 1�1�2 となっている。青銅とは , $V を主成分とし 4O をؚΉ合金の͜とを指すが , 本ࢼྉの৔合 $V

のؚ有ྔがগなく , 1C の割合がߴいというಛ௃があり , ;O はݕ出されていない。1C を多くؚΉ合金は༥点が௿

くなりர型΁ྲྀし込みқい。

華報寺墓跡観音立像の分析஋（第 2 表）は , $V 47 ～ 56ˋ , 4O 1 ～ 8ˋ , 1C 23 ～ 37ˋで , $V が΄΅൒分を઎め , 

4O はごくগない。$V のؚ有ྔが多い΄Ͳ金銅色にًくが , 4O・1C のؚ有ྔがগないと合金としての༥点がさ΄

Ͳ下がらͣர型΁ྲྀし込みにくい。

第 3 図 $V�4O�1C 図で示したように , 五十公野館跡出土観音立像と華報寺墓跡出土観音立像の分析஋は , 図中で

はҟなるྖҬに集中している͜とから , ྆者は同じ形をしていても製作に࢖Θれた金属૊成はҟなっている͜とが

分かる。なお , 銅銭の化学分析஋のྖҬは , 華報寺墓跡出土観音立像のྖҬに近く , ૊成的に類ྖࣅҬにある。

ʻߟࢀจݙʼ

ᓎ木৾一 2016『貨ฎ考古学の世ք』χϡーαイΤンス社

第 1 表　五十公野館跡観音立像・化学分析表

第 2 表　華報寺墓跡観音立像・化学分析表

第 3 表　元ૉの༥点

第 4 表　中世౉དྷ銭・化学分析表（中௡ډ館跡）

ᓎ木৾一 2016 「表 11 中世౉དྷ銭の金属૊成Ⅰ」『貨ฎ考古学の世ք』χϡーαイΤンス社

ޫܬ 9 線 ͆̓ˋ

 ͆̓ˋ

͆̓ˋ

ྉ໊ࢼ .H AM 4J 1 $B 'F $V ;O AT 4O 0T *S 1C 5PUBM උ　考
4*�1 0�7203 0�3878 2�3985 0�8550 0�0000 0�2126 22�4430 0�0000 0�6181 30�6217 0�3124 0�0000 41�4304 99�9998 എ面・頭部
4*�2 0�3133 1�1007 3�3557 0�4858 0�2798 0�9918 23�3585 0�0000 0�7155 23�0068 0�0000 0�2754 46�1167 100�0000 എ面・୆࠲
4*�3 0�0551 1�0392 4�7699 0�5373 0�4946 0�7738 36�0689 0�0000 1�3096 21�6139 0�4470 0�2111 32�6796 100�0000 前面・إ
4*�4 0�5798 0�7583 2�9355 0�8978 0�3225 0�4906 25�2345 0�0000 1�2312 32�8290 0�4018 0�1155 34�2036 100�0001 前面・ෲ部
4*�5 0�2555 0�8842 4�0486 0�5321 0�3333 1�0082 27�0528 0�0000 0�7686 22�9245 0�2489 0�0054 41�9379 100�0000 前面・୆࠲

ྉ໊ࢼ .H AM 4J 1 $B 'F $V ;O AT 4O 0T *S 1C 5PUBM උ　考
,�1 0�1196 1�4873 4�6690 0�8565 1�6093 0�3628 55�7439 0�0000 2�6844 8�2946 1�6292 0�0319 22�5116 100�0001 എ面・頭部
,�2 0�0000 0�1421 1�4907 0�0000 0�4317 0�3486 48�6015 0�0000 4�7877 0�8527 3�4030 3�2121 36�7299 100�0000 എ面・୆࠲
,�3 0�9627 1�0210 3�0964 0�9583 2�8823 0�4075 55�0854 0�0000 2�7804 6�6899 1�5124 0�5323 24�0714 100�0000 前面・إ
,�4 1�0202 2�4930 3�2660 1�3202 2�8024 0�4447 51�4246 0�0000 2�6399 5�5234 1�7432 0�2877 27�0349 100�0002 前面・ෲ部
,�5 1�0761 1�2568 3�2618 1�0016 2�1891 0�3538 47�1934 0�0000 2�4966 8�2431 2�2430 0�5229 30�1616 99�9998 前面・୆࠲

元ૉ໊ 原子番号 原子ྔ ༥点 ˆ
銅 29�$V 63�5460 1083�000 

ѥԖ 30�;O 65�3900 419�580 
ऎ 50�4O 118�7100 227�968 
Ԗ 82�1C 207�2000 327�500 

໊ ྉ ࢼ 銅　$V ऎ　4O Ԗ　1C మ　'F ᛜૉ AT 5PUBM උ　考

૙通ሞߖ
１ B

76�16 12�30 11�07 0�15 0�00 99�68 
76�52 12�36 11�12 100�00 

１ C
68�44 14�12 17�03 0�14 0�00 99�73 
68�72 14�18 17�10 100�00 

元๛通ሞ
2 B

72�90 10�87 15�82 0�20 0�00 99�79 
73�20 10�91 15�89 100�00 

２ C
69�06 12�20 18�34 0�11 0�00 99�71 
69�34 12�25 18�41 100�00 

੟૙通ሞ
３ B

69�14 11�49 18�86 0�14 0�07 99�70 
69�49 11�55 18�96 100�00 

３ C
68�39 11�52 19�59 0�20 0�02 99�72 
68�73 11�58 19�69 100�00 

政࿨通ሞ
４ B

74�74 10�50 12�51 1�51 0�38 99�64 
76�46 10�74 12�80 100�00 

４ C
73�21 9�90 14�34 1�54 0�64 99�63 
75�13 10�16 14�72 100�00 
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第 1 図　五十公野館跡出土観音立像の分析位置

第 2 図　華報寺墓跡出土観音立像の分析位置

4*�1　എ໘ɾ಄部
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,�2　എ໘ɾ୆࠲

4*�5　લ໘ɾ୆࠲

,�5　લ໘ɾ୆࠲

4*�4　લ໘ɾෲ部

,�4　લ໘ɾෲ部

4*�3　લ໘ɾ಄部

,�3　લ໘ɾ಄部
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第 3 図　$V�4O�1C 図



84

ᇹℂᇘ　↭　↗　↰

１　遺跡の範囲について

中世ډ館の多くは , Տ川や潟ބ・௿࣪地に接する自然అ๷・山麓୆地・Տ؛ஈٰ・ઔ状地なͲの地形に立地し（ҏ

藤 1963B）, 周囲をງと土ྥで囲まれた方形区ըの構଄をとるྫが多い。本館跡も , 周辺より一ஈߴいઉ状の山麓

୆地に立地しており , その東ଆの五十公野ٰྕのඌ根ઌ୺には五十公野城がஙかれている。྆者がྡ接している͜

とから , 本館跡は୯ಠのډ館ではなく , 城と館が一体になったいΘΏる根小԰城型式の館跡と考えられている（ҏ

藤 1963C）。ࠓճの発掘調査範囲では , ງや土ྥのࠟ跡を確認できなかったが 方を֑に囲まれた୆地ではࡾ , , ງ

を掘って土ྥを੝る必要はない。西ଆの֑は , 宅地଄成によって埋め立てられる以前の水田と２N 以上の比ࠩߴが

あった。上ਿ景勝܉の五十公野城߈めの記録によれ͹ , 「諸木を੾てਂ田΁しきてد৔を፶΁（越後古実図書）」「ट

共多しは田ງのきϋχかけ（景勝一代略記）」（ڮߴ΄か 2016）とあり , 城の周辺に「ਂ田・田ງ」と記された࣪

田がଘ在していた͜とがΘかる。水田をྟΉ͜の館跡部分も , 上ਿ方は城の一部と認ࣝしていたのであΖう。

ত࿨ 10 年 12 月にॡ޻した２代໨校舎配置図（第１図）にみられるೆଆの֑線は , 第̔図の調査区⑨・ᶌೆ୺の

ࣼ面と方֯が一கする。͜れ以前に地形をվ変する土木޻事があったとしても記録がない͜とから , ͜のೆଆの֑

と北・西ଆの֑で囲まれた部分を「五十公野館跡」の範囲と考える。東ଆはະ調査のためງのଘ在なͲ不ৄである

が , おおΉͶ東西 100 ～ 115N, ೆ北 80 ～ 105N, 面ੵは約 10,300ᶷと૝定した。

２　遺構について

出した遺構は竪穴建物ݕճの調査でࠓ 2 ౩ , 土坑 27 基 , 井戸 6 基 , ピット 17 基 , ピット列 2 本 , 溝 10 ৚である。

確認面のਂさは , 過ڈの学校建設での޻事ਂ౓に大きくࠨӈされた。撹乱が޿く及び調査ର৅範囲の遺構ݕ出཰は

ඇৗにѱい（第 11 図）。よって , ͜͜では竪穴建物 , 井戸 , 溝 , Ր૴墓について概要を記して行く͜ととする。

ａ ୦݀建物　竪穴建物とは , 人ҝ的に地下ۭؒを଄り , その地下ۭؒを利用するಠ立した建物であるといΘれ

ている。中世の竪穴建物は一辺 2 ～ 6 ̼ఔ౓のものが多く , 中には 10 ̼を௒える報告もあるという（ླ木 2006）。

本格的に中世の竪穴建物が知られる

ようになったのは౎市ח૔で , 確実

に中世とਪ定される報告がされたの

は 1982 年代からである。その後 , 東

日本を中৺にݕ出ྫが૿Ճし , 近年は

શ国的に分布している͜とが໌らかに

なってきている。構ங法から土୆建て

（第 1 類）とப穴建て（第 2 類）に大

別され , ౎市ח૔では土୆建てがѹ౗

的に多いという。

出されたݕ 2 ౩を分類すれ͹ , いͣ

れもப穴建てに属し , ᶃ平面形状は方

形基調である͜と , ②চ面に上部構଄

� （1ɿ�,���） 2��N

第 48 図　ެेޒ໺ؗ੻ͱ৓੻

五十公野館跡

五十公野城跡
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をਪ定するப穴がある͜と , ③埋土およびচ面からは中世の遺物等が出土する͜となͲの要݅がある。竪穴建物 1

は出土遺物から年代的に中世後期に位置付けられるが , 用్や機ೳについて一般には物ࢿऩ蔵のための「૔」と考

えられている（Տ野 出した遺構はݕ。（2004 , চ面のつきݻめやՐচ࿍なͲもなくॅډ建物とは考えられない。԰

ෑ地内の建物の中に૊み込まれる૔なのが , ԰外で୯ಠにଘ在する蔵なのかによってその性格・機ೳがҧう結果が

ಋき出されるであΖう。

ｂ Ҫށ　井戸は , 調査区ೆଆの 2 ϱ所に偏在してݕ出された。調査区③でೆ北方向にྡ接した 3 基（井戸 1・2・3）

と調査区⑨の 3 基（井戸 4・5・6）である。いͣれも掘方を有する井戸で , 井戸本体が方形をఄするもの（井戸 1・

3・5・6）と , ԁ形をఄするもの（井戸 2・4）がある。ԁ形のものは掘方上位の一部にςラス状のஈを有するಛ௃

がある。遺構の੾り合い関܎から方形のものがԁ形のものより古い܏向がみられる。井戸平ୱ部分がॏෳする井戸

4 と井戸 6 では , 方形の井戸 6 の埋土をյしてԁ形の井戸 4 がງり込まれていた。

井戸ଆについてみると , 方形のものはॎ൘૊ , ԁ形のものはԳを࢖用していたと考えられるが , 部材の遺ଘ状ଶ

はۃめてѱい。ఈ面付近の井戸ଆと水ཷに࢖用されていたۂ物もしくはԳのみがബいൽ状をఄするが , ࠟ跡で確認

される状ଶであった。水ཷはいͣれもԁ形をఄし , 方形の 4 基は上下 2 ஈにۂ物が埋置されている。

第 47 図は 出した井戸の構଄をਪ定したものでݕճの発掘調査でࠓ , , 大きさやਂさについては実数஋を൓өし

たものではない。͜の図が示すように , 方形井戸はいͣれもॎ൘૊みの構଄ , ԁ形井戸はԳ૊の構ஙである。遺構

の੾り合いからみた新چ関܎は , 井戸 1 が井戸 2 より新しく , 井戸 4 は井戸 6 より新しい͜とからॎ൘૊み井戸が

Գ૊井戸より古い͜とが൑໌した。なお , 井戸 3 の井戸ଆには۱பと考えられるࠟ跡が確認できる͜とからॎ൘૊

۱பԣཹࢅと考えたい。

࣍いで井戸内出土の᛽について , その出土位置は埋土上位と下位（࠷下層）に多いもの（井戸 1・2・4）, 上位

と中位に多いもの（井戸 3）がある。᛽の大きさは , ͜Ϳし大～人頭大であるが , 出土ྔの多い層は人頭大の᛽が

ؚまれる܏向にある。᛽の出土状況から , 井戸に関るढज़的ّྱの一つとして中世の上越市Ṥ田遺跡（ࣨ岡΄か

第 4� 図　井戸の模式図
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1991）にその類ྫが見られる。

「石の出土位置は , 井戸のఈ面 , 埋土の中層から上層 , ྆者から出土するλイϓがある。石の大きさも͜Ϳし大か

ら人頭大以上のものまで多༷であり 数も༷ʑである（中略）。શ体的には井戸ఈ面から出土する石΄ͲՐを受ݸ ,

けている܏向があり , 意ࣝ的に埋ೲされたՄೳ性もある」という（ࣨ岡΄か 1991）。本遺跡における井戸下位で出

土した多ྔの᛽は「井戸ऴい」が૝ىされる。井戸出土の石臼（第 43 図 200 ～ 203）にはඃ೤ࠟがみられる。なお , 

井戸 5・6 の᛽の出土については , 記載がない。

ｃ ߔ　໌࣏ 9 年～ 12 年に作成された『越後国五十公野村田畑宅地其他地引絵図』（新潟県立文書館蔵）によれ

͹学校ෑになる以前は東西に࣠を࣋つ耕地が޿がっていたものとਪ察される。ࠓճの発掘調査では大形の溝が 4 ৚

あり , 溝はいͣれも概Ͷ平行で絵図の区ըと合கする。溝の埋土中には୸化木片をؚΉが焼土等はؚまない͜とが

共通している。溝 2 と溝 4・5 とのִؒは約 26N, 溝 2 と溝 3 が約 12N, 溝 3 と溝 6 が 14N を測る。遺構のਂ౓が

ਂいため中世の遺物を中৺として࢒ଘしている。しかし , 土器等の破片は୯発的に出土し , 接合するものはඇৗに

গない。時代的には 15 世紀後൒から 16 世紀にかけてのものであΖう。溝 1 は他の溝とはఈ面が平ୱで෯が 5 ̼

ఔあり , 機ೳ的に性格がҟなるものかも知れない

̳ Ր૴ุ　近年 , 新潟県では近世墓の発掘調査がなされ ྉの஝ੵがなされている。近世墓の中でもՐ૴墓のࢿ ,

発掘調査の࢝まりは新潟市大墓遺跡（県教委 1973）, ԏ市焼԰ෑ遺跡（県教委 1976）, 新潟市๥ϲೖ෿墓（巻ொ教

委 1985）, 五泉市ӿ表遺跡（五泉市教委 2005）, 新潟市୔ւൡ主溝口ਖ਼勝墓（ԣ越ொ 2000）なͲが主なものである。

さらに近年は , 近世における地主等の有力者層の墓地վ૴に伴う骨蔵器についても報告されている（૬Ӌ 2013）。

近世のՐ૴墓と土૴墓の分布状況は , 一般的にՐ૴墓が平野部に , 土૴墓は新潟県の北東部および山ؒ部に多い

Θれているがݴ向があると古くから܏ , その要Ҽについてはࠓ後さらにݕ౼を要しよう。

新潟県のՐ૴墓に伴う骨蔵器は , 材質及び陶磁器の産地・器形で示されている（૬Ӌ 2009）。͜͜に記ड़する骨

蔵器は調査区⑨土坑 14 出土品である。陶器の骨蔵器で同質の֖を伴う。Ր૴骨については , 第Ⅵ章でৄ記してあ

るが , 所見によれ͹一ݸ体のՐ૴骨がશてではなく ଘするྔから見て࢒ , 1/4 ఔ౓と考察されている。

૬৔氏の分類によれ͹本遺跡のࢿྉは土師質土器の骨蔵器に属し , 器形及び作成ٕज़（作陶ٕज़）, ଻土のࠩҟ

により A 類・# 類に分けている。A・# 類はϩΫϩ成形の後に内外面をφσ調整し , A 類のఈ面はճసࢳ੾り , #

類がճసϔラ੾りとなる。さらに A・# 類は体部下൒からఈ部ఈ面にかけてճసϔラ࡟りが行Θれる。年代は伴出

した遺物なͲから A 類が 19 世紀前൒ , # 類が 18 世紀൒～ 19 世紀前൒と考えられている。また , A・# 類ともに

一般の近世集落では΄とんͲ出土せͣ骨蔵ઐ用の༰器と考えられている（૬Ӌ 2009）。

本遺跡出土の骨蔵器はϩΫϩ成形で , 器นはϩΫϩφσ調整の後に , 体部外面上൒からఈ部までϔラ࡟りされ器

นがബく࢓上͛られている。内面にはϩΫϩφσによるԜತがある。ఈ部の੾り཭しはϔラ੾りで , ఈ部外ԑもஸ

ೡに࡟られている。ఈ部ఈ面には൑ಡのできない๽書がある。֖はఠの一部をܽଛしているが , 外面はճసϔラ࡟

り , 内面はϩΫϩφσで「ฦ」を࣋つ。֖を伴う骨蔵器で଻土は៛ີで焼き上がりもしっかりとしている。整形ٕ

法は # 類であるが , ϔラ࡟りの範囲が口ᰍ部をのぞき体部શ体に施されている͜とから # 類よりも新しい 19 世紀

以߱の年代が与えられよう。なお , ෭૴品として 。Ӭ通ሟ等の銭貨及びԎ管なͲの出土品はない׮ ,

３　土器・陶磁器について

出土遺物の主体は中世である。͜れらの遺物の出土状況は層位とはあまり関܎なくまとまらͣに出土しており , 

接合཰はඇৗに௿く , શ体の形状を見られるものもඇৗにগない。中世の土器・陶磁器類にはഫ載の中国製陶磁器

と日本製陶磁器類がある。ഫ載陶磁器には青磁・白磁・青花・天໨が , 日本製土器・陶磁器としては珠洲焼・越前

焼・瀬戸美濃焼・古瀬戸・土師質土器・瓦器とそれに笹神窯がある。
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中世の土器・陶磁器の૯破片数は 940 片を数え くߴ体数に൓өせͣ数஋がݸのࡍ体数ではない。破片数は実ݸ ,

なり , ಛに甕や壺の৔合は実ࡍのݸ体数よりかなり多数の数஋となる。たとえ͹土坑 12 の珠洲焼の大甕が 102 片

となる。数஋がਖ਼確な比཰を示していない͜とを前提とした上で , おおまかな܏向を比較するという意ຯ合いで૊

成表を提示する͜とにしたい（第 50 図・第 30 表）。

中世の土器・陶磁器はશ体で 940 片で , શ体の比཰をみると土師質土器 49�3ˋ , 珠洲焼 23�7ˋ , 越前焼 13�8ˋと

続き日本製土器・陶磁器がѹ౗的に多い。ഫ載陶磁器はશ体でも 7�7ˋを઎めるにす͗ない。͜れらの出土土器類

は時期෯が大きく , 継続年代をٻめると第 51 図のようになる。14 世紀と 15 世紀を境にして前൒（第 1 期）と後൒（第

2 期）に分れる。大きくは珠洲焼から越前焼の変׵で , 新潟県をؚΉ北཮地方に見られる༷૬である。珠洲焼は立

地を利用した޿範なྲྀ通経ݍࡁを越前焼にઌ行して形成した。しかし , 製品の粗ࡶ化によって越前焼とのڝ合にෛ

け , ઓ国期を଴たͣして࣍第にਰୀした。第 1 期の所属時期の໌らかなものは , 青磁では 13 世紀末～ 14 世紀前൒ , 

古瀬戸中期～後期の 14 世紀 , 珠洲焼Ⅱ �３期の 13 世紀後൒ , Ⅲ～Ⅳ期の 13 世紀後൒～ 14 世紀 , Ⅴ期の 14 世紀後

൒～ 15 世紀前൒ , 笹神は 13 世紀後൒となる。第２期は , 青磁では # � 4 類の 15 世紀 , 白磁ではࡼ E 群の 15 世紀

土師質土器
49�3%

珠洲焼
23�7%

瀬戸美濃焼 2�7%
古瀬戸 0�4%

越前焼
13�8%

青磁 3�0%

笹神窯 0�2%
瓦器 2�2%

白磁 1�9%

青花 2�7%
天໨ 0�1%

தੈ（940）

第 5� 図　出土遺物破片数

 த ੈ 940

中
国
製
陶
磁

1 青磁 ࿸ 24

28
ࡼ 2

൫ 1

ંԑ鉢 1

2 白磁 ࿸ 1

ࡼ18 15

合子 2

3 天໨ ࿸ 1 1

4 青花 ࿸ 21
25

ࡼ 4

日
本
製
陶
磁

5 古瀬戸 ࡼ 1

4瓶子 2

花瓶 1

6 瀬戸美濃焼 ࿸ 2

25

ࡼ 5

ࡼؙ 9

天໨ 6

小鉢 1

߳࿍ 2

7 珠洲焼 壺 5 10

223

壺 3 19

壺 , 1

甕 40

大甕 102

片口鉢 51

8 越前焼 壺 7

130甕 97

擂鉢 26

9 笹神窯 甕 1
2

鉢 1

10 瓦器 大鉢 5

21
Ր鉢 1

෩࿍ 14

߳࿍ 1

11 土師質土器 ࡼ 337
463

甕 126

表 3�　出土遺物破片数
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巻 2004）。体部破片では # 類 C と区別できないためྔ比はٻめ೉い。

４　金属製品について

ճ出土した金属製品のうちࠓ , ಛに注໨される観音立像 , ು等について観察を通して , その年代について考えて

行く͜ととしたい。観音立像は撹乱（෩౗木ࠟ）, ುは井戸 2 の掘り方埋土からの出土である。

ａ ؍Իཱ૾（第 41 図 187）　観音立像は調査区⑨ $E3 � 2 グリッドを中৺とする撹乱坑（෩౗木ࠟ）からの出土

である（第 19 図）。撹乱坑は , 東西 4�8N, ೆ北 5�2N の不整ԁ形で , ਂさ 1�3N, 断面は֯ࡾٯ形状で中ԝ部が௿い（図

版 8）。埋土は , 粗࠭・小石をؚΉ҉׊色土を主体とし , 指でԡすと؆୯にۼΉ΄Ͳకまりがऑい。ଯੵもレンζ状

や水平ではなく , 一ؾに埋まった状ଶであり , ෩౗木ࠟと൑断した。観音立像は , ͜の穴の΄΅中ԝ , 遺構ݕ出面

から 45DN のਂさで出土した。

を࣋ち（ະෑ࿇華）ࢬखにπϘミを付けたϋスのࠨ , それにӈखをか͟すし͙さの立像で , そのಛ௃からח૔時

代に製作された੟観音像とみられる。（元ژ౎国立ത物館　اըࣨ長　久保智康氏のご教तによる）

後൒～ 16 世紀前൒ , 青花では࿸ $ 群の 16 世紀中༿ , ࿸ E 群の 16 世紀後൒ , 㦆भ窯ܥの 16 世紀末 , 瀬戸美濃焼

の大窯第 1 ஈ֊の 15 世紀後൒～ 16 世紀前൒ , 同大窯第２ஈ֊の 16 世紀前൒～ 16 世紀後൒ , 越前焼ではⅢ  �２期

の 14 世紀後൒ , Ⅳ �３期の 15 世紀後൒ , Ⅴ �１期の 16 世紀前൒ , Ⅴ ʖ３期の 16 世紀後൒となる。第１期は 13 世

紀～ 14 世紀を中৺とした青磁・白磁・古瀬戸・珠洲焼・笹神のグルーϓ , 第 2 期は 14 世紀後൒～ 16 世紀を中৺

とし , 青磁・白磁・青花・瀬戸美濃焼・越前焼のグルーϓに分けられる。

第１期についての館の主については୭なのかは不ৄであるが , 第２期については文献にొ৔する五十公野氏が׆

༂した時代である。本遺跡からは , උ前焼・越中瀬戸・ං前焼Ⅰ � 1 期（౜௡焼）なͲの 16 世紀末༿からから 17

世紀末までの遺物は出土しておらͣ , 遺物から見た遺跡のଘ続時期の上ݶは 16 世紀末と考えられる。͜れは , 天

ਖ਼ 15 年（1587）の上ਿ景勝のܸ߈で五十公野城がഇ城となった͜とからも , 当該期のಛ௃を示しているといえよ

う。土師質土器ࡼは , खづくͶの A 類 , ϩΫϩ成形ࢳ੾りの # 類 , ϩΫϩ成形ϔラ੾りの $ 類とに分けられる（ࡔ

井 片が多いためࡉ 。（1987 , 図化ݸ体はগないが , #・$ 類のϩΫϩ成形が多数を઎める。A 類を図化したものは

26 のみで , ग़౔ྔもগない。# 類のࡼは , 大きく二大別がՄೳである。67・68・143 は , 器น・口ԑ部とも厚く , 

部にؙຯをもつ。またࠊ , 67・143 のࠊ部にはγャーϓで෯ڱいϩΫϩ໨が文༷としてつけられ , ఈ面との境はφ

σられて境໨がない。͜れらは , 12 世紀の土師器ഋの成形ٕ法に共通する͜とから , ఻౷的ٕ法のԆ長とࢥΘれ（#

類 B）, 13 世紀としたい。また , 141 のように , นがബく直線的に։き , ఈ面と体部の境が֯をもつ器形（# 類̱）

は後出で , 14 ～ 15 世紀前൒となΖう。$ 類のϩΫϩ成形ϔラ੾り཭しٕ法は , 阿լ北地Ҭに分布の中৺があるಛ

௃的なٕ法で（ࡔ井 1988・品田 1991・水澤 2007）, 66・137 なͲがあり , 14 ～ 15 世紀前൒に位置付けられよう（鶴

第 51 図　出土遺物の継続年代

12 13 14 15 16 17

白　磁（18）

世　紀

青　花（25）

青　磁（28）

古瀬戸（4）

瀬戸美濃焼（25）

珠洲焼（223）

越前焼（130）

笹神窯（2）

土師質土器（463）

種　別

中
国
製

日
本
製



8�

五十公野館（新発田） ໨ચ୔中世墓跡（阿լ野）

૯　ߴ 74�6NN 75�0NN

像　ߴ 68�3NN 69�8NN

ॏ　ྔ 57�6H 67�6H

表 31　観音立像比較　˞像ߴは࿇୆࠲もؚΉ૯ߴ 74�6NN, 像ߴ 68�3NN, ॏྔ 57�6H, 方ᐽ෯ 18�4NN, 方

ᐽԞ 18�2NN のர銅一ர前後合Θせ型で , 湯口はᐽ࠲ཪと考

えられる。ᐽཪにはઙいࠟࡲが見られるが , 湯口を研ຏ整形

したࠟ跡であΖう。土中にあったためશ਎にԑ青が༙出し , 

ഽߥれしている。他のྫから察して , もとはશ面に౏金が施されていたՄೳ性もあるが , 現物を見るݶり౏金ࠟは

ない。ๅᱶはߴく結い , ਖ਼面の地൅部はࠨӈにࡉい線で表現される。その中ԝ部にはઙいԁ形のԜがあるが , 化仏

を示すものであΖうか。地൅は྆ଆ面の一部までにཹͲまり , 後頭部には至っていない。إ༰は໨ඓ立がઙく , 不

໌ྎである。਎の上൒਎はݞࠨからӈ࿬ෲに至る৚ቴの上に天ҥをまとい , 下൒਎はী（᧊）とࠊ布をつけ , ෲ部

ਖ਼面からは 9 字状にਨ下するࠊ布をཹめるଳがある。ݞから৳下するࠨखはගをま͛て࣋物（ະෑ࿇華）を࣋ち , 

ӈखはගをま͛てڳ前でঠをࠨに向けて立て , 五指を上方に৳͹している。྆଍はそΖえて࿇೑上に直立する。୆

は࠲ , ࿇೑࿇หのԁ形࿇華࠲と方ᐽからなる。上൒਎を০るڳ০・࿹۴なͲは見られない。

͜の観音立像と大きさ・༷࢟がۃめてࣅているࢿྉが阿լ野市出湯華報寺墓跡（໨ચ୔中世墓跡）出土の観音立

像である。ಙ࣏ 3 年（1308）໏の青銅製の骨蔵器にೲめられたࢿྉで , ໌࣏ 38 年に ݡීچಊ跡とݺ͹れたՕ所で

発見された。ত࿨ 33 年に中川成෉らにより発掘調査され , 方四ؒの石ෑでਖ਼面に二ؒのு出部を࣋ち , 中ԝ部に

石૊による土ஃを࣋つ遺構がݕ出された。͜の遺構の中৺部に青銅製骨蔵器が石ᓃにೲめられていたと考えられ఻

阿ṪといΘれている（中川・岡本ߴ 1959）。出土はত࿨ 27 年およびত࿨ 34 年に「華報寺墓跡出土品」として観

音立像をもؚめて新潟県指定文化財（ܳ޻品）として指定されている。

華報寺墓跡出土 	 ໨ચ୔中世෿墓出土 
 の観音立像は , ૯ߴ 75�0NN, 像ߴ 69�8NN, ॏྔ 67�6H で , 表面はશ体に

҉黒色をఄする。観音立像は骨蔵器の中にೖれられた͜とからಙ࣏ 3 年以前に製作されたՄೳ性がڧい。科学分析

の結果（第Ⅵ章）から同じர型でも製作に࢖Θれた金属૊成がҟなっている͜とがΘかった。͜のࠩはॏྔに൓ө

している（表 31）。共に青銅製であるが , 五十公野館出土品は銅とऎに比΂てԖの割合いがߴいため , ༥点が௿く

ர注が༰қな൓面 , 表面が෩化しやすいというಛ௃がある。

土中から出土する金属製の仏像を z 出土金銅仏 z とݺんでいるが , 近年は発掘調査でも発見されるケースも多い

が , ೶作業・೶地଄成・ಓ࿏։࡟事業等でۮ然発見されて Θれる。表ࢥ人が所蔵するものもগなくないとݸ , 32

は県内の現ଘ金銅仏であるが , その数はۃめてগない。寺院に関܎する経௩・෿墓・寺院そのものからの出土が主

なものである。像໊についても多種あり , 一定していない。Կらかの仏教作ળのために意図を࣋って土中に埋ೲさ

れるケースとՐࡂなͲによる不ྀのࡂՒや歴史の変ಈのなかでԎ໓・స౗した寺院とӡ໋を共にしたものが土中か

ら出土するケースがある。

五十公野館跡出土の観音立像と໨ચ୔中世墓跡の観音立像は一つの原型から前後に外型をऔり , それを合Θせた

ۭؒに༹銅をྲྀし込Ήٕ法は؆ศでޮ཰のよいٕ法で , ෳ数製作がՄೳなர଄ٕ法といえよう。

県内の出土金銅仏（現ଘ）以外に໌࣏ 7 年からত࿨ 17 年まで現在の東ژ国立ത物が事務ॲ理がऴΘった埋蔵物

をめ͙る書類の௲りがある。埋蔵物録とݺ͹れ , શ 119 。国立ത物に所蔵されている史ྉであるژで構成され東࡭

͜れにはશ国各地から出土した古銭・仏像・土器なͲについて出土地・土地所有者・物品໊・形状等を記したもの

である。東ژ国立ത物館紀要にಧけ出記録がまとめられている（時ࢬ 2001）。

͜れに基づいて , 県内の仏像出土地を列ڍすれ͹下記のようになり , その出土地を新ฉ記事及びچ市ொ村史記事

をೖれると合計 16 所となる。分布の集中は上越市Ҭに集中している一方 , 阿լ北地方といΘれている新潟県の北

部Ҭに集中しているとݴえる。埋蔵物録に記載されている仏像自体はおそらくர銅製とࢥΘれ 仏もؚまれていݒ ,

るかも知れないが , 現ଘしているか൱についても不໌である。なお , 仏像出土のಧ出者の意ࣝのࠩによって分布の

ࠩが出てくるのであΖうか。本県の仏像に関しては໌࣏ 32 年の埋蔵物録（館史 709）を࠷後とする。
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໌࣏ 15 年埋蔵物録（館史 693）

13 号新潟県古志܊ງ金村近藤ت平ଠ所有地にԙς発掘ノ観音像ࠩ出χ及όβルࢫ同県΁指ྩの݅（7 月）

22 号新潟県מӋ܊藤井村大໼ଙ四郎所有地χԙς発掘ノ仏像ࠩ出χ及όβルࢫ同県ϔ指ྩの݅（9 月）

表 32　県内の出土金銅仏一覧
遺　跡　໊ 所　在　地 像　໊ ૯　ߴ උ　　考 文　　献

1  不ಈ院小܀山経像  見ෟ市小܀山  阿໻ଫ೗དྷ࠲像 7�1DN　  12 世紀後൒の珠洲Ⅰ期の甕の中にೲめられる , 県指定 小出 1978

2  ˞໨ચ୔中世墓跡  阿լ野市出湯  観音立像 7�5DN　  ಙ࣏ 3 年໏の骨蔵器中にೲめられる。೦࣋仏 , 県指定 中川 1959

3  ᕺ泉۸湯佂  阿լ野市出湯  観世音฾Ḉ࠲像 4�5DN　  ໌࣏ 14 年出土。ח૔ 笹神村 2003

4  ऍᷟಊ  新潟市൘井  ऍᷟ஀ੜ仏 12�3DN　  文政年ؒ։ࠖ中に発見 , 市指定 佐ʑ木 1967

5  ԭ布寺院跡  阿լ野市ঁಊ字ԭ布  観音立像 5�5DN　  畑地より出土。中世末～近世 笹神村 2003

6  本ڷ  ଻内市本ڷ 206  阿໻ଫ೗དྷ立像 5�3DN　  ত࿨ 43 年ߐ上館ྡ接の畑地より出土 中৚ொ 1993

7  ˞五十公野館跡  新発田市五十公野  観音立像 7�46DN　  平成 26 年発掘

8  法定寺  上越市法寺字ສ年  金銅仏ख（部分） Ӝ川原村 1984
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໌࣏ 16 年埋蔵物録（館史 694）

1 号新潟県中ᰍ城܊下Ҵ田村ਿ本幸平所有地χԙς発掘ノ仏像ࠩ出χ及όβルࢫ同県ϔ指ྩの݅（1 月）

12 号新潟県中ᰍ城܊向ڮ村ڮߴल吉所有地χԙς発掘ノ仏像ϋࠩ出χ及όβルࢫ同県ϔ指ྩの݅（6 月）

30 号新潟県中ᰍ城ߴ܊田新四ノ⁋ಓ࿏にԙς発掘 , 青銅製ඏࠫ໳像受ೲの݅（10 月）

໌࣏ 32 年埋蔵物録（館史 709）

第 5 号新潟県中ᰍ城܊下黒川村Ҵՙ神社境内にԙς発掘ノ仏像ࠩ出χ及όβルࢫ同県ϔ指ྩの݅（2 月）

大ਖ਼１５年 10 月に刊行された『新潟県中ܱ城ڷࡾ܊村村ࢽ』には「本長者原地内థਧ観音境内ྡ接地の畑地か

ら地主である田村佐࣏郎が໌࣏ 18 年６月 1 日　御ৎ 1 ੇ 4 分の金仏を 1 体発見し , 同Ոに᛾られている」とある。

そして , その写真が巻頭写真として掲載されている（ڷࡾ村教育会編ࢊ 1926）

ত࿨ 4 年白ۜݡਸ਼がߴ田新ฉに連載したত࿨ 4 年 11 月 29 日付の『ᰍ城८ྱ』（68）ཬ五十公野村（۝）「国分

ೌ寺の跡はԿ႔」に「法花寺実౿査　ࠨの೗きࢿྉを得る。遺物イ仏像 , ৎ二ੇࡾ位の金銅物（金銅仏か）二ࡾ体

出土。ຏ໓の౓がڧいため時代を見る͜とができͣ・・・」とある（関 1999）。

ｂ ು　（第 41 図）　古代・中世のரమர物については五十川৳໼氏の研究（五十川 1992）にෛう所が多い。શ

国の古代・中世のӋ佂・ು・మ鉢等を集成し地Ҭ性や年代を考えるઌۦ的なものとなった。新潟県内でも近年の発

掘調査でమುが発掘され , 新潟市内野遺跡の発掘調査報告書（立木 2002）で集成され , その後北཮地方のమುに

ついて分布・編年的位置づけがなされている（水澤 2016）。五十川氏の分類に基いて A 類（内ࣖなし）, # 類（௻

खࣖあり）, $ 類（内ࣖあり）に分類し , 新潟県内には # 類・$ 類の 2 者があるという。本遺跡出土のものは , 発

掘後の状ଶは図版 27 のల։写真の通りで , 口ԑの一部を࢒し , 体部下൒に至るものでશ体の 1 割ఔ౓しか࢒って

いない。その後 に実測を行った結果ٸૣ , , 口ԑのܘは約 30DN, ߴさ 14DN ఔ౓となる。口ԑは外ଆ΁۶ۂし , 口

৶は内ଆ΁ંり͛ۂられている。体部からఈ部΁の۶ۂはڧい。શ体的型ଶは子҆遺跡出土の $ 類に近ࣅしている。

しかし , 現在の状況はࢎ化して破片そのものがബくണ཭して形状を保っていない。શ体の 1 割ఔ౓しか࢒っていな

いため内ࣖが付くのか 3 に観察しても内ࣖの部分はଘ在しない。3ࡉが付くのかも൑断しがたい。破片等をৄ٭ ٭

の部分については , 本ࢿྉはఈ部の変化点よりఈ面が内ଆにೖっているため , 他の出土ࢿྉを見るݶり 3 はない٭

かも知れない。ఈ面の湯口はܽଛし , ଘ在しない。年代的には 14 世紀ࠒに位置づけされよう。他にؙ型の湯口が

1 点出土している͜とも注໨される。

ㅺ　2 枚の絵図から

発掘地点については新発田市五十公野字櫓下である͜とは前ड़した所でもある。2 校の絵図（第 49・50 図）等

を参考に土地の履歴と景観について略ड़して行く͜ととする。天໌年 （ؒ1781 ～ 1789）の五十公野耕地絵図（ҏ藤・

藤ࡈ 1986）は「天໌౓調写五十公野五ϱ村耕地絵図」を写して作成したものである。図示した範囲は図の東ଆを

֦大した部分である。御஡԰と五十公野のொฒみのೆ東ଆにڬまれた野畑が本遺跡にあたるものであΖう。そ͜に

は l ՃࠨӴ໳ヤγΩ z と記され , そのೆ東ଆにはָ҆寺・དྷܴ寺なͲの寺院が所在している。ՃࠨӴ໳という人物

は , l 御஡԰ z（現 五十公野御஡԰ఉԂ）の東ଆにある l 御஡԰山 z をڬんだ北ଆとೆଆに l ՃࠨӴ໳分田 z と記

されている͜とから , ͜の近くでは૬当の土地を所有していた人物であΖう。御஡԰も現在の五十公野御஡԰ఉԂ

に比して޿大な面ੵを઎めている。貞ڗ 3（1686）年の『五十公野૊之内外城村田ി御ݕ地ா』に「小字໊いやし

き , ໊੥人大լり , ՃࠨΤ໳」と記されている（市編ࢊ委員会 1961）。ՃࠨӴ໳とՃࠨΤ໳が直接関܎するか൱か

不໌である。また l ՃࠨӴ໳ヤγΩ z の一֯に l 石仏҇ z と記されている。石仏҇はॳ代新発田ൡ主溝口ल勝に関

を構えて新発田城のங城を։࢝した。現在ډ長̓年（1602）, 溝口ल勝は五十公野地内にܚ。のਂい໊҇である܎ , 

その所在地は໌らかではない。ܚ長 15 年（1610）に 63 しڈで੦ࡀ , 五十公野ಢ山でՐ૴されたといΘれている。l ಢ
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山 z という地໊は現ଘしないが , その地にփを集めて௩を଄り , 石仏を建立し御փ௩とݺ称した。さらに一Ӊのಊ

を結び石仏҇（ߐ戸吉঵寺の末寺）と称したという。͜の҇はԆڗ年ؒ（1744 ～ 1748）には大ྣ҇とվ称したが , 

一般には石仏҇とݺ͹れていたという（૬അ 1952）。さらに石仏҇の近くには l ྛދ z の記載があり , 4 代ൡ主溝

口ॏ雄がԆሟ年ؒ（1673 ～ 1681）に建立した l ҇ྛދ z という寺院で , ໌࣏ 41 年ഇ寺となっている。

五十公野小学校のॳ代校舎も໌࣏ 9 年（1876） l ಢ山 z に落成したと記されている（૬അ 1952）。͜の͜とから

小学校ෑおよび近接地が l ಢ山 z とݺ͹れていたらしい。その所在は現在の櫓下 4862 番地に該当しよう。

໌࣏ 9 年から 12 年に作成された「越後国ו原܊五十公野村田畑宅地其他地引絵図」（第 50 図　新潟県立文書館

所蔵）には五十公野小学校の地番である櫓下 4862 と໌示されており , そのෑ地は୆地に沿ってೆ北に通るಓ࿏に

面し , 区ըはೆ北に長い長方形をఄしている。学校ෑの区ըの東ଆの区ըが東西方向を示し , 学校ෑも以前は東西

方向の区ըにೖっていたՄೳ性がۃめてߴい。ࠓճ発掘された大形溝も東西方向の区ը方向に΄΅一கする。

学校ෑの北ଆには , 原本によれ͹境内がԫ色 , 墓地が҉փ色に࠼色された寺院が描かれている。͜͜が後に大ྣ

҇とվ称された石仏҇であるとࢥΘれる。近辺のָ҆寺やༀ師寺についても同༷の色࠼で࠼色されている。

໌࣏ 44 年 , ॳ代校舎の૿ஙに伴い , 石仏҇内のಊӉをऔりյし , 石仏は୆࠲と共に小学校ෑの北西۱にҠした

という（૬അ 1952）。2 代໨校舎の配置図（第 1 図）によれ͹学校ෑのೆݶは櫓下 4860 番地で , 校舎ෑは୆地の

ԑ辺を通る西ଆのಓ࿏とそれに直行する東西ಓ࿏に囲まれた範囲である。第 1 図の学校ෑ周囲の୆地上ஈ及び下ஈ

にはߌを連続的にめ͙らし , その範囲を໌確にしている。北東۱には御փ௩とݺ͹れるࡇஃを伴うΤリアが描かれ

ている。また , ೆ西۱には神社記号が描かれているが , 発掘調査でその基礎部分をݕ出し , 確認した。学校ෑをؚ

Ή୆地上は耕地として׆用され , 標ߴは北に向って順࣍௿くなり , 小字二番ொのཪखまで続いている。

学校ෑの外ଆ , ୆地ԑを通るಓ࿏の西方は小字໊が櫓下でも水田区ըの主࣠がೆ北に長く , ୆地上の畑地とは主

࣠がҟなりྲྀچ࿏を示すものであΖう。現在はॅ宅地となっているが , ত࿨ 24 年ࠒの建設ল地理調査所のۭߤ写

真では会௡֗ಓのೆଆも水田となっている。͜のྲྀ࿏は五十公野のொฒみ形成期以前のものであΖう。

いͣれにせよ学校ෑが新たにՃΘったものの基本的には天໌年ؒの絵図と΄΅同じ景観を示しているとݴえよ

う。

ত࿨ 30 年 , 新発田市に五十公野村が合ซし , 市立五十公野小学校とվ称した。ত࿨ 39 年 , 3 代໨校舎の建設に

してࡍ , 北西۱にあった石仏҇の墓地をങऩし , ত࿨ 46 年市ಓ֦෯に伴い学校ෑの北西۱に᛾っていた石仏（ऍ

ᷟ೗དྷ࠲像）をࣣݢொ墓地΁స࠲した。そのؒ , グランドの用地ങऩ等で学校ෑは޿がったものの , 過ڈ 3 代に࿱

る校舎 , 建設される東小学校校舎もグランドをআく 同一地点（東西 110N, ೆ北 90N）で৔所をҠしながらଘ続する。
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本遺跡の調査成果の要点を以下にड़΂ , શ体を概観する。

ᶃ　ࠓճ発掘調査した五十公野館跡は , 天໌年ؒ作成の五十公野村耕地絵図の「ՃࠨӴ໳ヤγΩ」にあたる。໌࣏

9 年から現在まで , 小学校ෑ地として利用されてきた。എ後の五十公野城跡は , 天ਖ਼ 15 年（1587）10 月 24 日 , 

上ਿ景勝に߈め落とされた五十公野氏ऴᖼの地で 。৴फであるࡈ後の城主は五十公野ಓ೗࠷ ,

②　館跡は , ઉ状の山麓୆地に立地した不整な୆形状で , 東ଆの範囲は不ৄなものの , 東西 100 ～ 115N, ೆ北 80

～ 105N, 面ੵ約 10,300ᶷと૝定できる。また , 五十公野城にྡ接している͜とから , 根小԰型式のډ館 , あるい

は͜の城の෭ֲの一部とも考えられよう。

③　主たる遺構は , 竪穴建物・土坑・井戸・溝である。ただし , 過ڈの学校建ங等で࢒ଘ状ଶがѱく , 調査面ੵの

割にݕ出できた遺構はগない。ງや土ྥのࠟ跡は確認できなかった。土坑・溝の一部は 戸時代に下るՄೳ性ߐ ,

がある。

ᶆ　井戸はਂさ 3�0 ～ 3�5N の 6 基で , 確認面での掘方の長ܘは 3�12 ～ 5�90 ̼とۃめて大きい。いͣれも井戸ଆを

埋め込Ή掘方を࣋ち , 水ཷはۂ物とԳである。੾り合い関܎から , 井戸ଆはॎ൘૊みが古くԳ૊みが新しく , 井

戸本体は方形からԁ形΁のભҠが分かった。

ᶇ　遺物の出土ྔは , 撹乱の影ڹか調査面ੵの割にগない。୯ಠの破片が多く , 一括で出土するケースはۃめてগ

なく , 接合཰もඇৗにѱい。出土遺物の年代は , 古代（8・9 世紀）, 中世（13 ～ 16 世紀）, 近世（18・19 世紀）

にΘたり , 主体は中世後期（15・16 世紀）である。

⑥　中世の土器・陶磁器には , 中国製の青磁・白磁・天໨・青花 , 国産の古瀬戸 , 瀬戸・美濃焼 , 珠洲焼 , 越前焼 , 

五頭山麓窯址群笹神支群窯 , 瓦器 , 土師質土器がある。見込み周辺をؙくଧちܽいた青花࿸ 3 点が注໨される。

ᶉ　土坑 12 にਾえ置かれた状ଶで出土した珠洲焼大甕は , 体部のちΐうͲରになる位置 2 Օ所に直ܘ 20 ～ 25㎝

の同৺ԁ状と์ࣹ状の割れがある。内ଆからのՃܸによる人ҝ的な破յで , 落城での作法のՄೳ性も考ྀし , ͜

のようなಛҟな割れの類ྫを଴ちたい。

ᶊ　木製品には , ࣫器小ࡼ , ṟ 物ۂ , , ંෑなͲがある。

⑨　金属製品には , మ製の౛・౛子・ވأ ・᭲మ ・᭲మು・金۩・࿨ఝなͲ , 青銅製の観音立像 , 銅製の花瓶・仏۩の ・֖

銭貨があり , 鍛冶関連はӋ口・࿶形ᕥ・మᕥが出土している。

ᶌ　ಛ筆される遺物として , ૯ߴ 7�5 ㎝の青銅製観音立像がある。原形が同じと考えられるӝ二つの観音立像が , 

阿լ野市出湯の華報寺中世墓跡（໨ચ୔෿墓）から出土している。華報寺ྫは , ಙ࣏ 3 年（1308）໏の青銅製骨

蔵器の中にೖっていたもので , 新潟県指定文化財となっている。྆者を成分分析した結果 , 銅・ऎ・Ԗの割合に

著なҧいがありݦ , ர଄地とர଄時期の୳ٻがࠓ後の課୊となΖう。

ᶍ　石製品には , 石臼・硯・砥石なͲがある。また , 珠洲焼甕の破片を用いたస用砥石もある。

ᶎ　中世後期の館跡で出土する遺物ྔに比΂て青磁や天໨஡࿸がগなく , 16 世紀後༿の青花と越前焼 , 石臼・砥石

の出土ྔは多い。

ᶏ　石臼・砥石や珠洲焼・越前焼の多くに , ୸化物のٵணやՐ͹Ͷ・ണ落・੺橙色化といったඃ೤ࠟがみられ , 遺

構埋土にも୸化物が໨立つ͜とから , 五十公野城の落城に関܎するՄೳ性がある。

ᶐ　土師器のഋ・࿶（๽書）・甕・似や土ು , ਢܙ器ഋといった古代の遺物がগྔながら出土している。

ᶑ　成人のՐ૴骨のೖった土師質骨蔵器は , 18 世紀後൒以߱のߐ戸時代後൒～໌࣏時代ॳ期に位置づけられる。

ᙲ　　　ኖ
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１　五十公野氏・新発田氏のొ৔

Ӭਖ਼ 3 年（1506）, 越後कޢ上ਿ๪ೳにॕّଠ౛が献上された（上越市史別編 上ਿ氏文書集 3542 号 , 以下 , 上

越と略記し整理番号を記す）。कޢ代長ඌҝ景の一଒をはじめ各地に割ڌする国ऺたちが໊を連Ͷている。Ճ地ঙ

ҬではՃ地໻ଠ良 （郎） ・新発田උ前कとฒんで五十公野৴濃क , それに竹ມ久ࡾ良 （郎） が記されていて , ઓ国ॳ期に

は͜れら四氏がݞをなら΂るଘ在となっていた͜とがみてとれる。いͣれもח૔ॳ期に源頼ேからՃ地ঙの地頭৬

を与えられた佐ʑ木੝ߝの子ଙで , ஢ՈՃ地氏をफՈとして佐ʑ木Ճ地氏と૯称される。

ॸՈのうちいちはやく੎力を֦大したのは新発田氏であった。ڗಙ 3 年（1454）にԞ山ঙの中৚๪ࢿが記した

記録（新潟県史ࢿྉ編 4 所ऩ 1316 号 , 以下 , 県史 整理番号を記す）には , 応Ӭ 30 年（1423）から越後कޢ方と

कޢ代方のؒで数年にΘたってઓΘれた応Ӭの大乱の記事があり , そ͜に「Ճ地・新発田」と記されている。͜͜

からࣨொॳ期には佐ʑ木Ճ地一଒のなかから新発田氏が୆頭してफՈՃ地氏と比ݞするようになった͜とがうかが

Θれる。五十公野氏と竹ມ氏は新発田氏よりやや஗れてొ৔した͜とになる。

࿣ڗ 4 年（1531）ਖ਼月 , कޢ代長ඌҝ景ਞӦの܉ਞน書にॺ໊した国ऺのなかにՃ地҆ܳक春ߝ・竹ມஜ後कণߝ , 

五十公野໻ࡾ郎景Ո・新発田伯ᠺकߝ貞の໊がある（県史 269）。͜のうちஜ後कণߝは当主のࡾՏकߝܚが༮গ

のため໊代として竹ມ氏を代表したという（越佐史ྉ巻 6 � 223 ϖーδ , 以下 , 越史巻 � ϖーδ数を記す）。൴らは白

ՏঙҬの山Ӝ氏・水原氏・҆田氏 , Ԟ山ঙҬの中৚氏・黒川氏 , 小泉ঙҬの本ঙ氏・色部氏・҂川氏なͲとともに

༲北ऺ（阿լ北ऺ）とよ͹れ , 越後ઓ国期のさま͟まな৔面で大きな໾割をはたしていく。

２　新発田氏のల։

2008 年 , ஜ೾大学教त（当時）山本ོ志氏によってߴ野山ਗ਼ড়৺院所蔵の「越後過໊ڈ฽」が発見され , શ文

が新潟県立歴史ത物館研究紀要第 9 号に঺հされた。͜れは越後に下ったਗ਼ড়৺院のૐがߴ野山での供ཆを依頼し

た者を記した記録で , ඃ供ཆ者のռ໊ , 供ཆ依頼者の在所と年月日が書かれている。依頼者はकޢやकޢ代からொ

や村落のॅຽまで各層におよび , たとえ͹定かでなかった長ඌ景ދの෕ҝ景の຅年が൑໌するなͲ , 越後ઓ国史に

Ώたかな৘報を提供した。

͜の過໊ڈ฽に記されたՃ地ঙҬは大きくՃ࣏・新発田・五十公野のࡾ区Ҭがಡみऔれる。新発田地Ҭは供ཆ

者が約 80 ໊と࠷も多い。天文 4 年（1535）に供ཆを依頼した「γϋλϋウΩトノ上」, 同 16 年の「新発田๷記क

トノ立之」とあるのはともに伯ᠺकߝ貞の͜とである。その後も「γϋλトノ」「新発田トノ」は同 22 年・23 年 , 

࣏߂ 2 年（1556）と供ཆを依頼している。͜のうち 22 年のものは自਎のٯम依頼だった（ٯमはੜ前にࢮ後の

ࣣࣣ日の仏事を行って້福をفるもの）。

天文 17 年末 , 長ඌ景ދはܑ੖景にかΘって越後कޢ代となり , 事実上越後の国主となった。その後関東管ྖ上

ਿ氏をつ͗ , ໊を政ދ , さらにًދとあらため , 元ُ元年（1570）からはݠ৴と称した（以下ݠ৴と表記）。͜の

৴࣏世のॳ期ݠ , Ӭ࿣ 2 年（1559）10 月 がॕّଠ౛を献上した（上越「ऺࣆ」国したさいもؼ৴が上བからݠ ,

3542）。͜͜には「新発田ඌுक　金෴ྠ」と書かれている。新発田氏は代ସΘりして当主が伯ᠺकߝ貞からඌு

कに代Θっていた。元࿣ 9 年（1696）にถ୔ൡが׬成した歴代年ේ ݠ৴公（上ਿՈ御年ේ一として刊行 上ਿ年ේ

˄�ዻ　ʞҗπ᣼൞↗ૼႆဋ൞↚↓ⅳ↕↝ቫ੨
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と略記）は͜のඌுकの実໊を長ರとしている。しかし , Ӭ࿣末年のඌுक書状（上越 663�789 等）のॺ໊は஧ರ

とあり , Ӭ࿣年ؒの新発田ඌுकは஧ರと໊৐っていた。

Ӭ࿣ 4 年 ৴の意向をऔり࣍ݠしてࣆにいた前関白近Ӵ前久（前࢚）に近（ڮ前）ڮ৴に同行して上野国の伯ݠ ,

いでいた者に「しはた」がいた（上越 も受ྖ໊も記してないが新発田஧ರであるとみてよい。஧ರは్׭。（277

翌 5 年 （上越 313）。同 7 年（同 431）とݠ৴のཹकをあͣかって෎内や春日山のݻܯをまかされていた。その後

஧ರは同 11 年 8 月 , ෢田৴ݰのࡦ略によって村上の本ঙൟ長がݠ৴にର߅し , 内外のةຆにṫしたݠ৴の໋で৴

越国境をकる൧山城のॿ੎に೿ݣされている（同 613）。΄Ͳなく৴ݰが৴濃からਐ߈しない͜とがΘかって൧山

΁のՃ੎はऔりࢭめ , 「新発田人数」は村上の本ঙ߈めに౤ೖされる（同 めははか͹かしくਐ߈৴の本ঙݠ。（614

まͣ , 年末から翌春にかけて会௡の᥊໊੝氏・ถ୔のҏୡًफらの஥հがお͜なΘれ , ͜れをうけてݠ৴は本ঙൟ

長と࿨ກした。ݠ৴が春日山にؼਞする直前 , ஧ರはݠ৴からূ人 , すなΘち஧અのূしとして人質の提出をٻめ

られている（同 674）。஧ರだけがূ人を出していないせいだった。

͜の後中৚氏と黒川氏のฆ૪がݠ৴のࡋ定に࣋ち込まれた。中৚氏は本ঙൟ長からともにର߅しようと༠Θれた

さい , その書؆を෧も੾らͣにݠ৴におくっており , 有利なࡋ定を期଴していたらしい。しかし理は黒川方にあっ

たようでݠ৴としては໌շな൑定をくだせͣ中৚方のઆ得につとめた。そのিにあたったのがඌுक஧ರであった

（同 789 等）。஧ರはݠ৴のॏਉ , 本ঙफ؇・直ߐ景ߝや山吉๛कたちとີۓに連ܞしてઆ得にあたった。

天ਖ਼ 3 年 2 月 ໾ாを作成した（上越܉本たちのઓਞ΁のಈ員数を記したض・৴は一໳・国ऺݠ , 1246�47）。Ճ

地ঙҬでは竹ມ参Տक（ߝܚ）, 新発田ඌுक , 五十公野ӈӴ໳җ , Ճ地඙࣍郎が順に記載されている。

竹ມ　
Տकࡾ

新発田
ඌுक

五十公野
ӈӴ໳җ

Ճ地　
඙࣍郎

ṹ 67 135 80 108

ख໌ 10 20 15 15

మᖷ 5 10 10 10

大小ض 6 12 8 10

അ上 10 17 11 15

計 98 194 124 158

表̍　天ਖ਼ 3 年　܉໾数 ৴はݠ 6 月にળޫ寺֗ಓのߥ井（新井）ொの໰԰を定め , ఻അ・॓ૹりの९क

を໋じた。͜れを໋じたূ書にはࣲ田（新発田）ඌுक・竹ມ参Տक（ߝܚ）・

者がॺ໊しているがࡾ藤下野क（ே৴）のࡈ , ඌுकの花ԡはߴ野山ਗ਼ড়৺院あ

てのඌுक長ರ書状のものと同一である（同 3795）。஧ರは天ਖ਼年ؒには長ರと

໊৐りと花ԡを変えていた。表でみるように新発田氏の܉໾は佐ʑ木Ճ地一଒で

はफՈのՃ地氏をしのいで࠷大であり, 国内では本ঙൟ長, 上野伯ڮの北৚޿ߴ・

越中দ૔のՏ田長਌なͲ有力者の記載がないとはいえશ体では第 10 位を઎める。

長ರは一଒やՈ෩・Ո頼といΘれるՈਉたちを཰いてݠ৴΁の܉໾をつとめ , 平

時でも春日山に出࢓して政ݖのֳ྅的な໾割を担っていた。

なお , Ӭ࿣末年の史ྉ上に新発田源二郎がࢄ見するが , ൴は中৚越前कの ň御舎ఋŉ である（同 624�674）。新発

田一଒のཆ子になったと考えられるがৄࡉはΘからない。

３　五十公野氏とӈӴ໳җॏՈ

越後過໊ڈ฽によると , 五十公野地Ҭでも天文 5 年の 6 月と 8 月に「五十公野トノ上αϚ」が供ཆしていて , 6

月のものは自਎のٯमであった。「上αϚ」は他の用ྫからঁ性とみられるが฼か࢞かは൑然としない。同 22 年

に「五十公野఼」が供ཆを依頼しており , Ӭ࿣ 3 年にはٯम供ཆをしている。͜れら五十公野఼はいͣれもڗ࿣ 4

年のઓਞน書のॺ໊者໻ࡾ郎景Ոであり , Ӭ࿣ 3 年のٯमは景Ոがྸߴを意ࣝしてのものであったかもしれない。

同 2 年 ৴΁ॕّଠ౛を献上した五十公野උ前कは上ਿ年ේがいうように景ՈであΖうがݠ , , ͜のあと五十公野氏

のల։をあとづける史ྉは新発田氏よりさらに๡しくなる。

Ӭ࿣ 9 年 2 月 , ৗ཮国小田城を߈略した直後 う花ԡやҹ൑の「やくそ࢖৴は下野国佐野城のकকに指ྩ書にݠ ,

く」を通知した（上越 487）。そのकকは五十公野ݰ൭Ҹ・大؏ࠨӴ໳җ・吉ߐ中務গ輔（஧景 , のち佐౉क）であっ

た。ݰ൭Ҹは世代的には໻ࡾ郎景Ոの࣍代とみられるが実໊はΘからない。翌 10 年 5 月 ൭Ҹは小田原北৚氏ݰ ,
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のแ囲がڧまるなか , ಥ然佐野城を「ୀࢄ」してしまう（同 560）。つまりݠ৴のڐՄなく勝खに৬務を์غして

佐野城からಀ๢したのだが , แ囲໢をಥ破できͣఢ地でແ体に཈ཹされてしまった。その後ݰ൭Ҹが越後にؼれた

かͲうかはΘからない。

翌 11 年 , 前ड़のように五十公野氏はݠ৴によって෢田৴ݰにඋえるため新発田஧ರや吉ߐ஧景とともに৴濃国

の൧山城支援を໋じられた。上ਿ年ේは͜のときの五十公野氏をӈӴ໳大෉ॏՈだったとしている。事実とすれ͹

൭Ҹが不঵事によってかՈ督をࣦいݰ , ॏՈがそれを࢚いだという͜とになる。ӈӴ໳大෉に注໨すると ৴のݠ ,

関東経Ӧのڌ点上野国のপ田をकっていた城ऺのなかに新発田ӈӴ໳大෉がいる。ӈӴ໳大෉がপ田に೿ݣされた

のは同 8 年 4 月で（同 456）, 一時春日山のཹकにあたる༧定もあったが（同 525）, ͻきつづきপ田在番をつとめ（同

535�554�591）, すくなくも元ُ元年（1570）10 月まではற在した（同 946）。͜れがॏՈと同一人だとすると上ਿ

年ේの記事とは合Θなくなるが , ॏՈの五十公野氏૬続後の໊称をさかの΅って࢖ったとすれ͹⁋᧒は合う。ただ

その૬続の時期は໌確でない。

天ਖ਼ 3 年にݠ৴が作成した܉໾ாには五十公野ӈӴ໳җと記される。さらに同 5 年末にݠ৴が記した配下のক࢜

を書きあ͛た໊字ਚにも五十公野ӈӴ໳җとある。࿡位૬当であるӈӴ໳җのうち五位のものをӈӴ໳大෉という

ので大きな૬ҧはなく , いͣれもॏՈをさす。翌 4 年 2 月 , ೳొ国ࣣඌのി山氏のॏਉたちがݠ৴に出അをٻめた

書状のあてઌは色部૜四郎・ࡈ藤下野क・ؠ井ຽ部গ輔・小૔ҏ੎क , それに五十公野ӈӴ໳である（同 1281）。

大໊ؒのަবでは地位が同格の者が書؆をަΘすので越後ଆもݠ৴のॏਉ格という͜とになり , ॏՈはそうした地

位にあった。

４　྆氏の໓๢

天ਖ਼ 6 年 3 月 した。一໳や国ऺࢮٸ৴がݠ , ݠ本なͲ෢কたちは後継者をめ͙って二೿に分྾した。一೿はض ,

৴の࢞と長ඌ政景の子でཆ子になっていた஄ਖ਼গඝ景勝を支࣋するਞӦで , もう一方は越૬同ໍのূ人としてݠ৴

のもとにおくられཆ子となった北৚氏康の子ࡾ郎景ދを支࣋する者たちのである。長ರとॏՈは景勝を支࣋した。

景勝支࣋೿はいちはやく春日山城を઎ڌして内外にݠ৴の後継者と主ுし , 春日山城を追Θれたࡾ郎景ދ方は御館

をڌ点としてର߅した。3 年におよͿ྆೿の߅૪は御館の乱とよ͹れる。

周辺の大໊では , 景ދの実Ոである小田原の北৚氏は上越国境から景勝の根ڌ地であるڕপ上田地方にਐ߈し , 

北৚氏と同ໍするߕ൹国の෢田勝頼は景ދ支援のため৴濃国から৵ೖした。景勝方にとっては؟前にഭった෢田܉

が࠷大のఢとなった。͜の෢田܉にରして࿨ກのަবにあたったのが長ರ・ॏՈܑఋを;くΉݠ৴のֳ྅的な立৔

にあった者たちで , Ճ地ঙҬでは竹ມߝܚ・Ճ地҆ܳकもՃΘっていた（上越 1527）。෢田方とはͻと月たらͣで

ަবが成ޭし同ໍ関܎が成立した。勝頼は景勝方と景ދ方を஥հ , いったんはߨ࿨が成立したもののఔなく破୼す

るとߕ൹にؼ国した。景勝方にとって࠷大のة機であった෢田܉とのিಥをճආしえたのは長ರ・ॏՈたちのਚ力

が大きかった。ただ , 9 月になると ňՃ࣏よりも五十公野・新発田΁ख੾ŉ と景ދの書状にあるように , Ճ地氏は

なͥか景ދਞӦにҠっている（同 1655）。その景ދ方は有力者が࣍ʑと౼औられ , ついに翌 7 年 3 月に景ދも自ਕ

に追い込まれ（同 。৴の後継者は景勝と確定したݠ ,（1800

͜の͜ΖॏՈはҼ഼कを称するようになる。同年 2 月 , ೳొ国にいたѷࡔඋ中कに参ਞをٻめた書状はܑ長ರ・

竹ມߝܚとの連໊だったが , ॏՈははじめて五十公野Ҽ഼कと称している（上越 1753）。

御館をめ͙るઓಆはおΘったものの越後国内の൓景勝੎力はいͥん఍߅を続けていた。とくに中܊といΘれたࡾ

৚の神༨਌ߝとಢඌの本ঙਗ਼ࣣ郎がڧ力で , その制ѹがつ͗の課୊となった。翌 8 年Ӟ 3 月 , 景勝が中܊΁出ਞす

るにあたりॏՈに参ਞの用意を依頼した書状は「新発田Ҽ഼क」あてになっている（同 1939）。͜の一年のؒにॏ

Ոは新発田੏にもͲっていた。ܑ長ರは 7 年 6 月を࠷後にそのੜଘを確認できない。長ರは 7 年後൒から翌年春
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のؒにڈࢮしॏՈがその跡をついだ͜とになる。ただ , 同 8 年とみられる 4 月 9 日付の෢田勝頼の書状は長ರ・竹

ມߝܚと五十公野Ҽ഼कあてになっている（同 1944）。͜れは新発田氏で当主のަ代が෢田ଆに఻Θっていなかっ

たためと考えられる。

五十公野にはॏՈのܑٛఋであるࡾ৚ಓ೗ࡈ৴फがはいった。ಓ೗ࡈはೳొ長୔氏の出਎と఻えられ（越史

৚を与えたといいࡾ܊原וを見込んでՈਉとし࠽৴がそのݠ ,（5�484 , 同じく近ߐ国出਎で吉ߐ氏のཆ子となった

。とともにଆ近としてॏ用した。御館の乱ではともに景勝方に属した（৴景）ݎࢿ四郎ت

中܊のࡾ৚・ಢඌ制ѹは天ਖ਼ 8 年 7 月までにྃ׬し御館の乱はऴଉした。と͜Ζが景勝に大きな外ѹがかかっ

てくる。本ঙൟ長がҏୡًफに ňೳొ・Ճլ・越中 , ৴長え一変ŉ と఻えたように（上越 2116）, 本ئ寺との石山

ઓ૪で勝利した৫田৴長は , Ոਉのࣲ田勝Ոを中৺に北཮の一向一ᎋを制ѹさせ , ྡ接する越中国には佐ʑ成政を

ೖれて景勝を߈めさせた。そんななか翌 9 年の春 しࢮ৴以དྷ越中経Ӧの中৺となってきたՏ田長਌がපݠ , , 景勝

は新たな๷Ӵࡦとしてڕ௡やদ૔に竹ມߝܚや中৚景泰らを೿ݣした（同 2113）。

͜のؒ , ॏՈは৫田৴長が「新発田Ҽ഼क事 方஧અީ」というように（上越ࠑ , 2145）, ৴長と連ܞして景勝政

から཭୤した。4ݖ 月ॳめॏՈが「ٯ৺」したとの報に接しても景勝は͜れを৴じなかったが（同 2322）, 翌月

越中からؼਞした前後には事ଶを確認し , 同ໍ者の෢田勝頼に͜れを報じた（同 2126）。ॏՈは景勝から春日山

΁出࢓をٻめられても応じͣ , 勝頼は景勝に必要ならॏՈをઆ得するための࢖者をૹΖうかと提Ҋしている（同

2172･3）。ॏՈが景勝からڑ཭をおきはじめたのは前年からで , 竹ມߝܚと新潟௡のԭの口（ೖߓ੫）をめ͙って

૪をお͜し܎ , 景勝のもとではߝܚのૌえがとおった。しかしॏՈは景勝のࡋ定をແࢹし 引౉しをࡾ࠶からߝܚ ,

められても実力支配を続けていた（同ٻ 2134）。景勝は新潟に近い木৔城にᤣপ༑ॏを೿ݣ , 山吉景長とともに新

潟の新発田੎にର応させた（同 2148・19）。

翌天ਖ਼ 10 年になると৴長܉はߕ൹・৴濃にਐ߈し , 3 月には景勝と同ໍする勝頼を自ਕに追込んで෢田氏を໓

΅して৴濃・上野྆国からも越後にഭった。͜れに応じるようにॏՈは配下に新潟・笹岡・水原なͲで景勝܉とઓ

Θせたが（同 2350 等）, ٯに本ঙൟ長・色部長真܉から新発田ྖをܸ߈されている（同 2371）。6 月 3 日には越中

のڕ௡城が落城 , 竹ມߝܚや中৚景泰なͲकকશ員がઓࢮし , ৫田܉の越後乱ೖが०日のؒにഭった。と͜Ζがそ

の前日 が引きあ͛てΏき景܉する。越中はもとより৴濃・上野から৫田ڈࢮ౎で本ೳ寺の変がお͜って৴長がژ ,

勝はځ地を୤した（同 2391）。ॏՈにとっては؟前の勝利がফえڈってしまった͜とになる。

景勝はݠ৴もखにできなかった৴濃の川中ౡ四܊を制ѹして࢓置きをऴえるとただちに新発田΁向かった。ॏՈ

は 8 月下०から景勝本܉のܸ߈を受け , ྖ内はもとより五十公野ྖの各地も焼き෷Θれた（同 2545）。しかし , 景

勝に同ਞするはͣの本ঙൟ長・色部長真の参ਞが஗れ , ྡ接の中৚氏も໊代ともいえるங地ࢿ๛がՈ中をた͹Ͷか

Ͷてಈけͣ , ॏՈは景勝方との૯力ઓをま͵がれた。ͻと月΄Ͳ在ਞのあと景勝は 10 月ॳめに܉を引き上͛る（同

2577�8）。ॏՈはୀਞする景勝܉を追ܸし , 越後࣏乱記なͲの܉記物が఻える法ਖ਼ڮ合ઓで大きなઓ果をあ͛た（越

史 6�356）。

翌 11 年 5 月 , 景勝は;たたび新発田に向け出ਞした（同 2771）。まͣ新潟にډدをஙいて͜の地の新発田੎を

制しݗ , 本ঙൟ長らの参ਞを଴った。ॏՈは景勝方のڌ点笹岡に෬ฌをૹってઌ制ܸ߈をՃえたが（同 2779）, いっ

たんはຯ方につけた水原がୣؐされてしまい（同 2783）, ஑之୺でもଛ֐が出た（同 2788）。しかし , 景勝܉が੺

谷に向かうと八഼付近で͜れをܸୀし , ॏՈはக໋的なଧܸをうけないうちに景勝は 8 月下०には春日山΁ؼった

（同 2834）。͜のあとはॏՈと景勝方とのઓಆがないまま 2 年が経過する。͜のؒに中ԝではӋࣲल吉が৴長の後

継者の地位をݻめ , ॏՈと結Ϳ佐ʑ成政は 13 年にはल吉に۶して越中からڈってしまった。

事ଶが大きく変Θったのは天ਖ਼ 14 年である。景勝が上བして関白となったल吉に෰ैし（上越 3092 他）, ॏՈ

もल吉の「天下੩ᨰ」にैうようٻめられる。͜れを఻えるल吉のไ行ऺからの書状はࡾ৚ಓ೗ࡈなͲにもಧけら
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れ , ै前のように景勝にैうよう໋じるものだった（同 3138�9）。ॏՈにとって௧खだったのは , ຯ方だった新潟・

পਨが景勝方についてしまった͜とである（同 3120 他）。྆ߓからは༷ʑな物ࢿのิڅを得ていたから , ͜れでॏ

Ոが頼れるのは会௡᥊໊氏からの支援だけとなった。

景勝は 8 月に出ਞしたがल吉からไ行の木村ਗ਼久が೿ݣされ新発田ܸ߈の保ཹが໋じられる。当時 , ल吉にはಙ

川Ո康のਉैが࠷大の໰୊となっており , ສ一の৔合景勝の力が新発田に割かれるのをආけたかったのがその理༝

とみられる。ਗ਼久が示したॏՈをࣻ໔する৚݅は , まͣॏՈが出頭する͜と , つ͗にډ城を໌け౉す͜とで , ͜れ

を受けೖれれ͹ॏՈの本ྖと同等のྖ地をସ地として与えるというものだった（同 3146）。ॏՈはਗ਼久にଘ分を一

書に認めて౉したが（同 3154）, ल吉からは景勝との࿨平が成立したら会௡᥊໊氏とともに「天下஘૸」するよう

఻えられ , ॏՈは͜れに同意している。ॏՈには景勝の配下ではなく会௡の一員として行ಈするみちを示して景勝

との࿨平がはかられたのである。

しかしՈ康が上བして形の上とはいえਉैが実現すると , ल吉は࢟੎を一変する。ਗ਼久からॏՈは「物޷」との

報告をうけていたल吉はࣻ໔をऔりফし , 景勝にॏՈの「౼果」を໋じた （同 3160）。߱ઇの時期になったので景

勝܉は引き上͛ , 本格的なܸ߈は翌 15 年にもち越される。景勝はいったん春に出ਞしたものの 6 月にฌを引き , 8

月から૯߈੎にはいった。ॏՈには会௡からฌྐ͹かりでなくమᖷऺなͲがૹり込まれ , ᥊໊氏のॏਉたちが௡川

につめて支援をڧ化した。支援は੺谷を通じて行Θれたので景勝はまͣ小田੾ࡾՏकが᝷もる੺谷城を߈略する。

͜れによってॏՈもಓ೗ࡈも会௡からの支援を断ち੾られてݽ立ແ援となり , 10 月 24 日には五十公野が߈め่さ

れてࡾ৚ಓ೗ࡈ以下がઓࢮ , 翌 25 日にはॏՈ自਎が色部長真Ոਉの็؛佐ࠨӴ໳җに౼औられた（同 3193�3200

～ 2）。五十公野ではઍ人 , 新発田ではॏՈとともに 3 ઍ人が٘ਜ਼になった。制ѹした新発田・五十公野ྖは景勝

のՈਉが在番して౷࣏にあたった（文࿣ 3 年定ೲ員数໨録）。

ॏՈの配下だった஑之୺૟部ॿやԐڮ࿨泉कらは色部長真の同৺となった（同上）。

ॏՈの฾提は色部長真がீい , ռ໊は一੠ಓՄ大ષ໳であった（古Ҋ記録૲Ҋ）。溝口ൡ政下では城下の福勝寺

に墓がつくられ , 墓ౝには໋日を新発田ੲ物ޠなͲに依ڌしたか天ਖ਼ 14 年 10 月 28 日とあり , 同日に追ળ供ཆが

行Θれている。ॸຽのؒでは木౛を供してഈめ͹ᚁපにޮೳがあるイφόαϚとして৴ڼされるようになり , 新井

田村のશণ寺ではҼ఼഼ԑىをԋઆするճ向・供ཆが行Θれていた（໌࿨ 5 年月番日記なͲ）。

Ҽみに , 新発田ではӬくҼ഼कの実໊を࣏長としていた。͜れは北越܉記なͲの܉記物のؒҧいがྲྀ布した結果

だったが , 天保 14 年（1843）にถ୔ൡの片ۅ஧敬からठ学者୮Ӌ伯߂にҼ഼कはॏՈである͜とが఻えられては

じめてਖ਼しい実໊を知る（ਵ得ਵ録）。͜れが一般に周知されるのはত࿨時代になってからだった。

新発田氏の຺໋は , ॏՈのఋでૣく景勝にैったॣՏक੝تが฼方の੏である新保氏を໊৐って色部氏にཆΘ

れ , ੝تの子ଙが景勝の子定勝の代にࣆ૊にऔ立てられถ୔ൡ࢜としてນ末にいたる。同ՈにはॏՈの遺物として

৴下賜の౛（҄田口吉ޫ）, 十文字のૻ（新発田ӈӴ໳大෉所࣋ݠ , Ӭ࿣十一年とࠁす）, ॏՈのकり本ଚઍख観音・

ඏࠫ໳天 , 愛ౠ勝܉地蔵（ḟ子ೖり）, 黒ృりฑのࡃ配が఻དྷしていた（片ۅ஧敬 ໰౴の౴）。

新発田市内でもॏՈの༮ࣇが石川村でかくまΘれ , その子ଙは石川氏を໊৐ってଘ続している。

࢜ډಓण大ࢇは五十公野城山麓のָ҆寺でீΘれている。ռ໊は҆ূ院ਖ਼ࡈ৚ಓ೗ࡾ , ໋日は܉記物の記ड़に

よってか 10 月 23 日となっている。同寺にはಓ೗ࡈの࠺のものと఻えられる小Ϳりの֙דも保ଘされている（前

ॅ৬佐藤榮征師のご教示による）。ಓ೗ࡈの遺ࣇはՈདྷとともに二Ԧ子ባにӅれてੜきԆび , そのうち一人は੏を

神田氏に変えてদӜ村の໊主になったという（大প݆࣐ 新発田Ҽ഼कॏՈ）。
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遺 跡 ໊ 種別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 ಛ 記 事 項

五十公野館跡

遺物
แؚ地 古代 ピット１

土師器のഋ・࿶（๽書）・甕・小甕・
似・土ುɼਢܙ器ഋ

（8・9 世紀）

  青銅製観音立像は , ಙ࣏
3 年（1308）埋ೲの阿լ野
市華報寺墓跡の観音立像と
同形。遺物の多くにݦ著な
ඃ೤ࠟがある。

城館跡 中世
竪穴建物 2ɼ土坑 24ɼ井
戸 6ɼ溝 10ɼピット列 2ɼ
ピット 17

（時代不ৄをؚΉ）

 中国製の青磁・白磁・青花・天໨ɼ
国産の古瀬戸ɼ瀬戸美濃焼ɼ珠洲焼ɼ
越前焼ɼ笹神窯ɼ土師質土器ɼ瓦器
 ࣫器小ࡼɼṟɼۂ物ɼંෑ
 ౛ɼ౛子ɼ᭲ވأɼమ᭲ɼమುɼ
金۩ɼఝɼ青銅製観音立像・銅製
花瓶・֖ɼӋ口・࿶形ᕥ・మᕥ
14 ～ 16 世紀（主体は 15・16 世紀）
 石臼 , 硯 , 砥石

Ր૴墓 近世 土坑 1
（他に性格不໌の土坑 1） 土師質骨蔵器

ʻཁ ໿ʼ

　五十公野館跡は , 天ਖ਼ 15 年（1587）上ਿ景勝に߈め落とされた五十公野城の西麓に接した୆地に立地する。城と一体になっ
た根小԰型式のډ館 , あるいは山城の෭ֲのՄೳ性が考えられる。近世は԰ෑ跡であり , 近代以߱は数౓の校舎建ସえによって
遺構の遺ଘ状ଶがѱく , 調査面ੵの割に遺構はগない。６基の井戸は , ਂさ 3�0 ～ 3�5N で , 井戸ଆにॎ൘૊とԳ૊がある。遺物
は 15・16 世紀の中世陶磁器を主体とする。なお , 青銅製観音立像や᭲ވأといったرগ品も出土した。石臼・砥石や珠洲焼・
越前焼には , ୸化物のٵணやՐ͹Ͷ・ണ落・੺橙色化といったඃ೤ࠟがみられ , 遺構埋土にも大ཻの୸化物が໨立つ͜とから , 
五十公野城の落城に関܎するՄೳ性がある。

報 告 書 ঞ ࿥
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